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中 平

平成 2年 7月

茨城県岩問町

中平遺跡発掘調査会





本町の西は緑豊かな愛宕・難台の山麓地帯 ,常磐線岩間駅を中心とした中央

地域は人工密度の高い住民生活の中心地 ,東は常磐自動車道が走 り,広大な平

坦地をなしており,岩間 ICの設置により都心と直結し,開発適地 としての諸

条件を備えています。

本町を三地域に大別し,そ れぞれの特性を生かした施策を講 じ町活性化 をめ

ざしております。

その一環 としての工業団地造成事業は,町財源及び雇用の場の確保並びに消

費人口の増大が図られ,地域の振興 と活性に繋がるもので,特に力を入れて推

進しているところです。

工業国地は52haと して,岩間町大字安居地内に計画され,同地内の「中 平 」

には,文化財が埋蔵されているであろうということで ,「 中平遺跡発掘調査会」

を発足させ ,本格的な調査を進めました。

ご承知のとおり,文化財は歴史 ,文化の正しい理解のため欠 くことのできな

いものであり,かつ,将来の文化向上発展の基礎をなすものであります。特に

埋蔵文化財につきましては,古代住民の生活様式を解 く鍵 として貴重なもので

あります。

本調査の作業に当られた方々は,雨の日,炎暑の日,寒い日も毎日一生懸命

発掘作業に従事され,予定どおり無事終了いたし,こ こに多 くの遺構 と遺物 を

拾得することができ,そ のご苦労に対し深 く感謝申し上げる次第であります。

今般 ,す ばらしい報告書「中平遺跡」の冊子を発刊されましたことは大 きな

喜びであると同時に,調査団長 としてご指導を頂きました「河野辰男」先生を

はじめ,関係されました調査員の諸先生方 ,ご支援を賜 りました県開発公社に

対し深甚なる感謝の意を表するものであります。

ここに発掘されました建築遺構や遺物は先人の貴重な遺産でありますか ら ,

これを保護 し,後世に伝承することは,私たちに課せられた責務であり,慎重
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に対応策を講ずる積 りであります。また工業団地造成につきましては,早期実

現に向けて一層の努
―
力を傾注してまいる所存であります。

最後になりましたが,本調査に携わった方々のご労苦に対し重ねて感謝申し

上げ,今後益々のご活躍をご期待申し上げます。

平成 2年 3月

岩 間 町 長

中平遺跡発掘調査会会長 中 林 恒 之
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発刊に寄せて

更級日記に,水おかしく流れたる野のはるばるとあるに,こ むらのあるおか

しきところかな,こ こはいづこかと問えば,「 こしのびの森」云々,と 書かれて

ありますところの「こしのび」は,岩間町押辺あたりかと言われていますが
,

当町では町の歴史に関する調査が未だ不十分であります。

今回,岩間工業団地造成に伴い,当該地内に古代の遺跡があるであろうとの

見地から,茨城県開発公社のご好意 と本県教育庁文化課のご指導により中平遺

跡発掘調査会が結成され,当町の歴史解明への端緒が開かれたことはまことに

喜ばしく感謝に耐えません。

当該地は「新編常陸国誌」に「安侯の駅」跡地 として書かれている安居地区

の南端に属し,古代の街道に沿った地域でもあるので,今回の報告書は今後の

当町歴史解明にあたっての貴重な資料 となりました。

今後は更に,団地造成のすすむなかで先人の残した文化遺産にめぐり逢えた

ときには,できるだけ保存につとめてまいりたいと存じます。

最後になりましたが ,こ の調査にあたられました皆様に心から感謝申しあげ

る次第であります。

平成 2年 3月

岩 間町教育委員会教育長

中平遺跡発掘調査会副会長

島 田   榮
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例

(1)本報告書は,平成元年 7月 11日 より,同元年11月 11日 まで実施された岩間工業団地造成に伴

う,西茨城郡岩間町大字安居字中平に所在する,中平遺跡の発掘調査報告書である。

(2)本遺跡の発掘調査については,中平遺跡発掘調査会が主体となって実施し,本県教育庁文化

課の指導助言のもと,河野辰男がその調査を担当し,調査員として河野通義,宮本泰男ほか地

元作業員の協力を得て行つた。

(3)本報告書の原稿の執筆は河野辰男,河野通義が担当し,本書の編集は河野辰男が行った。出

土遺物の整理は河野通義が当り,図面作成は宮本泰男,河原井安蔵,木村清,片岡トキエ,来

栖かをる,南指原弘子が担当した。

(4)本遺跡の記号を下記の如く用いた。

掘立柱建物遺構 (SB) 土墳状遺構

濤状遺構 (SD)

土 色

1.黒 色

6.淡い黒

■.黄褐色

道路状遺構

(5)発掘調査及び整理に当っては,

助言をうけた。

本県教育庁文化課,歴史館,教育財団,国学院大学等の指導

口

(SK)

(SR)

2.暗黒色  3.褐 色

7.橙   8.黒 褐色

12.焼土粒  13.炭粉

5.ロ ーム

10。 灰を含んだ黒色

4.暗褐色

9.茶福色

鱒
炭

］
粧

-4-





目

序 … … … ……… Ⅲ……ⅢⅢ………… …………………………… Ⅲ……… … …………… …………… 1

発刊によせて …………………………………………………………………………………………… 3

言 ・…………………………………………………………………………中…………`・

Ⅲ……4

1.発掘調査に至る経過 ・……………………………………………………………………………・・17

2.中平遺跡の地理 ■歴史的環境 。i・Ⅲ
………………………………………………………………・・21

3.遺構について ………………………………………………………………………………………25

(1)掘立柱建物遺構の概況 ・………………………………………………………………………・・27

(2) 1日道日第蔭齢講 ……………・・・・。・・“・̈ ……・・・…・中●中●●●●……,・ ・̈̈・̈ `¨・…ⅢⅢ…………・中●̈中●●………ⅢⅢ…・・…29

(3)靭 時 ・……………・・……………………………………………………………Ⅲ……・・………1・29

(4)粘上貯蔵遺構 …・………………………………………………………………………………・・30

(5)土壊状遺構 ……………Ⅲ………………。・!……!・・………………………………………………30

4.掘立柱建物遺構の実相 ・……………………………………………………………………………37

5,遭物について 。……Ⅲ……………………………………………Ⅲ…………………Ⅲ………………,m

6.おわりに …………………………・'・ …Ⅲ………………………………………Ⅲ ⅢⅢ……………Ⅲ…197

7.図  版 … …… …… ……… … ………… Ⅲ………………………… ………………………… ●・郷3

8.付  録 ……………… ………………………… i……………… … …市… … ……… ……… …・237

-7-



第 1図 中平遺跡周辺の主要遺跡・…………5

第 2図 発掘遺構全体図………… …………。39

第 3図 第199号 ,200号掘立柱建物遺構平

面実測図………Ⅲ……………………41

第 4図 第201号 ,202号 ,203号掘立柱建物

遺構平面実測図・……………………43

第 5図 ～①第205号掘立柱建物遺構平面

実測図……………………・…………44

第 5図 刊②第205号遺構位穴セクション…45

第 6図 第154号 ,165号 ,206号 ,207号掘立

柱建物遺構平面実測図……………'48

第 7図 第208号 ,209号掘立柱建物遺構平

面実測図………Ⅲ……………………50

第 8図 第210号掘立柱建物遺構平面実測

図……………………………………51

第 9図 ～①第12号 ,13号 ,14号 ,15号 ,

16号 ,26号掘立柱建物遺構平面

実測図…………・…………………・・54

第 9図 ～②第12号遺構位穴セクシヨン…55

第10図 第 1号,17号 ,27号 ,30号 ,31

号掘立柱建物遺構平面実測図・…・・59

第11図 第 2号, 3号 ,22号 ,23号 ,24

号,25号掘立柱建物遺構平面実

‐   測図・………………………………・・61

第12図 第 4号, 5号 , 6号 , 7号 , 8

号,64号 ,100号掘立柱建物遺構

平面実測図・…………………………66

第13図 第 9号 ,10号 ,■号 ,28号 ,32

号掘立位建物遺構平面実測図・―・・68

第14図 第18号 ,19号 ,20号,21号掘立

柱建物遺構平面実測図・……………69

第15図 第33号 ,73号 ,99号 ,115号掘立

柱建物平面実測図・…………………71

第16図 第34号 ,35号 ,36号 ,37号 ,38

号 ,39号掘立柱建物遺構平面実

測図―・………………………………73

第17図 第40号 ,41号 ,42号 ,43号 ,44

号,45号 ,46号 ,47号,65号掘

立柱建物遺構平面実測図・………・・77

第18図 第48号 ,49号 ,50号,51号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・79

第19図 第52号 ,53号 ,54号,55号 ,60

号掘立柱建物遺構平面実測図・…・・81

第20図 第56号 ,57号 ,58号,59号 ,61

号,62号 ,63号掘立柱建物遺構

平面実測図………・…………………83

第21図 第66号 ,67号 ,68号 ,69号 ,70

号,71号掘立柱建物遺構平面実

測図…………………………………85

第22図 第72号掘立柱建物遺構平面実測

優]●
●中●…●̈●―・̈・̈・…・̈・“・"・ ・̈̈・中…86

第23図 第74号 ,75号 ,76号 ,77号掘立

柱建物遺構平面実測図……………・88

第24図 第78号 ,79号 ,80号 ,81号 ,82

号,86号掘立柱建物遺構平面実

測図……………………………Ⅲ……91

第26図 第84号 ,85号 ,86号 ,87号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・94

第27図 第88号 ,89号 ,107号 ,108号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・96

第28図 第90号 ,91号 ,92号,93号掘立

柱建物遺構平面実測図…1・ ………。99

挿 図 目 次

-8-



第29図 第94号 ,95号 ,96号 ,103号掘立

柱建物遺構平面実測図………………102

第30図 第96号 ,97号 ;98号 ,99号掘立

'  
柱建物遺構平面実測図・…………・・103

第31図 第101号 ,102号 ,112号 ,113号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・105

第32図 第刊丹 ,10碍 ,冊碍 ,m碍 ,■ 0

号 ,111号掘立柱建物遺構平面実

測図……・…………………………・・108

第33図 第114号 ,118号掘立柱建物遺構平

面実測図・…………………………・・110

第34図 第116号 ,117号 ,132号掘立柱建物

遺構平面実測図・…………………・・113

第35図 第119号 ,128号 ,129号 ,130号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・114

第36図 第120号 ,121号 ,122号 ,124号掘立

柱建物遺構平面実測図・…………・・116

第37図 第123号 ,125号 ,12G号掘立柱建物

遺構平面実測図・…………………・・117

第38図 第127号 ,138号 ,139号 ,140号掘立

柱建物遺構平面実測図…… ………Ⅲ
l19

第39図 第m号 ,136号 ,137号掘立柱建物

遺柱平面実測図・…………………・・122

第40図 第133号 ,134号掘立柱建物遺構平

面実測図・…………………………・・125

第41図 第135号掘立柱建物遺構平面実測

図………・………|… ………………・・128

第42図 第141号 ,142号 ,弼号 ,144号 ,145

号 ,204号掘立柱建物遺構平面実

測図―・……………………………・・130

第43図 第148号 ,149号 ,150号掘立柱建物

遺構平面実測図・……r。 .… ………・・132

第44図 第151号 ,152号 ,155号掘立柱建物

遺構平面実測図・…………………・・133

第45図 第153号 ,210号掘立柱建物遺構平

面実測図―・………………………・・135

第46図 第156号 ,157号 ,158号 ,159号 ,160

号,161号掘立柱建物遺構平面実

浪」図…Ⅲ……………………………・・138

第47図 第162号 ,163号 ,164号掘立柱建物

遺構平面実測図・…………………・・139

第48図 第171号 ,172号 ,173号 ,174号掘立

柱建物遺情平面実測図・…………・・143

第49図 第175号 ,176号 ,177号 ,178号 ,179

号 ,180号掘立位建物遺構平面実

測図・………………………………・・146

第50図 第181号掘立柱建物遺情平面実測

図……・……………………………・・148

第51図 第182号 ,183号 ,184号掘立柱建物

遺構平面実測図・…………………・・152

第52図 第185号 ,186号掘立柱建物遺備平

面実測図…・………………………・・153

第53図 第187号 ,188号掘立柱建物遺構平

面実測図…Ⅲ………………………・・157

第54図 第189号 ,190号掘立柱建物遺構平

面実測図…・………………………・・158

第55図 第191号 ,192号 ,193号 ,194号 ,195

号 ,196号 ,197号 ,198号掘立柱建

物遺構平面実測図・………………・・160

第56図 第 1号土墳状遺構平面実測図・…・・31

第57図 第 2号上墳状遺構平面実測図・…・・31

第58図 第 3号土墳状遺構平面実測図・…・・32

第59図 第 4号 ,5号土墳状遺構平面実

測図………Ⅲ………………………・・33

第60図 第 6号 ,7号 , 8号土墳状遺構

平面実測図・……………!… ………・・34

第61図 第 9号 ,10号,11号 ,12号土墳

状遺構平面実測図・………………・・35

-9-



第62図 第 1号掘立柱建物遺構出土遺物…163

第63図 第 4号掘立住建物遺構出土遺物…164

第64図 第 8号掘立柱建物遺構出土遺物…164

第65図 第11号掘立柱建物遺構出土遺物…165

第66図 第12号掘立柱建物遺構出土遺物…165

第67図 第14号掘立柱建物遺構出土遺物…166

第68図 第15号掘立柱建物遺構出土遺物…166

第69図 第16号掘立柱建物遺構出土遺物…167

第70図 第17号掘立位建物遺構出土遺物…168

第71図 第20号掘立柱建物遺構出土遺物…169

第72図 第21号掘立柱建物遺構出土遺物…169

第73図 第23号掘立柱建物遺構出土遺物…170

第74図 第25号掘立柱建物遺構出土遺物…170

第75図 第27号掘立住建物遺構出土遺物…171

第76図 第30号掘立柱建物遺構出土遺物…171

第77図 第31号掘立柱建物遺構出土遺物…172

第78図 第32号掘立柱建物遺構出土遺物…172

第79図 第35号掘立柱建物遺構出土遺物…173

第80図 第36号掘立柱建物遺構出土遺物…173

第81図 第42号掘立柱建物遺構出土遺物…174

第82図 第43号掘立柱建物遺構出土遺物…174

第83図 第46号掘立柱建物遺構出土遺物…175

第84図 第47号掘立柱建物遺構出土遺物…175

第85図 第62号掘立柱建物遺構出土遺物…176

第86図 第64号掘立柱建物遺構出土遺物…176

第87図 第65号掘立柱建物遺構出上遺物…177

第88図 第67号掘立柱建物遺構出土遺物…117

第89図 第68号掘立位建物遺構出土遺物…178

第90図 第78号掘立柱建物遺構出土遺物…178

第91図 第79号掘立位建物遺構出土遺物…179

第92図 第80号掘立柱建物遺構出土遺物…179

第93図 第81号掘立柱建物遺構出土遺物…180

第94図 第82号掘立柱建物遺構出土遺物…181

第95図 第88号掘立柱建物遺構出土遺物…182

第96図 第100号掘立柱建物遺構出土遺物…182

第97図 第104号掘立柱建物遺構出土遺物…183

第98図 第112号掘立柱建物遺構出土遺物…188

第99図 第114号掘立柱建物遺構出土遺物…184

第100図 第118号掘立柱建物遺構出土遺物…184

第101図 第131号掘立柱建物遺構出土遺物…185

第102図 第134号掘立柱建物遺構出土遺物…185

第103図 第135号掘泣柱建物遺構出土遺物…186

第104図 第136号掘立柱建物遺情出土遺物…186

第105図 第137号掘立柱建物遺構出土遺物…187

第106図 第142号掘立柱建物遺構出土遺物…188

第107図 第144号掘立柱建物遺構出土遺物…189

第108図 第153号掘立柱建物遺構出土遺物…189

第109図 第154号掘立柱建物遺構出上遺物…190

第110図 第171号掘立柱建物遺構出土遺物…190

第Ⅲ図 第172号掘立柱建物遺構出土遺物…191

第112図 第173号掘立柱建物遺構出土遺物…191

第113図 第181号掘立柱建物遺構出上遺物…192

第114図 第184号掘立柱建物遺構出上遺物…192

第115図 第185号掘立柱建物遺構出上遺物…193

第116図 第201号掘立柱建物遺構出土遺物…193

第117図 第206号掘立柱建物遺構出土遺物…194

第118図 第207号掘立位建物遺傭出上遺物…195

第119図 第210号掘立柱建物遺構出土遺物…195

……10-―



図版 I 遺跡景観

(1)遺跡全景 (東南方向)…………・205

(2)同  上 (南方向)… …………・205

(3)同  上 (南西方向)…………Ⅲ
205

図版 2 遺構確認状況

(4)遺構確認状況・…………………・・206

(5)同    上・………… …… …206

(6)同    上……………………・206

(7)同    上・…………………・。206

図版 3 掘立柱遺構

(8)SB-10,SB― ■,SB-09・・・207

(9)SB-02・ ………………………・。207

(10)SB-03・ ………………………・・208

(11)SB-05,SB-04,SB-03・・・208

(12)SB-03,SB-04,SB-05・・・208

(13)SB-05・ ………………………・・209

(14)SB-08,SB-07,SB-06・・・209

(15)SB-10,SB― ■ ,SB-09・・・209

(16)SB-03～SB―■……………210

(17)SB-03,SB-07,SB-22・・・210

(18)SB-18～SB-19……………211

(19)SB-21,SX-05,SB-20・・・211

(20)SB-18～ S B21,SK-05・・・211

(21)SB-14～ SB-20,SK-05

……………………………………212

(22)SB-12(北 東部分)…………。
212

(23)SB-61～ SB-68・ ……………212

(24)SB-65を 主体 とした複合状況

……………………………………213

(25)SB-64を 主体 とした複合状況

……………………………………213

(26)SB-34～ SB-36・ …………・・213

(27)SB-12を 主体 とした複合状況

……………………………………214

(28)SB-lo3,SB-95・・・…………214

(29)SB-09,SB-10を SD-01

が貫通する。……………………・・214

(30)SB-29… ………………………215

(31)SB-33… ………………………215

(32)SB-46,SB-47・・・…………215

(33)SB-66… ………………………215

(34)SB-70… ………・・・……………215

(35)SB-97～ 99,SB-115… ……45

(36)SB-94・・・………・・・……・・・…・・・216

(37)SB-96… ………・・・……………216

(38)SB-101,SB-102・ ・…………Ⅲ
216

(39)SB-111,SB-01が 貫通する

……………………………………216

図版 4 柱穴断面

(40)SB-11留Э……………………・217

(41)SB-01～③・…………………・・217

(42)SB-01～②……………………。
217

(43)SB-08～①・・・…・・・…………・・・217

(44)SB-09～①・…………………・・217

(45)SB-12～⑩・…………………・・217

(46)SB-12～⑮・…………………・・218

(47)SB-12～⑮・…………………・・218

(48)SB-12～①・…………………・・218

(49)SB-12～④・…………………・・218

(50)SB-12～②………………………218

(51)SB-28～①・…………………・・218

(52)SB-64～①……………………。
219

図 版 目 録

-11-



(53)SB-64～②・・・…………………219

(54)SB-100～ ①・・・…………………219

(55)SB-121Ю・…………………・七219

(56)SB-152-②…… …… …… …… 219

(57)SB-15Ю ・・…………………・219

(58)SB-15静蛍D……………………。
220

(59)SB-15卜②……………………220

(60)SB-15脚③・…………………・・220

(61)SB-154判0。………………Ⅲ…・220

(62)SB-159～ ③・・・……………・・・…220

(63)SB-161引Э……………………・220

(64)SB-15胎<排・……………i.… 221

(65)SB-17陣④・…………………・・221

(66)SB-18卜①…………………… 221

(67)SB-187～②……………………221

(68)SB-18卜①……………………・221

(69)SB-18四③・…………………・・221

(70)SB-18併虫D… …………………。
222

(71)SB-18四③・…………………・・222

(72)SB-19咆……………………Ⅲ
222

(73)SB-199-④……………………Ⅲ
222

(74)SB-19嘲 ・・…………………。
222

(75)SB-199～ ⑮・・・…………………222

(76)SB-20円Э・…………………・・223

(77)SB-201「 O・・…………………。
223

(78)SB-20障⑩……………“……223

(79)SB-202～④・…………………・・223

(80)SB-20剌 ・・…………i・ …… .223

(81)SB-20Ю ……………………・223

(82)SB-205-② …………………… 224

(83)SB-20卜<)・…………………・224

(84)SB-20商・・…………………。
224

(85)SB-206～④・…………………・・224

(86)SB-20的・・…………………・224

(87)SB-207～ ①・・・…………………225

(88)SB-207～ ②………………………225

(89)SB-208～ ①・…………………・・225

(90)SB-208-②・・・…………………225

(91)SB-208～ ③・…………………。
225

(92)SB-208～ ④・…………………・・225

(93)SB-20卜⑤・・…………………・226

(94)SB-209刊Э・…………………・・226

(95)SB-209～③・…………………・・226

(96)SB-209～④・……………………226

(97)SB-200～ ⑤……………………。
226

(98)SB-209～⑥・…………………。・227

(99)SB-209～⑦・…………………・。227

(100)SB-209ん③・…i・ …………….22子

(101)SB―
'lll―

①∴…………………227

図版5 上境状遺構

(102)SK-01… ………………………228

(103)SK-01断 面…・………………・・228

(104)SK-02… ………………………228

(105)SK-03・ ………………………・・228

(106)SK-03断 面…・………………・・229

(107)SK-08・ …………………,・・…°・229

(108)SK-12… ………………………229

図版 6 濤状遺構

(109)SD-01… ………・・・……………230

図版 7 カマ ド址

(110)SB-202・………………………・・230

図版 8 出上遺物

(111)各遺構出土縄皮土器片①………。
231

(112)各遺構出土縄文土器片②・………231

(113)各遺構出上高台付不底部片・…・・231

(須恵)…………………………Ⅲ
231

(114)各遺構出土不片・………………・・231

(115)各遺構出土甕片 (須恵)………。
231

―-12-―



(116)各遺構出土不片中………………。
231

(117)各遺構出土陶質土器片…・……・・232

(118)SB-114出土灰釉画花文陶器片

……………………………………232

(119)各遺構出土鉄器類………………。
232

(120)各遺構出土石錐・………………・・232

(121)SB-207出土石槍中……………・・232

(122)各遺構出土打製石斧及び石製模

造剣一部………………… ………Ⅲ
232

(123)各遺構出土石槍及び石飽丁……233

(124)各遺構出土磨百③………………・。233

(125)各遺構出土磨石②・……………・・233

(126)各遺構出土古銭・………………・・233

図版 9 周辺遺跡

(127)鍬入れ神事中…………………… 234

(128)道標を兼ねた二十三夜講碑・…・。234

(129)道標を兼ねた道祖神・…………・・234

(削)上安居橘家曲家…………………・・235

(131)御 前塚古墳群の一つ。…………・・235

(132)安 居の駅舎跡……………………・235

(133)竜泉院本堂・……………………・。235

(134)延 喜式羽梨山神社・……………・・235

(135)愛宕山容…………………………Ⅲ
236

(136)愛宕神社・………………………・・236

(137)作業従事者全員・………………・・236

-13-





1.発掘調査に至る経過



召



1.発掘調査に至る経過

昭和63年 3月 25日茨城県文化課,茨城県開発公社,岩間町企画開発課,岩間町教育委員会に

より岩間工業団地造成計画予定地 (岩間町大字安居字上平ほか)の現地調査を実施しました。

その後,昭和63年 4月 25日 付け第447号で,茨城県開発公社理事長より県文化課長に対して,岩

間工業団地造成地内に係る埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会が出され,そ

の回答を同日付け文第358号で,茨城県開発公社理事長に対して造成計画予定地内約 3 haに つい

て,上器片,須恵器等が散布している旨回答しました。

これを受けて,平成元年 3月 16日 県文化課,県開発公社 ,町企画開発課,町教育委員会の出席

を得て,岩間工業団地における文化財発掘調査打合せ会議を実施し,対応策について協議致しま

した。

後日,調査を河野辰男先生に依頼いたしました。

同年 5月 19日現地において,現地確認及び事務打合せを河野先生他調査員,県開発公社,町企

画開発課,町教育委員会により実施致しました。

開発公社においては,平成元年 5月 29日付け開公246号で,文化財保護法 (昭和25年法律第214

号。以下法という)第57条の 2第 1頂の規定に基づく埋蔵文化財発掘の届出が文化庁長官宛に提

出されました。

同年 6月 9日 ,町長,教育長,県開発公社,町企画開発課,町教育委員会において,発掘調査

発足のための最終打合せをし,その結果遺跡の名称を中平遺跡として,発掘調査による記録保存

をして,中平遺閉発掘調査会を設置,発掘調査を進めることとなりました。

町から文化庁への届出については,平成元年 6月 10日 付け岩教委発第255号 で岩間町教育委員

会教育長から文化庁長官宛に法第98条の 2第 1項に基づく埋蔵文化財発掘届出が提出されました。

平成元年 7月 11日 (火)午前10時より中平遺跡発掘現場において,関係者出席のもと安全祈願

祭が挙行されました。引きつづき中平遺跡発掘調査会の発会式が行われ,中林町長を会長とし
,

又調査団長に河野先生をお願いし調査を開始いたしました。
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会 長 中 林 恒 久 岩間町長

副会長 島 田 榮 岩間町教育委員

会教育長

理 事 菅 谷 二 貞呂 岩間町収入役

理 事 西 山   繁  〃 総務課長

理 事 小松崎 佐武朗  〃 企画開発

議

理 事 斉 藤 碩 一  〃 産業課長

理 事 千 葉 康 雄  〃 建設課長

理 事 佐 藤 東 南  〃 学務課長

理 事 藤 枝 一 弘 岩間町土地開発

公社理事

理 事 河 野 辰 男 発掘調査団長

理 事 岩 浪 誠一郎 岩間町文化財保

中平遺跡発掘調査会役員

護審議会会長

発掘に従事した人

理 事 塙 仲 雄 岩町間文化財保護審

議会会委員

理 事 中 里 英 寿   〃

理 事 小 沼 勝 男   〃

理 事 野 口 敦 夫   〃

理 事 金 沢 孝 治 茨城県開発公社用地

建設部長

理 事 柴 沼 道 明 上安居区長

監 事 久保田   計 岩間町監査員

監 事 持 丸   敦  〃 出納室長

幹 事 上 野 好 隆  〃 社会教育課長

幹 事 佐久間 智 通  〃 社会教育係長

幹 事 後 藤 芳 彦  〃企画開発課主任

調 査 団 長  河 野 辰 男

調 査 員  河 野 通 義

調 査 員  宮 本 泰 男

調 査 員  外 山 泰 久

調査補助員  藤 田 文 雄

調査補助員  八 城 光 弘

作 業 員  大 里  進

作 業 員  河原井 安 蔵

作 業 員  南指原 弘 子

作 業 員  片 岡 とき江

作 業 員  来 栖 かをる

作 業 員  柴 沼 昭 子

司
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2.中平遺跡の地理・歴史的環境



百



2.本追跡の歴史・地理的環境

(― )

大化改新の国郡制施行によって,岩間郷が発足した。これがいわゆる,原 (源)岩間である

が,そ れは現在の上郷・下郷 。土師の地域に当たるものである。なお,岩間はその後になって往

事の安侯郷 (現在の安居,押辺の地域),及び山崎郷の一部 (現在の泉,市野谷の地域)を それぞ

れ合併して現在の岩間町が構成されたわけである。この岩間の地は上記の地域性から見ると,地

域的には同一の文化圏をなしているものと思考されるが,それらの地理,歴史的環境について
,

極めて大ざっぱにその概観についてみたいと考える。

(二 )

岩間の地域を見ると,阿武隈山系が難台山より南に向かって二つの山系に分かれて,岩間北方

部の沖積平野に入りこむ。そしてその間を桜サll,随光寺川の二つの河ナ||が東流して涸沼川に合流

し,太平洋へと流入するのである。かくして岩間なる名称はこのような事情から生まれたもの

で,そ してこの名は国・郡・里制施行のはるか以前から土着の人々によって呼ばれていたものと

推察するのである。

その山系の片方の側の南端部に愛宕山の瞼峻がそびえ,標高は306mで ぁるがそれは岩間沖積

平野を見下す堂々たる名山である。この山は山嶽信仰の霞山で,そ の開山は大同元年 (806)と な

り極めて古 く,古来多 くの人々の信仰を集めた。そしてこの周辺の山々も霊山として,その山麓

には神社,仏閣が建てられた。例えば延喜式々内社の羽梨山神社や,西寺,安国寺等があげられ

る。

中世になるとその山々には城館が構築されたが,特に難台山の城は南朝の拠点として多 くの悲

話が残されている。

なお,その記述が前後してしまったが,その山間部の沖積平野は縄皮海進期には海域に属する

ところも多かったと推察するが,その台地に当る部分には遺跡が多く,現在まで判明しているも

ので縄文遺跡 8,弥生遺跡 5,古墳時代になるとその遺跡は15の多きに亘るもので,特に縄文遺

物については早期のものも検出されるのである。この山間部に原始 。古代より文化が繁栄を極め

たきとは,自然的条件もさることながら,こ れが外海 とつながっていたこと,そ して海が退いた

後も涸沼川水系を利用する舟便によるものと想像されるのである。
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(三 )

今回,発掘調査を完了した安居の中平遺跡は,その昔安侯郷と言われた,現在大字安居,小字

中平の地に存在する。この安居の地の立地についてみると,こ こは広大なる涸沼川沖積平野の右

岸台地に臨み,ま たその右岸台地を縫うように多くの谷津が入りこんでいる。そしてこの沖積地

や谷津は,縄文海進期の頃には海水も上昇していたものと推察されるが,それらの沖積地や谷津

等の台地周辺には数多くの遺跡が存在する。すでに第 1図に示したように,糸霊文遺跡は8,弥生

遺跡 2,古墳の数 5,その集落地 6を数えることができる。

なかでも鹿島神社のある押辺遺跡は,縄文,弥生,古墳の各時代の集落址に当り,その面積は

数ヘクタールに及ぶのであるが,更にここは更科日記に記載された「こしのびの森」に

'ヒ

定され

ている。最近になって判明した海洋センター周辺の遺跡は,縄文時代中,後期の遺物の散布地と

して,その範囲は数ヘクタールに及ぶものである。

ここは古代には安侯郷 と呼ばれ,こ の中には安侯の駅家が置かれたところである。しかしなが

らその駅家の所在はいまだに確認されていない。

(四 )

大化の詔命により全国は国,郡 ,里に分割され,こ の地は常陸国の茨城郡・安侯郷と命名され

た。そして中央と地方とを結ぶのに官道が設置され,その路線上に駅家が置かれた。そしてその

駅家は原則として18kmご とに置かれたが,常陸国府から安侯までは約17km,そ してこの地は陸奥

と下野国に通ずる分岐点に当るところである。その場所を検討してみたところ,そ こは上安居の

現在持丸芳久氏の居宅一帯を中心とした所,そ の付近はかつて小字名を「あずま山」と言ってお

り,そ こには当時「あずま長者」が住んでいたという地元民の伝承が残されている。この地は五

領期,鬼高期,奈良期,平安期の遺物を多量に出土し,多 くの焼米も検出された。また数年前付

近の耕地の整理中一大柱穴列が検出されたということであるが,こ れらの諸問題についてはいず

れ「付録」の部において述べたいと思っている。何はともあれこの「あずま山」の地が安侯の駅

家の拠点があった場所と見て,そ う大きくはずれてはいまい。

今回,そ の発掘調査を完了した中平遺跡は,こ の「あずま山」から府中に向かつている古道

(現在も使用されている)の600mの路線上にあり,そ してここも上安居の地内に属するのであ

る。本遺跡の調査の結果,現在までに203棟の掘立柱建造物が検出されたが ,そ の周辺を発掘すれ

ばその倍に当る建造物が見られることと想像される。そしてその床面から検出された極めて少量

の上器片から判断すると,それは,奈良期より平安期,鎌倉期に亘る土器片や遺物であるように

思われた。安古の古老の中にはこの中平の地が駅家だとの伝承があるとも言っている。なお,駅

家には長者と言われた駅長もおれば,多 くの駅員もいた。また物資や人々等を運ぶ伝馬や駅馬 ,

それに私馬もおり,その周辺には駅員や馬子の居所,旅人等を宿泊させる住居も建てられ,市場

等や商人も集まったといわれる。そのように考えると中平の地はその宿泊所 ,馬小屋,駅員の住
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宅等に使われたものなのか。今まで諸文献には本県の駅家 について系統的に書いた記録はない

し,ま た駅家の所在さえわからない駅家も多い。この中平遺跡は駅家に何等かの関連があるもの

かどうか,大変に興味のある問題である。
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3.遺構について



す



3.遺 構 に つ い て

(― )

現在の涸沼川―帯の沖積平野及び,その支谷部が縄皮海進期を迎える頃になると,海は涸沼川

沖積平野をうめつくし,その標高15～20m付近までは海域に当っていたものと思われる。

現在発掘調査を実施した中平遺跡の存在する前方部の支谷の一部もやはり海水の流入をみたも

のであろう。

この中平台地の標高はほぼ28～29m,そ してその台地16000m2に亘って,縄演時代の前期,中期

の上器,石器片と,極めて少量の須恵器,上師器片がその表採においてみられた。

したがって中平遺跡は上師器関係の遺跡としてよりも,む しろ縄文遺跡としてとらえられたも

のである。

(二 )

患々発掘調査を実施して,表土を削平して精査してみると,そ の覆土より縄文土器片 ,土師

器,須恵器片,石器片,等が検出されたが,縄文遺構は検出されなかった。それにひきかえて数

多くのピット群が発見された。それらのピットを発掘して整理してみると,それぞれにまとまっ

て遺構が検出された。そしてその遺構は全て掘立柱建物遺構であつて,それは203棟が検出確認

されたのである。

(1)掘立柱建物遺構の概況 (SB)(第 2図 )

掘立柱建物遺構をそれぞれの建物の規格及び構造上から分類してみると,おおよそ次のと

おり分類されよう。

ア 庇 (縁)を四方にめぐらした掘立柱建物遺構

8間 ×4間 (  267.9m2) 1棟
7間 ×5間 (  139.O m2) 1棟

6間 ×5間 (  110.4m2) 1棟
5間 ×5間 (平均 95.O m2) 9棟

5間 ×4間 (平均 75.O m2) 7棟

4間 ×4間 (平均 66.O m2) 5棟

4間 X3間 (平均 49.3m2) 3棟

以上 7種類27棟に及ぶが,庇 (縁)を廻らすという構造上からおそらく住居 として使用さ
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れたものであろう。

イ 庇 (縁)を伴わない建物遺構

1/1 大型に属するもの

9間×9間 (  308.O m2) 1棟

8間×7間 (  216.4m2) 1棟
7間 ×5間 (  140.O m2) 1棟

7間×4間 (  99.7m2) 1棟
6間 ×5間 (  120,O m2) 2棟

6間×4間 (  92.O m2) 1棟

以上 6種類 7棟

は)中型に属するもの

5間×5間 (  96.O m2) 1棟
5間×4間 (平均 84.l m2) 6棟

5間×3間 (  63.6m2) 1棟
4間×4間 (  59.O m2) 2棟
4間×3間 (平均 45.O m2) 20棟

3間×3間 (平均 43.O m2) 3棟

以上 6種類33棟

lp1 2間 X3間の小型に属するもの

これは全確認棟数の65%に及ぶ136棟の多数を占めるものである。

個々の占有面積は,大は35。 7m2か ら,小は20.8m2ま でと区々である。

ウ 掘立桂建物遺構の柱穴について

各ピットはその径80cm～ 30cm,深さ55cm-28cmと 各ピット各様の違いがあつた。

そしてそのピットの検出は極めて容易で,しかもその数は多かつた。

しかしながらそのピットを一つの建物遺構として把握することはある程度の技術を必要と

したが,その作業は何回も反復することによって次第に理解されるようになった。

なおピットの断面図についてはそれらを全てとらえることは大変な作業となるので,その

重要なものだけの断面をとらえてそれを実測図として掲上した。

工 掘立柱建物遺構の「カマ ド」址について

当該遺構の「カマド」については,掘立柱建物遺構の皆陛から,一般の竪穴住居址にみる

ような「カマド」又は炉址の原形をとどめるものは検出されなかったが,これはその後の耕

作 ,植林等により湮滅,破壊されたものであり,各遺構に散在する粘土塊,粉炭,灰層によ

りその存在したことを認めることができる。

オ 掘立柱建物遺構の重複について
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特に遺構の重複が顕著であり,こ れは掘立柱建物の特性からくる耐用年数によるものであ

り,多いところは同一個所に 7棟の重複がみられるところもあり建替えの頻度を物語ってい

る。

また掘立柱建物の耐用年数は通常10年～20年とされているので,重複の棟数を乗ずること

によりその個所 (遺跡)の経年数を知ることができる。

(三 )

検出遺構としては掘立柱建物遺構のほかに

1.旧道路状遺構

2.濤状遺構

3.粘土貯蔵遺構

4.土壊状遺構 (現代的所産か)

があげられける。

それらの遺構については,それぞれ図面を添えて,そ して図面の解説を行った。

以下それらの遺構についてあげてみたい。

(2)旧 道路状遺構 (SR)(第 2図 ′第21図 ′第38図 ′第44図 )

表上下30～35cmにおいて,幅1.90～2.70m,長さ230m(当該遺跡の範囲内における)の旧道

路を検出確認した。

これは本遺跡西南方から西北へゆるやかに湾曲し,さ らに東へ弧を描 く形で,現在使用され

ている本遺跡を南北へ走る町道 (北へは上安居へ,南は県道茨城・岩間線に通ずる)と 交差す

るものであるが,今回検出された旧道部分は廃道となっていたものであり,それは多分上掲の

町道と方向を同じくする重複性,又は関係する地権者の意思等により左右され消滅したもので

あろう。

この交差点には道標を兼ねた二十三夜講板碑の存在することや,その周辺にはさらに 2基の

道祖神及び二十二夜講碑を見ることができ,こ れらには何れも右府中へ ,左小川へ ,と 記さ

れ,往時は駅舎との関係もあり府中 (石岡)へ通ずる重要な往還であったと想像される。全体

図,第21図 ,第38図 ,第44図参照)

(3)溝状遺構 (SD)(第 2図 ′第23図 ′第29図 ′第30図 ′第32図 )

本遺跡北西方向から東方へZ字状に幅60～80cm,深 さ40～60cmに 及ぶ薬研掘状に掘削され

た濤状遺構を検出した。

この濤状遺構は当該遺構線上に介在する。今回発掘検出した多くの掘立柱建物遺構を貫通す

る形となっているので,両者の競合については,濤状遺構は後代に構築されたものであろう。
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全体図,第23図 ,第29図 ,第30図 ,第32図参照。

(4)粘土貯蔵遺構 (S K12)(第 2図 ′第61図 )

土器作成又は家屋の土壁作 り,「カマド」の製作等のために使用される多用途粘上の集積場

と思われる粘上の充満した土墳一基を検出した。

(5)上境状遺構 について (SK)(第 2図 )

本遺跡において12基 (SK-01～ SK-12)の上墳が検出されたが,SK-12を除き何れも

終戦後に作成されたものであるのでここでは参考までに掲げることにとどめた。

SK-01の井戸状遺構,SK-02の 炭窯遺構,SK-03の T字形遺構の三遺構については ,

一つのセットとして存在したもので,即ちSK-02の炭窯を作るに当って,SK-01は 粘土と

水を,SK-03は粘土 とそれぞれ供給するためのものであったと思われる。

SK-12については,S B91に隣接しており,こ れは粘上の集積,貯蔵穴として使用された

もので,粘土はそのまま残存していた。

その他の上墳については,農作物の一時保管のため作成使用されたものと思われる。

遺物は何れも伴わなかった。

規格については次表のとおりである。

項
号

土
番 位  置 平 面 形

規格 (m)
亭径x衛径

壁局(m)
(深 さ)

底   面 考備

1
SB-12の

西 端
円   形 2,80X2.80 平   坦 考雇埜ち埜黍」:Om'需毬蓼叢

2
SB-12の

西 端
長 楕 円 7.50× 4.60 平   坦 炭窯        58図 参照

3
SB-12に

隣 樗
T字 形 5.20X3.70 ｏ

底
姻
臣
π

平

口脚
開

本

出
本体は垂直に立ち上がる。側面
に穏柵用濃を作るハ 57図参照

4
もlj― ZZtlJ

東 サ
円   形 1.10X O.98 平   坦

壁は垂直に立ち上がる。
59岡参照

5
SB-20の

指濫内 長 楕 円 3.70X O,70 平   坦
壁は垂直に立ち上がる。

59図参照

6
SB-56に

隣 移 円   形 0,75X O.70 平   坦
壁は垂直に立ち上がる。

60図参照

7
SB-601こ

隣 樗
矩   形 2.70X O.80 平   坦

壁は垂直に立ち上がる。
60図参照

SB-61の
】監櫃1に 隣接

先瑞キ円形
他 は矩 形

4.10 X l.20 平   坦
壁は垂直に立ち上がる。

6憫参照

SB-65の
南側に隣接

円   形 0.80 X O,80 平   坦
壁は垂直に立ち上がる。

61図参照

SB-208の
潰構内 矩   形 2.00 X O.70 平   坦

壁は垂直に立ち上がる。
61図参照

11 SB-177と
旧楢の間

円   形 210× 1.80 平   坦 逆円錐状      61図 参照

もb一 υl,も
R-0氏の中FBq

矩   形 2.00 X l.40 0.35 凹   凸 61図参照
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土接状遺構の平面実測図については下記のとおりである。

Ｎ

ガ
打
＼
―
―
―
―
―

0   1   2m

第56図 第 I号土壊状遺構平面実測図

SK-02

13 4    9 L28.75

0  0.5  1m

SK-01(井 戸醐

上層部は20～25mの焼止帯となっており,

その下層に丼戸遺構と思われるSK-01が検

出された。

SK― o2流入部分セクション sK―o2本体セクション

9 0,5 1m

絶

黒褐色

茶褐色にローム粒

触

本部分が固くしまる

SK-01

全

(

L28.775
A

(I)

∞
|

Ｎ

，
」
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐

9   1   ?m

＞

Ｆ

Ｎ
∞
・
『
一
∞

(   4

―
挙 1

′

C28,67

①

②

③

④

―

第57図 第 2号土墳状遺構平面実測図
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ド

ヽ
く

3     3

上層表土はSK-01と同様20～25cmの焼土

帯に覆われ,その下層に本遺構SK-03を検

出した。覆土中には大は人頭大から小は小豆

大の礫多数と焼土塊で埋没していた。床面は

硬い。

第3号土壌状遺構平面実測図

①

②

③

黒色キ層に焼上粒

焼上粒帯

黒色+層
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′
―
ヽ

0     1     2m

第59図 第4号,5号土壌状通構平面実測図

① 曝 針

② 黄褐色上を貴重としてローム粒及び黒色

難 を期 しの覆土となっている

O床 面は硬い

④ 掘立柱と切合いとこなった処があるが,柱
穴を掘り抜いているので土壌の方が後代で

ある
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黒土層を基調としてローム混入

盈 は鶏

繭 醐 ヤゝ

① 嗜離 層

② 覆土は全般イこ坦戻されたものでロームを

墓議にし口■魏

第∞図 第6号′7号,3号
"面

奈測図

①

②

③

げ
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卜
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悧
―キ‐‐
凶

Ｄ
一

0     1     2m
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SK-11

SK-09

△
《 )」

A L28.712 A′

弐 ノ
…

第61図 第 9号′10号′H号′12号土墳状遺構平面実測図

o    1     2m

そ
_

坐〔茎影毬▲
ALttt私

脚D⊥
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掘立柱建物遺構の実相





為

第 2図 発掘蜘



掘立柱建物遺構については,(1)に掘立柱建物遺構の概況 として,おおよその傾向はすでにあげ

ておいたのであるが,こ こでは各遺構ごとに具体的に平面図をそえて解説をカロえたいと思う。な

お,その遺構番号の古いものを最初に記載してあるのは,ピ ットのセクションを細部に亘って記

したからである

第 199号掘立柱建物遺構 (S B199)第 3図

第 3図に示されたように,本建物はS B190,S B200と 重なる。その平面形状は北側の長さ

7.90m,南で6.64m,西9,80m,東 9。 98mのやや整形の方形プランをなす。そしてその軸線を約

45° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々回い。

第200号掘立柱建物遺構 (S B200)第 3図

第 3図に示されたように,本建物はS B199,

13.54m,南で13.40m,そ してその西側7.52m,

してその軸線を約84° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

P5

―
一 一

―

一

P4

与

黒上にローム混入イ
0 25 50cm

第 3図 第199号′200号掘立柱建物遺構平面実測図

S B202と 重なる。その平面形状は北側の長さ

東は7.52mの少々不整形方形プランをなす。そ

ｍ

Ｎ
刀
牛
―
―
―
１
１

一

今Ｐ３
○
田

Ｏ
臼

Ю
も話ツ′苫毅

デ亀
粍 レ

理 と_選6艶43秒
、挫 f鞠 .泳

沿

ウ9ジ▽ぽ ど献 1

移
婢
鵬

Ｎ〔一〇〇一ｌｍの　∞∝Ｏ①，ｌｍ∽＼＼ヽ一ツ／
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第201号掘立柱建物遺構 (S B201)第 4図

第 4図に示されたように,本建物はS B202, S B203と 隣接す。 その平面形状は北側の長さ

10.38m,南で11.36m,そ してその西側で12.74m,東で12.80mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約27° 西方にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。

第202号掘立柱建物遺構 (S B202)第 4図

第 4図に示されたように,本建物はS B201,S B203と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

9.90m,南で10。 10m,そ してその西側S.24m,東で9.86mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約62° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。

第203号掘立柱建物遺構 (S B203)第 4図

第 4図に示されたように,本建物はS B201,S B202と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

10。 90m,南で■.70m,そ してその西側で12.00m,東で11.20mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約18° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。
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石議詩ひ0を一日S
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と Pll      需 0  ガ
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型と一
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.

処__     ○貶7 1sB_202 Plt t P2 B…
…′必 ぃ

黒砲ゴ許在 ―乱特ユ韓 緯 詑
o  25 50cn

第4図 第201号 ′202号′20碍掘立桂建物遺構平面実測図

第205号掘立柱建物遺構 (S B205)第 5図の I

第 5の 1図に示されたように,本建物はS B 195,S B204と 隣接する,その平面形状は北側の

長さ7.92m,南で7.86m,そ してその西側で5.74m,東で5,82mの少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約82° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い,そのピットの規格及び間尺については下記のとおりである。

No 掘立柱住居址ピットの規格   SB-205
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

39× 33

41× 27

73× 40

53× 30

37× 23

20× 24

43× 26

P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14

37× 30

45× 29

35× 25

40× 24

27× 27

40X18
39× 22

P15
P16
P17
P18
P19
P20

40X19
43× 18

40× 29

34× 30

38× 28

43× 33
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h 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横) SB-205
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8

1.68

2.04

2.14

2.08

1.90

1.88

P8～ P9
P9～ P10
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15

2.10

2.10

2.03

2.00

2.00

1.90

P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19-P20

2.00

1.86

2.06

1。 96

No 掘立柱住居址の i間の長 さ (縦) SB-147
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll～ P16
P2～ P7
P7～ P12

2.16

1.84

1.72

2.12

2.04

P12-P17
P3～ P8
P8～ P13
P13～ P18
P4-P9

1.53

2.30

1.80

2.00

1.90

P9～ P14
P14-P19
P5～ P10
P10-P15
P15-P20

2.10

1.85

1.90

2.00
1 0,

13

◎
令‘

（

）

る

。

第5図 ～①第205丹掘立柱建物遺構平面実測図
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1        6  8 0
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―

   J

粋 蝉蜘

第5図 判②魏 05号遺構柱穴セクション

第 154号掘立桂建物遺構 (S B154)第 6図

本建物は本エリアの北西端にあって,第 6図に示されたようにS B153と 重複をなし,SB
206,S B207と に隣接する。その平面形状は北側の長さ7.95m,南側で7.90m,そ して西側の長

さ10.00m,東 10。 35mの少々不整形方形プランをなす。

なお,本建物は大形建造物の部類に属し,本屋の全面に庇を有する。その庇の長さについては

北側で10.10m,そ の南9.90m,そ して西11.85m,東は11.50mと なる。なお,本建物はその軸線

を約90° 東方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい感じ。なお,ピ ットの調査については,そのピットの断面を精査し

てその状況を図示しておいた。また,ピ ットの規格と,各ピット間の間尺については以下の表に

その概略を記しておいた。
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配 掘立柱イ主居址 ビッ トの規格   SB-154
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

47× 36

48× 35

50× 35

49× 30

51× 38

48× 35

32× 32

43× 34

49× 38
47× 36

P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P,n

37X32
36× 35

35× 31

54× 33

46× 35

42× 33

40× 36

36× 32

40× 33

40× 35

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29

40× 33

86× 32

33× 37

45× 35

39× 32

40X36
37× 33

34× 31

38× 29

No 相 マ 梓 イギ居 ナI卜 とざッヽ トの 細 格      R R――F

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

40× 27

34× 30

36× 29

38× 30

36× 28

48× 35

40× 30

33× 29

37× 33

P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

35× 29

33× 28

38X30
35× 30

40× 32

39× 28

37× 30

36X30
37× 30

P19′

P20′

P21′

P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

36× 28

39× 30

36× 32

37× 29

40× 30

41× 29

38× 30

34× 28

血 掘立柱住居址の柱間の長 さ ( 葦) SB-154
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6′～P7
P7～ P8
P8～ P9
P10-P ll

００

２０

６５

０５

００

８０

２０

７５

２

２

１

２

２

１

４

１

P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P18-P19
P20-P21

１
■
　
７
ｆ
　
つ
け
　
Ｏ
Ｏ
　
ｎ
Ｖ
　
０
０
　
●
ね
　
ワ
‘

P21-P22
P22-P23
P23-P24
P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29

０

４

０

５

５

２

０

９

１

０

７

９

０

１

No 処 立柾 任 居址 の の長 さ (縦) SB-154
Pl～ P6
P6～ P10
P10-P15
P15-P20
P20-P25
P2～ P7
P7～ P ll

P ll― P16

０

０

０

０

０

５

０

４

９

１

２

９

９

０

０

０

P16-P21
P21-P20
P3～ P8
P8～ P12
P12-P17
P17-P22
P22-P27
P4～ P13

０

０

５

０

０

０

５

０

０

０

９

４

０

９

０

０

９

，

９
を

ヽ
■

（Ｚ

（ツ

一

１

一

９

，

刀
七

P13-P18
P18´～P23
P23～ P28
P5～ P9
P9～ P14
P14-P19
P19-P24
P24-P29

2.10

2.06

2.15

2.08

2.10

2.30

1.95

1.90
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配 編立柱住居址の柱間の長 さ (横) SB-154屁
１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

～ P2′

― P3ア
～ P4′
～ P5′
～ P6′
～ P7′
～ P8′

～ P9′
～ P10′

1.10

1.95

2.15

1.72

2.05

1.10

1.10

2.20
9 1∩

P10′ ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ′～ P14′

P14′ ― P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ― P18′

P18′ ～ P19′

2.15

2.10

1.83

0。 90

1.20

2.05

2.05

1。 92

1.75

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P21′  ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23ア ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27′

0.92

0.55

2.45

1.80

2.30

1.90

1.80

1.00

第 165号掘立柱建物遺構 (S B165)第 6図

第 6図に示されたように,本建物はS B206に 隣接する。その平面形状はその北側の長さ5.80

m,南は5,90m,そ して西側の長さ4.00m,東は3.80mの 少々不整形方形プランをなす。そして

その軸線を約58° 東方に向けて建てられている。

床面は少々固く,そ して平坦である。なお,ピ ットについては一部の断面を図示しておいた。

第206号掘立柱建物遺構 (S B206)第 6図

第 6図に示されたとおり,本建物はS B207と 重複している。その平面形状は北側の長さ4,00

m,南3.90m,そ してその西で6.10m,東で5.80mの少々不整形の方形プランをなす。そして軸

線を約40° 西方にかたむけて建てられている。

床面は平坦であって少々固い感じである。そのピットについては,その一部の断面を調査し図

示しておいた。なお,各ピットの規格及び間尺については第 6図にあるとおりとなる。また,床

面の表彩で土師器片及び石器等がみられた。

第207号掘立柱建物遺構 (S B 207)第 6図

第 6図に示したとおり,本建物はS B206と 重複する。その平面形状について北側の長さ守み

ると3.90m,南4.20m,そ して西5,70m,東は5.90mの少々不整形の方形プランをなす。軸線を

約39° 西方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。そのピットの一部についてはそれぞれ断面図をとりそれを図示してお

いた。
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第6図 第154号′165号′206号′207号据立柱建物遺構平面実測図

第209号掘立柱建物遺構 (S B209)第 7図

第 7図に示されたとおり,本建物はS B208と 重複して建てられている。その平面形状をみる

と北側の長さ9.70m,そ の南で9,10m,そ して西7.40m,東で7.70mの 少々不整形方形プランを

なす。そして軸線を約89° 西方に向けて建てらている。

床面は平坦で少々軟らかい感じである。なお,ピ ットの規格及びその間尺については下記のと

おりとなる。

No 掘立柱住居址 ピッ トの規格 SB-209
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

30× 27

38× 36

38X35
47× 35

47× 25

47× 36

32× 32

P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14

31× 28

36× 26

50× 35

48X35
33X37
35× 24

36X32

P15
P16
P17
P18
P19
P20

45× 30

38× 26

45× 28

40× 30

47X38
47× 28
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血 位 柱住居址 ピッ の結   SB-209 庇

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

27× 26

25× 21

28× 25

30× 25

28× 21

27× 26

42× 34
45× 35

P9′

P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

39× 36

43× 28

35× 30

43× 27

35× 24

36× 25

38× 28

34X30

P17′

P18′

P19′

P20′

P21′

P22′

35× 30

35× 32

27× 23

26× 25

25× 23

26× 21

血 掘立住住居址の柱間の長 さ (横) SB-209
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8

５

０

０

０

０

０

１

９

０

７

９

９

２

１

２

■

１

１

P8～ P9
P9～ P10
P ll― P12
P12～ P13
P13-P14
P14-P15

1.86

1.90

1.60

1.68

2.20
1_90

P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19´～P20

０

０

０

０

血 掘 立柱 住 居址 の柱 間 の長 さ 自) SB-209
Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3/～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
P6′ ～ P7
P7′ ヘンP8
P8′ ～ P9

０

５

０

０

５

０

０

０

１

９

８

１

８

９

０

８

P9′ ― P10′

P10′ ～ P llア

Plr～ P12ア

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16ア

P16′ ～ P17′

０

０

０

０

０

５

５

５

０

９

０

２

９

６

０

４

P17′ ― P18
P18′ ～ P19
P19′ ～ P20
P20′ ～ P21
P21′ ～ P22
P22′ ～́Pl

９

０

７

９

７

９

配 掘立柱仁居址のオ の長 さ SB-209
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P2～ P7
P7～ P12

０

０

０

０

０

１

８

７

７

∩

P12-P17
P3～ P8
P8-P13
P13-P18
P4～ P9

８

９

６

０

９

P9-P14
P14-P19
P5～ P10
P10-P15
P15-P20

０

０

０

０

５

８

９

８

８

０

第208号掘立柱建物遺構 (S B208)第 7図

本建物は本エリアの北西部に位置し,S B209と 重複 している。その平面形状は北側の長さ

6.80m,南で6.40m,そ して西9.70m,東9.50mの不整形方形プランとなる。そして軸線を約

35° 東方にかたむけて建てられている。                    '
床面は平坦で少々固い。なお,ピ ットの断面についてはそれを図示しておいた。
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第 7図 第208号 ′209号掘立柱建物遺構平面実測図

第210号掘立柱建物遺構 (S B210)第 8図

本建物は本エリアの北西部に位置し,第 8図 に示すようにS B153と 重複する。その平面形状

は北側の長さ5.60m,南で5.70m,そ して西側で7.80m,東8.10mの方形プランをなす。そして

その軸線を約60° 東方に向けて建てられる。

床面は平坦で固い。表彩で縄文土器片がみられた。
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第 12号掘立柱建物遺構 (S B12)第 9図の I

第 9図の 1に示されたように本建物は本遺跡においては極めて大きな建物で ,こ の中にSB

13,S B14,S B15,S B16,S B17,S B18を 含んでいる。その平面形状は本屋で北側の長さ

20.44m,南 で19.30m,そ して西側で13.20m,東 で15.50mの 不整形方形プランをなす。そして

庇は北で23.20m,南 で22.00m,そ して西で15.80m,東 で15.50mと なる。なお軸線を60° 東方

に向けて建てられている。

床面は平坦で一般に軟らかい。表彩で土師器片が検出された。そのピットの規格,各ピット間

の間尺については下記のとおりである。

血

~~~   
掘立柱住居址ピウトの規格 SB-12(cln)

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14
P15

60X45
97× 45

34× 42

30× 34

34× 32

30× 41

36× 43

40X31
44× 40

42X38
84X31
36× 34

28× 36

38× 44
RO× RБ

P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30

28× 35

40× 34

38× 35

86× 34

98X39
36× 32

32X40
36× 39

40× 38

34X36
34× 37

36× 42

80× 38

95× 38

34× 34

P31
P32
P33
P34
P35
P36
P37
P38
P39
P40
P41
P42
P43
P44

33× 38

35× 36

35X38
36× 36

35X36
30× 29

80× 45

98× 42

34× 35

36X32
34× 35

36X37
34× 40

38× 42

No 掘豆柱住居址ピットの規格  SB-12(cm9屁
１

２

Ｐ

Ｐ

P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

P ll′

P12′

25× 36

26× 31

25× 32

30X31
28× 38

26× 41

24× 29

25× 36

26× 33

28× 33

29X38
28× 29

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

P20′

P21′

P22′

P23′

P24′

24X31
26× 32

26× 32

25× 33

25× 33

26× 34

27× 38

28× 38

25× 36

26× 39

29× 33

25X33

P25ア

P26′

P27′

P28′

P29′

P30′

P31′

P32′

P33′

P34′

26X33
28× 41

27X31
24X29
24× 28

27× 30

26× 36

26× 36

25× 39

26× 34
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No 掘立柱住居址の柱間の長 さ SB-12
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9
P10-P ll
P ll～ P12
P12-P13
P13″一P14
P14-P15

７０

６０

５０

１２

３０

６０

４６

・０

７６

３０

１０

７２

５０

P15-P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24-P25
P25～ P26
P26-P27
P28-P29
P29-P30

・５

４７

・７

５０

７０

７５

０７

０３

３０

４０

１０

７０

３０

P30-P31
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34-P35
P35-P36
P37-P38
P38-P39
P39-P40
P40-P41
P41-P42
P42-P43
P43-P44

３８

８４

５６

３０

３８

０４

０５

０４

５０

１２

６０

４０

５４

（Ｚ

（ツ

】

９

，

つ
々

う
と

〔Ｚ

Ｏ
υ

う
と

（Ｚ

９

，

つ
々

０
と

（
Ｚ

No 棚 立 柱 住 居址 の柱 間 の長 さ SB-12(m)
Pl～ P10
P10-P19
P19′～P28
P28-P37
P2～ P■
P ll― P20
P20-P29
P29-P38
P3-P12
P12-P21
P21´～P30
P30-P39

２０

３５

５０

８０

５５

５０

６０

７４

００

６０

５０

１６

つ
る
　
つ
０
　
っ
０
　
（ツ
“　
っ
０
　
０
け
　
っ
０
　
●
る
　
０
０
　
っ
０
　
●
０
　
っ
υ

P4´～P13
P13-P22
P22-P31
P31-P40
P5～ P14
P14-P23
P23-P32
P32-P41
P6´～P15
P15-P24
P24-P33
P33-P42

４３

３３

２０

０６

３０

５０

２２

３０

３５

３２

２７

３７

●
０
　
つ
０
　
っ
０
　
資
υ
　
Ｏ
υ
　
つ
０
　
っ
０
　
っ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
の
う

P7～ P16
P16-P25
P25-P34
P34-P43
P8～ P17
P17-P26
P26-P35
P35-P44
P9-P18
P18´～P27
P27-P36

４２

・５

４０

３５

４５

２０

３０

３０

４５

２２

２５

つ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
っ
０
　
っ
０
　
っ
け
　
っ
０
　
っ
０
　
つ
０
　
つ
０
　
●
υ

No 編立れ住居上との柱間の長さ SB-12 屁

Pl′ ～ P2′

P2′ ～ P3′

P3ア ～ P4ア

P4′ ― P5′

P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8′

P8′ ～ P9′

P9′ ― P10′

P10′ ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

２４

７０

８０

２０

４３

・４

７７

・４

３６

３２

・５

９０

P13′ ～ P14ア

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～́ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20/
P20′ ～ P2r
P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′
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第26号掘立柱建物遺構 (S B26)第 9図の I

第 9図の 1に示されたように,本建物はS B12と 重なる。そしてその平面形状は北側の長さ

7.00m,南で7.05m,そ してその西側で4.12m,東で4.12mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約64° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 16号掘立柱建物遺構 (S B16)第 9図の I

第 9図の 1に示すように本建物はS B12に 含まれているが,更にS B15と 重なり合つて建てら

れている。その平面形状は北側の長さ4.95m,南で5.24m,そ してその西7.70m,東で7.90mの

少々不整形の方形プランをなす。その軸線を約12° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。床面表彩に縄文土器片がみられた。

第 15号掘立柱建物遺構 (S B15)第 9図の I

第 9図の 1に示されたように,本建物はS B12の中に含まれており,S B16と も重なり合つて

いる。その平面形状は北側でその長さ5,30m,南で5,65m,そ してその西側の長さ6.90m,東で

6.75mの 不整形方形プランをなす。軸線を約60° 東方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固く,その表彩で須恵器片が見られた。
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第9図 判⑦第12号′13号′14号′15号′16号′26号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 14号掘立柱建物遺構 (S B14)第 9図の I

第 9図の 1に示されたとおり本建物はS B12の中に含まれており,S B15,S B16と も重なっ

ている。その平面形状は北側で4.44m,南で4.40m,そ して西で6.60m,東で6.50mの方形プラ

ンをなす。その軸線は約72° 東方にかたむいている。

床面は平坦で少々固い感じであるが,その表彩で須恵器の底部片と砥石片の出土をみた。

第 13号掘立柱建物遺構 (S B13)第 9図の I

第 9図の 1に示したとおり本建物はS B12の中に建てられており,S B17と も重なり合ってい

る。その平面形状は北側で6.34m,南で6.54m,そ してその西側で4.00m,東で4.58mの不整形

方形プランをなす。なお,軸線を約75° 東方に向けて建てられている。床面は平坦で少々軟らか

く,その東方コーナーに焼上が散乱している。
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第27号掘立柱建物遺構 (S B27)第 10図

第10図に示されたように本建物はS B01,S B17と重複している。その平面形状は北側の長さ

5.38m,南で4.93m,西側で6.95m,東6.80mの不整形方形プランをなす。軸線を約27° 東方に

むけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 17号掘立柱建物遺構 (S B17)第 10図

第10図に示されたように,本建物はS B12の中に含まれ,更にはS B13と 重なり合つていた。

その平面形状は北の長さ5.96m,南で6.40m,そ して西で9.70m,そ の東で10.00mの不整形方形

プランをなす。その軸線を約15° 東方に向けて建てられていた。

床面は平坦で少々軟らかい感じで,表彩で縄文上器片,招石等が出上した。床面コーナーに焼

土と灰が散乱していた。

第31号掘立柱建物遺構 (S B31)第 10図

第10図 に示されたとおり,本建物はS B01と 重なって建てられているが,その平面形状はその

耳帥」の長さ6.37m,南6.23m,西4.00m,東で4.45mと なり,少々不整形方形プランをなす。そ

して軸線を約65° 東方に向けて建てられている。

床面は平坦で固い部分もあった。

第30号掘立柱建物遺構 (S B30)第 10図

第10図に示されたとおり,本建物はS B01と 重複して建てられている。その平面形状は北側の

長さ4.10m,南で4.10m,西側で5.76m,東6.18mと なり,少々不整形の方形プランをなす。そ

の軸線は約20° 西へかたむけて建てられている。

床面は平坦で固い部分もあり,ま た,ピ ットもその中から検出されることから,その他に建造

物があったものと思われるが,規格が不統一のため建造物の確認はできなかった。

第 1号掘立柱建物遺構 (S B01)(第 10図 )

第10図に示すとおり本建物は本遺跡の最南西部に存在し,S B27,S B30,S B31,S B17と

重複して建てられる。本建物は全面に庇を有する大建造物で,その平面形状は本屋の方で,その

北側の長さ9.93m,南で12.00m,西13.90m,東側で16.50mの不整形方形プランをなす。その庇

のところで長さは北12.24m,南 12.00m,西 16.00m,東 16.50mと なる。そしてその軸線は約

22° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。なお,表彩として上師器片や縄文土器片がみられた。ピットの規格も

割合いに大きく,それらについては以下に記することにする。
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配 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-01(cm)
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16

45× 50

40× 43

42× 50

39× 42.5

41× 47

37× 41,5

38× 46.5

25× 33.5

29× 39

26× 36.5

42× 46

36× 41

40× 38.5

38× 40

35× 49
26× 34

P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
PR,

25× 34.5

39× 46

38× 39

25× 33

35× 37

29× 35.5

25× 35

34X34
35× 38.5

28× 35.5

35× 35

26× 31

42× 48

39× 44.5

46X38× 44

24× 32

P38
P34
P35
P36
P37
P38
P39
P40
P41
P42
P43
P44
P45
P46
P47
P48

38× 41

39× 41

24× 38.5

41× 37.5

37× 40

25× 34.5

37× 37.5

27× 37.5

40× 46

33× 46.5

36× 44

37× 44

32× 38.5

35× 37

37X36.5
35X44

血 掘立柱住居址ピットの規格  SB-01 屁 (cm)

Pl′
P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

26× 35

30× 27

29× 34

28X38
27× 36

26× 34

26X34
26× 34

27× 31

26× 30

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17ア

P18′

P19′

P20′

27× 40

26× 35

28× 32

25× 33

27× 31

25× 42

26× 32

25× 31

23X41.5
26)(Rタ

P21′

P22′

P23′

P24′

P25′

P26ア

P27′

P28′

P29′

P30′

28× 34.5

26× 34

26× 34

27× 31

24× 46

28× 33

31× 32

34× 37

28× 31

26X31

配 編立れ住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-01 (m)
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10～ P ll

P ll～ P12
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17

８７

・５

００

０５

００

９０

０６

・０

２２

９５

９２

００

０６

０３

P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24
P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P RRハΨ p R4

２０

９３

００

０４

９８

・７

９０

１０

１２

９７

０４

８８

９５

９２

P34-P35
P35-P36
P37-P38
P38-P39
P39-P40
P40～ P41
P41′～P42
P43-P44
P44-P45
P45-P46
P46～ P47
P47-P48

７４

・０

０５

９．

４２

６０

０６

・４

００

３２

５６

・０

１

９

貢

Ｚ

ｌ

９

ｆ

■

９

，

９

貫

Ｚ

２

１

，

Ｐ
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陥 掘立柱住居址の柱間の長 さ (縦) SB-01 (m
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P25-P31
P31-P37
P37-P43
P2～ P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26
P26-P32
P32-P38
P RR― Pとと

６

０

０

０

９

５

０

７

４

０

７

０

０

０

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27× P33
P33× P39
P39-P45
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34
P34-P40
P40-P46

２４

２４

９２

９９

０５

０４

９８

２０

９７

００

９７

０８

９０

０５

P5～ Pll
P ll― P17
P17-P23
P23-P29
P29-P35
P35-P41
P41-P47
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24´一P30
P30-P36
P36-P42
P42-P48

０

８

０

０

０

０

０

５

７

４

２

５

７

氏

０

９

１

７

２

７

３

０

８

１

１

１

９

９

血 r/B立柱住居址の柱間の長さ SB-01 屁
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

～ P2′
～ P3′
～ P4′
～ P5ア
～ P6ア
～ P7′
～ P8′

～ P9′
～ P10′

～ Plr

２

０

０

０

３

５

２

９

３

５

１

２

９

Ｉ

を

１

９

了

■

０

１

１

Plr ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18ア ～ P19ア

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

２

５

７

２

４

０

７

０

７

３

２

１

９

ｖ

９

イ

■

１

１

０
〓

ｚ

ｌ

P2r ～ P22ア

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ P29′

P29′ ― P30′

P30′ ～ P3r

（
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つ
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（
Ｖ
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υ
　
Ｏ
Ｏ
　
●
Ｏ
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■
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る
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30

第 10図 第 I号′17号′27号 ,30号′31号掘立桂建物遺構平面実測図

第24号掘立柱建物遺構 (S B24)第 H図

第11図に示されたように,本建物はS B02,S B23,S B25と隣接する。その平面形状は北側

の長さ7.65m,南で7.40mそ してその西側で4.34m,東で4.50mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約21° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第25号掘立柱建物遺構 (S B25)第 H図

第11図 に示されたように,本建物はS B03,S B04,S B24と 隣接する。その平面形状は北側

の長さ4.38m,南で4.04m,そ してその西側で6.14m,東で6.45mの 少々不整形の方形プランを

なす。そしてその軸線を約44° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 2号掘立柱建物遺構 (S B02)第 H図

第11図に示されたように,本建物は本遺跡の西部に存在し,S B22,S B23と 重複している。

その平面形状は北側と南の長さ共に5.20m,西8.40m,東で8.30mの方形プランをなす。そして

軸線を約20° 東方に向けて建てられている。

その平面形状は平坦で軟らかい。

第 3号掘立柱建物遺構 (S B03)第 H図

第■図に示されたとおり,本建物はS B25と 重なっている。本建物の平面形状は北側で4.70

m,南で5.38m,そ して,西側で7.78m,東7.65mの不整形方形プランをなす。そして軸線は約

37° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。

第22号掘立柱建物遺構 (S B22)第 H図

第■図に示すように,本建物はS B02,S B23と重なっている。その平面形状は北側の長さ

5.35m,南側で5.40m,そ して西側で6.60m,東で6.54mの 少々不整形方形プランをなす。そし

て軸線は約25° 東方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。

第23号掘立柱建物遺構 (S B23)第 H図

第■図のとおり本建物はS B02,S B22,S B24と重なりあっている。その平面形状は北側の

長さ4.00m,南で3.95m,そ して,西で5.96m,東で5。 94mの少々不整形方形プランをなす。そ

して軸線は約20° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。なお,表彩として土師器片 2,須恵器片 1がみられた。
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第H図 第2号′3号′22号′23号′24号′25号掘立桂建物遺構平面実測図

第 4号掘立柱建物遺構 (S B04)第 12図

第12図 に示されるとおり,本建物はS B05,S B64と 重複して建てられる。その形状は北側の

長さ9.25m,南側で7.80m,そ して,西側で5.60m,東5。 20mと なり,それは不整形方形プラン

をなす。軸線をほぼ89° かたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固く,床面から上師器片が僅かにみられた。

第 5号掘立柱建物遺構 (S B05)第 12図

第12図の示すように本建物はS B04,S B06,S B64と 重複する。その平面形状は北側の長さ

7.90m,南側で7.95mそ して西側で5.74m,東5.00mの少々不整形方形プランをなす。軸線はほ

イ剤 8° 西へかたむけて建てられている。床面は平坦で固い。

/

o  1  2m

ジ
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第 6号掘立柱建物遺構 (S B06)第 12図

第12図に示すように,本建物はS B05,S B06と重なり合っている。平面形状は北の長さ7.20

m,南で7.50m,そ して西で5.25m,東側で5.90mの 少々不整形方形プランをなす。軸線はほぼ

西に70° かたむけて建てられている。床面は平坦で固い。

第 7号掘立柱建物遺構 (S B07)第 12図

第12図に示すとおり本建物はS B06,S B08,S B64と 重複する。その平面形状は北側の長さ

5,66m,南で5.65m,そ して西で6.05m,東の長さ5.44mの 不整形方形プランをなす。軸線はほ

イ灘 0° 東の方へ向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 8号掘立柱建物遺構 (S B08)第 12図

第12図の示すように本建物はS B100,S B64と 重複 していた。その平面形状は北側の長さ

7.15m,南側で6.98m,そ して西で4.80m,東の長さ5.30mの不整形方形プランをなす。軸線は

ほイ灘 0° 西方へかたむけて建てられている。平面形状は平坦で少々固く北東コーナーに1.5m x

l.00m× 2 clnの炭,灰が散乱しているところがあった。

第 100号掘立柱建物遺構 (S B100)第 12図

第12図に示したとおり本建物はS B64,S B08と重複していた。その平面形状は本屋の北側の

長さ9.80m,南で10.60m,そ して西10.00m,東10.10mの不整形方形プランとなる。なお,庇の

北側の長さ■.30m,南で12.30mそ して,その西側で11.70m,東■.80mと なっていた。なお ,

その軸線を約40° 西に向けて建てられている。

床面は平坦で一般に軟らかい。各ピットの規格,及び各ピット間の間尺については下記のとお

りである。

血 掘立柱住居址ピッ の規格  SB-100(cm2
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12

44× 45

29× 33

29× 36

30× 39

32X35
36× 50

32× 27

30× 34

30× 31

29X27
33X37
,9)(RA

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

36× 40

26× 30

32× 29

28× 34

27× 31

29× 32

33× 42

31× 28

30× 34

27× 34

30× 40

,9〉(RfI

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36

31× 48

30× 29

28× 30

28× 35

34× 35

32× 31

44× 47

35× 45

33× 35

37× 45

31× 27

43X47
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No 立柱住居址 ピッ の規格   SB-100屁
１

２

３

Ｐ

Ｐ

Ｐ

P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

33× 34

31× 35

31× 29

26× 33

30× 40

34× 31

25× 32

49× 33× 37

30× 30

30× 32

Plr
P12′

P13′

P14′

P15ア

P16′

P17′

P18′

P19′

P,fI′

30× 34

26× 34

25X29
35× 25× 33

35× 36

34× 30

39× 35

39× 30

53× 30× 30

31× 21

P2r
P22ア

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

28× 31

34× 30

31× 26

32× 30

26× 15

27× 11

34× 33

31× 33

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ 策) SB-100
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8-P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12

９０

００

２０

８０

９４

９３

７６

４０

９０

９５

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

００

０４

２０

７０

９０

１０

０５

００

２０

００

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34-P35
P35-P36

２０

０５

９０

１０

１６

３５

００

・０

０３

隠

２

２

１

２

２

２

２

２

２

，

No 編�梓住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-100屁
ｒ

〆

ｒ

ｒ

ｒ

γ

″

♂

γ

∬

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

～ P2′
～ P3′
～ P4ア
～ P5′
～ P6′
～ P7′
～ P8′
～ P9′
～ P10′

～ P ll′

７０

８３

９７

２０

８０

８７

７０

８０

８０

７５

０

１

１

２

１

１

０

０

１

１

P llア ー P12′

P12′ ～ P13′

P13ア ～́ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ― P2r

・２

・０

３０

９０

７６

０５

０７

２０

９５

４０

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27ア

P27′ ～ P28′

P28′ ～ P29′

８０

９０

０５

００

・０

９０

８５

８０

０

０

２

２

２

１

１

０

No 掘立柱住居址の柱間の長さ SB-100
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19″一P25
P25-P31
P2～ P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26
P26-P32

９２

９０

９４

・２

０８

８０

２２

７４

２２

００

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27-P33
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34

００

８８

・６

８３

・６

・０

３５

２０

２０

２０

P5～ Pll
P ll― P17
P17′～P23
P23′一P29
P29-P35
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30
P30-P36

1.98

1.50

2.14

2.00

2.48

1.82

1.76

2.10

2.10

2.30
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第64号掘立柱建物遺構 (S B64)第 12図

第12図 に示すように本建物は本遺跡の東西部に当り,S B04,S B05,S B06と 重なり合って

いる。全面に庇を有する建物で,本屋の北側の長さ■.70m,南側で11.20m,そ してその西側の

長さ11.65m,東で10.40m,それに庇の長さを計測すると,北側13.70m,南13.30m,西側で

13.85m,東 は12.20mと なり,少々不整形方形プランをなす。なお,軸線は89° 西にかたむけて

建てられている。表彩で土師器片が検出されたが,その他の遺物は見られなかった。床面は少々

軟らかく,平坦である。

下にピットの規格と各ピット間の間尺を表にしてあげてみたい。

No 紀立柱住居址 ピッ トの規格   SB-64
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

42× 35

34X40
41× 48

42X28.5
42× 39
46× 44

39× 38

34× 39

31× 40

０

１

２

３

４

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

P15
P16
P17
P18

33× 46

45× 44

31× 36

31× 38

31× 46

29X34
35× 29.5

36× 31

29× 33

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25

31× 39

35X31
40× 45

33× 32

32× 29.5

32× 39

37× 35

配 立柱住居址 ピッ の規格   SB-64 庇

Plア
P2′
P3′
P4′
P5ア
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

28× 33

23× 29

26× 42

29× 34

28× 39

27× 31

23× 29.5

25× 33

26× 39

29× 33

26× 28.5

27× 40

31× 31

31× 46

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

28X39
38× 37

31X32
31X34
29× 39

30× 35

34× 27

33× 35

26× 37

30× 35

28X38
28× 38

32× 32

27X41

P29ア

P30′

P3r
P32′

P33′

P34′

P35′

P36′

P37′

P38′

P39′

P40′

28× 35

29× 36

31X37
26× 43

27× 38

27× 40

30× 31

26× 33

27× 33

27× 36

26X31
29× 36

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ 到   も lj-64

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9

＾
Ψ
　
∩
υ
　
Ｒ
υ
　
買
υ
　
０
０
　
Ａ
υ
　
つ
０

５

　
７

　
９

　
４

　
４

　
４

　
１

つ
け
　
０
と
　
０
と
　
つ
と
　
つ
０
　
つ
と
　
つ
０

P9～ P10
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P16-P17
P17-P18

・６

２０

６０

１０

６５

００

９０

P18-P19
P19-P20
P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24-P25

０

５

３

０

７

６

９

６

９

８

８

６
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血 掘立柱住居址の 三間の長 さ (縦) SB-64
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P16-P21
P2～ P7
P7～ P12
P12-P17

４

０

８

０

２

０

５

９

０

２

６

０

８

９

２

３

３

９

Ｉ

６

９
，

９
密

P17-P22
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P18-P23
P4～ P9
P9～ P14

６

０

６

１

４

７

５

０
る
　
０
け
　
０
る
　
０
け
　
０
る
　
０
と
　
０
ね

P14-P19
P19-P24
P5～ P10
P10-P15
P15-P20
P20-P25

３

０

５

０

３

０

９

５

８

３

８

４

h 掘立柱仁居址の柱間の長さ (横 ) SB-64 庇
Pl′ ～ P2′

P2′ ～ P3′
P3′ ～ P4′

P4′ ～ P5′

P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8′
P8′ ～ P9′
P9′ ― P10′

P10′ ～ P ll′

Pll′ ～ P12′

P12′ ― P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

０２

８０

６０

８０

３５

４５

５０

０５

４５

０７

・０

２０

４０

１０

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17ア

P17′ ～ P18ア

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P2r～ P22′

P22′ ～ P23′

P23/ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27/
P27ア ～ P28′

P28′ ～ P29′

２３

３０

４３

・７

２５

００

０８

３７

３５

４０

３５

３５

３０

３６

P29′ ～ P30′

P30′ ～ P31ア

P31′ ～ P32′

P32′ ～ P33′

P33/～ P34′

P34′ ～ P35′

P35′ ′～ P36′

P36′ ～ P37′

P37ア ～ P38′

P38′ ～ P39′

P39′ ～ P40′

P40′ ～ Pl′

５０

１０

００

１０

４０

７７

６０

１０

７０

２７

７５

００
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第12図 第4号′5号′ 6号′7号′ 8号′64号サ100号掘立柱建物遺構平面実測図

第32号掘立柱建物遺構 (S B32)第 13図

第13図 に示されたように,本建物はS Bll,S B28と隣接する。その平面形状は北側の長さ

7.60m,南で6.58m,そ してその西側4.25m,東で4.00mの少々不整形プランをなす。そしてそ

の軸線を約32° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第28号掘立柱建物遺構 (S B28)第 13図

第13図に示されたように,本建物はS Bll,S B10,S B32と隣接する。その平面形状は北側

の長さ5.55m,南で5.00m,そ してその西側3.90m,東3.70mの 少々不整形の方形プランをなす。

そして軸線を約50° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 H号掘立柱建物遺構 (SBH)第 13図

第13図に示されたように,本建物はS B09,S B10と 重なる。その平面形状は北側の長さ4.50

m,南で5.00m,そ して西側7.70m,東で7.85mの少々不整形の方形プランをなす。そしてその

軸線を約 8° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 10号掘立柱建物遺構 (S B10)第 13図

第13図に示されたように,本建物はSB■ と重なる。その平面形状は北側の長さ7.30m,南偵1

で7.04m,そ してその西側4.18m,東4.75mの 少々不整形方形プランをなす。そしてその軸線を

約15° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第09号掘立柱建物遺構 (S B09)第 13図

第13図に示されたように,本建物はSB■ と重なる。その平面形状は北側の長さ6.00m,南で

6.00m,西側4.30m,東4.35mの少々不整形の方形プランをなす。そしてその軸線を約35° 西方

にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第i3図 第9号′10号′H号′28号′32号掘立柱建物遺構平面実測図

第21号掘立柱建物遺構 (S B21)第 14図

第14図に示されるように,本建物はS B20と 重複する。その平面形状は北側でその長さ7.40

m,南 7.25m,そ して西側で4.90m,東 5。 10mの方形プランをなす。そして軸線はほイ溺 5° 東へ

向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。そして床面表彩で石器片がみられた。

第20号掘立柱建物遺構 (S B20)第 14図

第14図に示されるように本建物はS B21と 重なり,S B18,S B16に 隣接し,その平面形状は

北側で6.16m,南側で6.14m,そ して西側6.53m,東6.80mの 不整形方形プランをなす。そして

軸線は約30° 東方へかたむけて建てられている。

床面は平坦で軟 らか く,そ こから縄皮土器片,土師器片がみられた。

審

紗
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第 19号掘立柱建物遺構 (S B19)第 14図

本建物はエリアの西南地区に位置し,第 18号 と重なり。 S B16,S B20と 隣接する。その平面

形状は北側の長さ4.00m,そ の南で4.57m,そ して西で7.54m,東は7.30mの不整形方形プラン

をなす。そしてその軸線をほぼ40° 東にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 18号掘立柱建物遺構 (S B18)第 14図

第14図に示したように本建物はS B12,S B15と重なって建てられていた。その平面形状は北

の長さ5.30m,南で4.95m,そ して西で6.44m,東6.34mの 不整形方形プランをなしていた。な

お,そ の軸線を西に約20° 向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。
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第 14図 第 18号′19号′20号′21号掘立柱建物遺構平面実測図
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第73号掘立柱建物遺構 (S B73)第 15図

第15図 にあるとおり,本建物はS B33,S Bl15に 隣接する。その平面形状は北側4.13m,南

4.45m,そ して西で6.40m,東6.50mの少々不整形方形プランをなす。そして軸線を約60° 東方

に向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第33号掘立柱建物遺構 (S B33)第 15図

本建物は本■リアの西部に位置し,第 15図のようにS Bl15に 隣接する。その平面形状は北側

で6.44m,南で6.60m,そ して西で3.84m,東3.80mの方形プランをなす。そして軸線を25° 西

方⌒かたむけて建てらている。

床面は平坦で少々固い。

第 H5号掘立柱建物遺構 (S BH5)第 15図

第15図にあるように,本建物はS B33に隣接する。その平面形状は北側で3.60m,南は3.53

m,そ して西側で5.33m,東 5。 47mの方形プランをなす。そして軸線を約30° 西方にむけて建て

られている。

床面は平坦で少々固い。
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第15図 第33号′73号′99号′I15号掘立柱建物平面実測図

第34号掘立柱建物遺構 (S B34)第 16図

第16図 に示されたように,本建物はS B35,S B36と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

3.42m,南で3.72m,そ してその西側で6。 14m,東で5.15mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約96° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第35号掘立柱建物遺構 (S B35)第 16図

第16図 に示されたように,本建物はS B34,S B36,S B37,S B64と 一部分重なる。その平

面形状は北側の長さ4.20m,南で3.76m,そ してその西側で5.60m,東で5.40mの 少々不整形の

方形プランをなす。そしてその軸線を約96° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第36号掘立柱建物遺構 (S B36)第 16図

第16図 に示されたように,本建物はS B34,S B35,S B37と重なる。その平面形状は北側の

長さ3。 98m,南で3.58m,そ してその西側で6.08m,東で6.20mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約30° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第37号掘立柱建物遺構 (S B37)第 16図

第16図に示斉れたように,本建物はS B35,S B36,S B38と 一部分重なる。その平面形状は

北側の長さ4.40m,南で4.58m,そ してその西側で6.90m,東で6.70mの少々不整形の方形プラ

ンをなす。そしてその軸線を約30° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第38号掘立柱建物遺構 (S B38)第 16図

第16図に示されたように,本建物はS B37,S B39と一部分重なる。その平面形状は北側の長

さ5.40m,南で5.08m,そ してその西側で3.85m,東で3.50mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約30° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第39号掘立柱建物遺構 (S B39)第 16図

第16図に示されたように,本建物はS B38と 隣接する。その平面形状は北側の長さ4.44m,南

で3.70m,そ してその西側で6.20m,東で6.00mの 少々不整形の方形プランをなす。そしてその

軸線を約30° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第16図 第34号′35号′36号′37号′38号′39号掘立働 遺構平面実測図

第65号掘立柱建物遺構 (S B65)第 17図

第17図に示されたように,本建物はS B40か らS B45ま で重なる。その平面形状は北側の長さ

16.00m,南で15.00mそ してその西側で15.50m,東で15.00mと なる。そしてその軸線は50° 西

方向にかたむけている。

床面は軟らかい。ピット規格や間尺については以下のとおりとなる。
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配 掘立柱仁居址 ピッ トの規格  SB-65
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１．

つ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

41× 44

36× 33

34× 40

38× 43

36× 41

49× 39

34× 36

34× 41

40× 43

30× 45

33× 36

29× 49

5

５

５

５

　
　
　

５

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

39× 35

38× 34

37× 41

34× 39

41× 28

33× 41

39× 33

38× 34

35× 45

33× 33

87× 34

38X42

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P R6

37× 36

36X33
34× 42

33× 39

38× 44

37× 35

41× 38

39× 37

38× 37

38× 38.5

35X35.5
44× 45

No 掘立柱住居址 ピッ の規格   SB-65 屁

Pl′
P2′
P3′
P4ア
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

P ll′

P12ア

P13′

P14′

P15′

P16′

33× 34

29× 33

28X34
28× 36

31X32
30× 31

30× 42

29× 36

31× 33

31× 30

27× 33

36× 30

28× 46

29× 39

26× 29

35× 34

P17ア

P18′

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24ア

P25ア

P26′

P27ア

P28′

P29′

P30′

P31′

PR,ア

28× 33

29× 34

27× 29

28× 30

26× 28

27× 26

31× 29

32× 34

31× 42

32× 38

30× 41

28× 50

28× 27

30× 34

34X49
32× 34

P33ア

P34ア

P35′

P36′

P37′

P38′

P39′

P40ア

P4r
P42′

P43′

P44′

P45′

P46′

P47′

P48′

26× 39

29× 29

30× 35

32× 34

41× 43

35X38
30× 36

31X30.5
29× 41

25× 41

27× 35

28× 40

28× 33

33× 41

31× 40

34× 32

No 棚 立柱 住 居址 の 鋼の長 さ (横) SB-65
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
Pll～ P12

９０

８０

８０

７０

７２

９０

１２

５０

７４

６６

２

２

２

９

，

９

貫

Ｚ

３

２

２

９

，

P13′彰P14
P14-P15
P15′～P16
P16´～P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

３

４

０

０

５

０

７

５

６

０

２

３

２

３

２

２

３

２

２

２

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34-P35
P35-P36

８３

８０

５０

７０

５０

８４

４５

３６

４２

８２

―-74-―



No 掘立位住居址の :間の長 さ (縦) SB-65
Pl～ P7
P7～ P13
P13″一P19
P19-P25
P25-P31
P2～ P8
P8～ P14
P14～ P20
P20-P26
P26-P32

６０

４２

７０

９０

７２

５０

５０

７０

８０

７０

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27-P33
P4～ P10
P10-P16
P16～ P22
P22-P28
P28-P34

６５

５６

８８

５０

６４

５２

７３

６９

６８

５０

P5～ P ll

P ll― P17
P17-P23
P23-P29
P29-P35
P6-P12
P12´～ P18
P18-P24
P24-P30
P30-P36

８０

６０

８０

８２

４６

６０

６０

２０

８０

７０

h 掘立柱住居址の 主間の長 さ SB-65 屁

Pl′ ～ P2′

P2′ ～ P3′

P3ア ー P4′

P4′ ― P5′

P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8ア

P8′ ～ P9′
P9′ ～ P10/

P10′ ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ― P15′

P15′ ～́ P16′

P16′ ～ P17′

０６

４０

５０

３０

６０

４０

４７

２５

６２

２０

３０

００

１４

０２

７５

００

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ― P20′

P20′ ～ P21′

P2r～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ P29′

P29′ ～ P30′

P30′ ～ P3r
P31′ ～ P32′

P32′ ～ P33′

４２

０８

４０

３６

２０

２２

２４

・８

２０

３０

４０

Ｗ

Ｗ

ｌ３

３３

・２

P33′ ～ P34′

P34′ ～ P35′

P35′ ～ P36′

P36′ ～ P37ア

P37′ ～ P38′

P38′ ～ P39′

P39′ ― P40′

P40′ ～ P41′

P41′ ～ P42′

P42′ ～ P43′

P43′ ～ P44′

P44′ ～ P45′

P45ア ′～ P46′

P46′ ～ P47′

P47′ ～ P48′

P48′ ～ Pl′

３７

２８

３０

１６

９６

３０

４０

４５

５０

２８

４２

０８

３４

３０

２４

２５

第47号掘立柱建物遺構 (S B47)第 17図

第17図 にあるように,本建物はS B46,S B63と 重複している。その平面形状は北側の長さ

4.78m,南4.88m,そ して西側は3.84m,東は4.10mの 不整形方形となる。そしてその軸線を約

78° 西の方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。なお,ピ ットの規格及び間尺については第17図のとおりとなる。

第46号掘立柱建物遺構 (S B46)第 17図

第17図 に示されたとおり,本建物はS B45,S B47と 重複している。その平面形状は北側の長

さ3.50m,南で3.76m,そ して西側は6.75m,東6.54mの 方形プランとなる。そして軸線を約

25° 東方にむけて建てらている。

床面は平坦で軟らかい部分もある。なお,表彩で縄文土器片,石器片がみられた。ピットの規

格及びその間尺については,お よそ第17図のとおりとなる。
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第45号掘立柱建物遺構 (S B45)第 17図

本建物は本エリアの西方に位置しS B47と 重複する。その平面形状は北側で3.85m,南4.45

m,そ して西側で4.90mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約36° 東にかたむけて建てら

れている。

その床面は平坦でやや固い。各ピットの規格,及び間尺については,およそ第17図のとおりと

なる。

第44号掘立柱建物遺構 (S B44)第 17図

第17図 に示されたように,本建物はS B65と 重なる。またS B43,S B45と 隣接する。その平

面形状は北側の長さ4.87m,南で5.90m,そ して西側で3.90m,東で3.58mの少々不整形方形プ

ランをなす。そしてその軸線を約60° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。そのピットの規格及び間尺については第17図のとおりである。

第43号掘立柱建物遺構 (S B43)第 17図

第V図に示すように,本建物はS B42,S B65と重なる,ま たS B40,S B45と 隣接する。そ

の平面形状は北側の長さ4.04m,南で4.20m,そ してその西側で6.86m,東で6.34mの少々不整

形の方形プランをなす。そしてその軸線を約20° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第42号掘立柱建物遺構 (S B42)第 17図

第17図に示されたように,本建物はS B43,S B65と重なる。またS B40と 隣接する。その平

面形状は北側の長さ4.10m,南で3.70m,そ してその西側で5,74m,東で5.70mの少々不整形の

方形プランをなす。そしてその軸線を約70° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第41号掘立柱建物遺構 (S B41)第 17図

第17図に示されたように,本建物はS B40,S B65と重なる。その平面形状は北側の長さ6.35

m,南で6.32m,そ してその西側で3。 95m,東で4.22mの 少々不整形の方形プランをなす。そし

てその軸線を約41° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第40号掘立柱建物遺構 (S B40)第 17図

第17図に示されたように,本建物はS B65,S B41と 重なる。その平面形状は北側の長さ4.25

m,南で4.16m,そ してその西側で6.20m,東で6。 14mの少々不整形の方形プランをなす。そし

てその軸線を約20° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 17図 第40号′41号′42号′43号′44号′45号′46号′47号′65号掘立柱建物遺構平面実測図
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第51号掘立桂建物遺構 (S B51)第 18図

第18図に示されたように,本建物はS B50と 隣接する。その平面形状は北側の長さ4.10m,南

で3.70m,そ してその西側で5,70m,東で5.60mの 少々の不整形の方形プランをなす。そしてそ

の軸線を約52° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第50号掘立柱建物遺構 (S B50)第 18図

第18図に示されたように,本建物はS B51と 隣接する。その平面形状は北側の長さ3.57m,南

で3.65m,そ してその西側5,70m,東で5.50mの少々不整形の方形プランをなす。そしてその軸

線を約32° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第48号掘立柱建物遺構 (S B48)第 18図

第18図に示されたように,本建物はS B49と 一部重なる。その平面形状は北側の長さ6.06m,

南で5,47m,そ して西側3.90m,東で4,03mの 少々不整形プランをなす。そしてその軸線を約

67° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第49号掘立柱建物遺構 (S B49)第 18図

第17図に示されたように,本建物はS B48と 一部重なる。その平面形状は北側の長さ3.67m,

南で3.80m,そ して西で5.56m,西側で5.56m,東で5。 92mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約18° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 18図 第48号′49号′50号′5,号掘立桂建物遺構平面実測図

第52号掘立柱建物遺構 (S B52)第 19図

本建物は本エリアの西側に位置する。第19図が示すように本建物はS B53,S B55に隣接して

建てられる。その平面形状は北側の長さ6.00m,南で5,80m,そ して西は3.52m,東側で3.70m

の不整形方形プランとなる。軸線は約82° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第53号掘立柱建物遺構 (S B53)第 19図

第19図 に示すように本建物はS B52,S B54に隣接する。その平面形状は北側長さ3.75m,南

で4.16m,そ して西側で5.60m,東5.52mの不整形方形プランである。軸線をほぼ60° 東に向け

て建てられている。

床面は平坦で固い。           ‐

6働
鳥  P

9
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第54号掘立柱建物遺構 (S B54)第 19図

第19図 に示されるように本建物はS B53,S B54に隣接する。その平面形状は北側の長さ5。 80

m,南で5.88m,そ して西4.05m,東で3.75mの 方形プランをなす。軸線を約80° 東へかたむけ

て建てられている。

床面は平坦で固い。

第55号掘立柱建物遺構 (S B55)第 19図

第19図に示されたとおり本建物はS B52と S B60の 間にはさまれる状態で建てられている。そ

の平面形状は北側の長さ3.90m,南3.53m,そ して西側5。 36m,東で5,72mの少々不整形方形プ

ランをなす。軸線を約 5° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で固い。

第60号掘立柱建物遺構 (S B60)第 19図

本建物は第19図に示されたようにS B54,S B55に隣接している。その平面形状は北側の長さ

5。 70m,南で5,70m,そ してその西で3.70m,東3.62mの方形プランをなす。軸線をほぼ60° 東

に向けて建てられている。

床面は平坦で固い。
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第 19図 第52号′53号′54号′55号′60号掘立柱建物遺構平面実測図
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第63号掘立柱建物遺構 (S B63)第 20図

第20図 にあるように本建物はS B47,S B62と 重複する。その平面形状は北側で5。 94m,南

6.42m,そ してその西で4.05m,東3.94mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約43° 西の

方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第62号掘立柱建物遺構 (S B62)第 20図

第20図にあるように,本建物はS B59,S B59と 重複している。その平面形状は北側で6.00

m,南6.25m,そ して西側で3,80m,東4.24mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約90°

西にかたむけている。

床面は平坦で少々軟らかい。表彩で石器がみられた。

第61号掘立柱建物遺構 (S B61)第 20図

第20図 にあるように,本建物はS B56,S B62に 隣接する。その平面形状は,その北側で5.80

m,南 5。 10m,そ してその西側で3.70m,東3.70mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約

85° 東方に向けられている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第59号掘立柱建物遺構 (S B59)第 20図

第20図に示されたように,本建物はS B58,S B57,S B62と 隣接する。その平面形状は北俣1

の長さ6.03m,南で5.84mそ してその西狽1で3.56m,東で4.06mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約60° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第58号掘立柱建物遺構 (S B58)第 20図

第20図にあるように,本建物はS B57,S B59と重複している。その平面形状は北3.50m,南

3.75m,そ して西5.60m,東は5,70mと なり,方形プランをなしている。そしてその軸線を約

50° 東方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。
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第57号掘立柱建物遺構 (S B57)第 20図

第20図にあるように,本建物はS B59と 重複している。その平面形状は北側の長さ6.04m,南

で6.40m,そ して西側の長さ4.18m,東で4.00mの 不整形方形プランをなす。そしてその軸線を

約85° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第56号掘立柱建物遺構 (S B56)第 20図

第20図にあるとおり,本建物はS B61,S B62,S B59に隣接する。その平面形状は北側の長

さ3.66m,南で3.80m,そ して西側で5.58m,東5.62mの 不整形方形プランをなす。そしてその

軸線を約40° 東にむけて建てらている。

床面は平坦で少々軟らかい。
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蔵盟 Ⅳ
黒土層を基調としてローム粒混入

(概乱)

第20図 第56号′57号′58号′59号′

′

SB-57
58
59

61号 ,62号′63号掘立柱建物遺構平面実測図
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第71号掘立柱建物遺構 (S B71)第 21図

第21図の示すとおり本建物はS B70の東隣にある。その平面形状は北側の長さ6.16m,南で

5.84m,そ して西側の長さは4.10m,東は4.40mの不整形方形プランをなす。軸線は約40° 東の

方に向けて建てられている。

床面は平坦で固い。

第70号掘立柱建物遺構 (S B70)第 21図

第21図に示したとおり本建物はS B71,S B67,S B68に隣接する。その平面形状は北側の長

さ3.90m,南側で3.97m,そ して西側の長さ6.40m,東6.62mの 方形プランをなす。軸線を約

60° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。表彩で土師器片がみられた。

第69号掘立柱建物遺構 (S B69)第 21図

第21図に示すとおり本建物はS B68に隣接する。その平面形状は,北側の長さ6.56m,そ の南

で6.54m,西側で4.10m,東は4.26mの 方形プランをなす。そして軸線を約25° 東に向けて建て

ら才ιる。

床面は平坦で少々固い。

第68号掘立柱建物遺構 (S B68)第 21図

第21図のとおり本建物はS B67と S B69と 隣接する。その平面形状は北側の長さ3.85m,南で

3.80m,そ して西で6.04m,東 は5.27mの方形プランをなす。軸線を約45° 西にかたむけて建て

られている。

床面は平坦で少々固い。床面の表彩において研磨石,石皿片等がみられた。

第67号掘立柱建物遺構 (S B67)第 21図

本建物は本エリアの西部に位置し,第21図に示すとおり,S B68,S B66と 隣接する。その平

面形状は北側の長さ3.64m,南で3.90m,そ してその西側で5.84m,東 も5.84mの方形プランを

なす。軸線を約30° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で固い。なお,床面の表彩で須恵器片がみられた。
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第66号掘立柱建物遺構 (S B66)第 21図

第21図 に示されたように,本建物はS B46,S B67,S B70と 隣接する。その平面形状は北側

の長さ4.00m,南で3.90m,そ してその西側で5。 90m,東で5。 70mの少々不整形の方形プランを

なす。そしてその軸線を約20° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第21図 第66号′67号′68号,69号′70号 ,71号掘中 面実測図
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第72号掘立柱建物遺構 (S B72)第 22図

本建物は本エリアの東南部に存在する。その平面形状は北側で7.40m,南は6.85m,そ して西

側の長さ4.13m,剰 .76mの不整形方形プランをなす。軸線は約86° 東方にかたむけている。

床面は平坦で固い。

″
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］
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�ぅ揆些¬」 lJ  ∪〆

第22図 第72号掘立柱建物遺構平面実測図

第77号掘立柱建物遺構 (S B77)第 23図

本建物は本エリアの西南部に位置し,第23図に示されたようにS B74と 重なり,S B76に隣接

する。その平面形状は北側の長さ4.15m,南で4.40m,そ して西側で5.60m,莉 .58mの少々不

整形方形プランをなす。そしてその軸線を約30° 東の方に向けている。

床面は平坦で少々固い。
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第76号掘立柱建物遺構 (S B76)第 23図

第23図に示されたように,本建物はS B74と 重なっている。その平面形状は,そ の北側5.94

m,南で6.70m,そ して西で5.00m,東2.24mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約90°

東方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第75号掘立柱建物遺構 (S B75)第 23図

第23図に示されたとおり,本建物はS B74と 重なる。その平面形状は北側3.70m,南3.70m,

そして西5.92m,東で5.10mの少々不整形方形プランをなす。そしてその軸線を約12° 東方にむ

けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第74号掘立柱建物遺構 (S B74)第 23図

本建物は第23図に示されたとおりS B75と 重なり,S B77と 隣接する。その平面形状は庇を有

する大形の建造物で,本屋の北側の長さ10.30m,南9.75m,そ して西9.70m,東で9.00mの 少々

不整形方形プランをなす。なお,庇の長さは北の方で12.25m,南で11.75m,そ して西■.80m,

東で■.00mと なる。そして軸線を約14° 東方に向けて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。
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第78号掘立柱建物遺構 (S B78)第 24図

第24図 に示したように,本建物はS B79,S B80と重複して建てられている。北側の長さ7.60

m,南で7.68m,西 で9.70m,東側で10.40mの 不整形方形プランをなしている。なお,本建物に

は全面に庇が廻されているが,それは南側で9.80m,西側で■.65m,北 と東側は計測が困難で

あった。そして軸線を70° 東方に向けて建てられていた。床面には縄及土器片が検出されたが
,

遺構は認められなかった。なお,床面は軟らかかった。

下記に本建物のピットの規格と,各ピット間の間尺を表にして列記してみたい。

配 立柱住居址 ピッ の規格   SB-78 (屁 )

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10

27× 28

36× 27

29× 31

26× 34

32× 40

31× 27

29× 30.5

39× 40

25× 21.5

26X36.5

P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20

23× 42

26× 32

26× 39

25X35
36× 26× 33

26× 41.5

48× 44.5

26× 35

24× 38

45× 43

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30

28× 29

27× 33

28× 36

25× 35

25× 33

27× 32

30× 39

27× 37

23× 29

25× 30

No 掘立柱住居址 ピッ の結   SB-78 庇

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

29× 36

29× 33

28× 32

29× 31

26× 44

28× 29

30× 31

39× 34

P9′
P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

25× 38

30× 25

30× 34

30× 27

31× 38

24× 36

30× 34

26× 40

P17′

P18′

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

28X32
27× 33

27× 32

27× 34

26× 30

26× 29

30× 43

配 裾 立 任住 居址 の の長さ (横) SB-78
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10

1.90

1.62

1.88

2.25

1.90

1.72

2.00
, 1∩

P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19ハΨT)夕n

2.20

1.53

2.20

1.95

2.12

1.54

2.10
1 9∩

P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24-7P25
P26-P27
P27-P28
P28′～P29
P29-P30

2.00

1,74

2.20

1.80

2.02

1.80

2.02

1.80
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配 掘立柱仁居址の と間の長 さ (縦) SB-78
Pl～ P6
P6～ P■
P ll― P16
P16-P21
P21-P26
P2～ P7
P7～ P12
P12-P17
P17-P22

2.04

2.32

1.87

2.30

1.90

1.90

2.20

2.20

2.17

P22-P27
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P18-P23
P23～ P28
P4-P9
P9-P14
P14-P19

1.90

2.10

1,70

2.25

2.20

1.80

2.43

2.10

1.45

P19-P24
P24-P29
P5～ P10
P10-P15
P15-P20
P20-P25
P25-P30

2.15

1.80

2.22

1,96

1.85

1.85

1.80

No 掘立柱仁居址の柱間の長 さ  SB-78 屁

Pl′ ～ P2
P2ア ～ P3
P3ア ～ P4
P4′ ～ P5
P5ア ～ P6
P6′ ～ P7
P7ア ～ P8
P8′ ～ P9

1.80

1.80

1.75

2.30

1.00

1.07

2.10

2.04

P9′ ～́ P10′

P10′ ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14ア

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17ア

1.80

1.84

1.80

1.00

1.00

1.80

2.04

1.82

P17ア ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P2r ～ P22′

P22′ ～ P23′

2.00

1.05

1.00

1.84

2.30

1.90

第79号掘立柱建物遺構 (S B79)第 24図

第24図 に示したとおり,こ の建物は本遺跡の中央部南端にあって,S B78,S B80と重複して

いる。北側と東狽」は道路になっていてその長さを把握することはできないが ,そ の南長は3.60

m,西側で5。 65mの不整形方形プランをなしている。そして軸線を88° 西へかたむけて建てられ

ている。床面に縄文土器片が検出されたが遺構はみられなかった。北西隅に灰や炭片が散乱して

おり,床面は固かつた。

第24図 に本建物のピットの規格と,ピ ットとピット間の間尺について,こ れらを表にしてあげ

ておいた。

第80号掘立柱建物遺構 (S B80)第 24図

本建物はS B78,S B79と 重複している。そして道路によって切られているので東と西側の長

さは不明。北側の現長5。 15m,西側の現長8.75mと なり,ほば不整形方形プランをなしているこ

とが理解される。。軸線はほぼ55° 西にかたむけて建てられている。床面は一般に固 くその北西

隅に1.00m× 80cm× 3 cmの炭まじりの灰が散乱していた。

第81号掘立柱建物遺構 (S B81)第 24図

本建物は第24図のとおり,本遺跡の中央南端にあるが,北側と東側は道路にかかつているため

その長さは不明であつたが,南側で5。 93m,西側で7.75mと なり,ほぼ不整形方形プランである

ことが理解された。なお,軸線はほぼ17° 西へかたむけて建てられていた。一般に床面は固かっ

た。
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第24図 第78号′79号′80号′81号′82号′86号掘立柱建物遺構平面実測図

第84号掘立柱建物遺構 (S B84)第 25図

本建物は本エリアの中央部南側に存在し,第25図に示されたとおりS B85に隣接する。その平

面形状は北側の長さ5。 90m,南側で5.80m,そ してその西側は380m,東で3.80mの 方形プラン

をなす。そして軸線を約85° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟 らかい。

第85号掘立柱建物遺構 (S B85)第 26図

第26図に示されたとおり本建物はS B84,S B86に 隣接する。その平面形状は北側の長さは道

路にかかつているので不明,南側も不明,そ してその西側は4.80m,東でも不明であるが,不整

形方形プランをなす。軸線を約63° 東方にむけて建てられている。

第83号掘立柱建物遺構 (S B83)第 25図

第25図の示すように,本建物はS B81,S B82と 重複をなすが,大体においてほぼその全体の

床面が理解された。北側の長さは3.70m,南3,74m,西側5,42m,東で6.00mの 不整形方形プラ

ンをなす。軸線はほぼ70° 西方にかたむけて建てられている。床面は平坦で軟らかい。

-91-



第82号掘立柱建物遺構 (S B82)第 25図

第25図のように本建物はS B81,S B83と重複している。本建物は全面に庇をもつ建造物で ,

本屋の北長7.60m,南長で7.50m,西7.60m,東7.00m,そ して庇は北と東は不明であるが南長

で9.70m,西長7.60mと なり,少々不整形方形プランをなす。その軸線はほぼ64° 東方にかたむ

けて建てられている。床面は平坦で軟らかい。床面には土師器片が検出された。

下言己にそのピットの規格について記してみたい。

No 福立柱住居址 ピッ トの規格  SB-82
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

30× 35

29× 33

39× 41

41× 48

32× 55× 45

29× 44

22× 40× 44

30× 34

28× 41

P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18

26X41.5
25× 42

26× 365
28× 33.5

33× 31

27× 35

24× 33.5

28× 39

26× 29.5

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25

26× 31

31X53X28.5

50× 30× 46

27× 34

31× 23× 34

30× 33

27X30.5

血 託 柱住居址ピットの規格  SB-82 屁

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

37× 31

25× 31

31X32
28× 35.5

26X30
33× 30

26× 31.5

P8ア
P9′
P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

23× 30

30× 33

28× 31

27× 39.5

33× 28

33× 29

35× 33.5

P15′

P16ア

P17′

P18′

P19′

P20′

37× 29

35× 33

26× 35

27× 28.5

26× 26

27× 30

配 掘立柱住居址の柱間の長 さ ( SB-82
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9

１０

００

８５

６５

０３

８６

９３

P9～ P10
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P16-P17
P17-P18

1.87

2.00

1.90

2.00

1.80

2.00

1.80

P18-P19
P19～ P20
P21-P22
P22-P23
P23´～P24
P24-P25

2.35

2.13

1.83

1.72

2.10

2.00

No 掘立位仁居址の | 鋼の長 さ (縦) SB-82
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P16-P21
P2～ P7
P7～ P12
P12-P17

1.80

1.45

1.60

2.10

1.80

1.70

1.85

P17-P22
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P18-P23
P4～ P9
P9～ P14

2.00

1.80

1.70

1.85

2.00

1.83

1.85

P14-P19
P19～ P24
P5～ P10
P10～ P15
P15-P20
P20-P25

2.00

1.85

1.53

2.20

2.10

1.80
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No 掘 畳江 仁居址の柱間の長 さ (横) SB-82 屁

Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3′ ～ P4
P4/― P5
P5′ ― P6
P6′ ～ P7
P7ア ～ P8

2.10

2.00

1.80

1.60

1.05

1.15

1.50

P8′ ～ P9ア
P9ア ー P10′

P10′ ～ P ll′

P ll′ ～ P12′

P12′  
～ P13ア

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

2.15

2.10

1.90

1.10

1.10

1.93

2.20

P15′ ～ P16ア

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20ア

1.80

1.73

1.00

1.10

2.00

第86号掘立柱建物遺構 (S B86)第 26図

第26図に示されたように,本建物はS B85,S B87と隣接する。本建物は全面に庇をもつ建造

物で,その平面形状は北側の長さはその本屋で7.70m,南は8.10m,そ してその西側では6.00m

となり,不整形方形プランをなす。なお,そ の庇は北側0.80m,そ の南は10,00m,そ して西側

で7.60m,東は8.20mと なる。そして軸線を約55° 西方にむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。なお,ピ ットの規格や間尺については,下記のとおりとなる。

配 掘立柱仁居址 ピッ トの規格  SB-86
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

31× 42

28X31.5
29× 36

35× 39

32× 41

25× 33

28× 24

P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14

32X38.5
33× 40

47× 43× 44

28× 42

32× X
35× 39.5
29× 22

P15
P16
P17
P18
P19
P20

31× 32.5

41× 23× 34
42X32× 29

34× 43

40× 32

40× 38

No 立柱住居址 ピッ トの規格  SB-86 尻
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

30X39
26× 86.5

26× 34.5

28× 36.5
28× 41

28× 39

30× 41

P8′
P9′
P10′

P ll′

P12′

P13′

P14′

24× 42

24× 31.5

26× 36

29× 30.5

30× 34

24× 28

26× 32_5

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

26× 29

27× 26.5

26× 26

26× 32

44× 34

No 掘立柱住居址の 鋼の長 さ (横) SB-86
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8

1.85

2.00

2.00

1.80

2.03
1 9n

P8～ P9
P9～ P lo

P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15

2.00

1.85

2.00

1.80

2.30

1.80

P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19-P20

2.10

1.92

2.10

2.00

No 裾立柱住居址の柱間の長 さ 9 ヽ rS― 呂6

Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P2～ P7
P7～ P12

2.05

1.70

1.70

2.00

1.73

P12-P17
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P4～ P9

1.90

2.10

1.70

2,00

2.05

P9～ P14
P14-P19
P5～ P10
P10-P15
P15-P20

1,92

2.00

2.05

1.90

2.04
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h 掘立柱倒 晋址の柱間の長 さ (横) SB-86「 ヒ

Pl′ ― P2
P2′ ～ P3
P3′ ～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
PA′ ヘンP7

1.05

1.85

2.00

2.10

1.70

1.12

P7′ ～ P8′
P8′ ～ P9′

P9′ ～ P10′

P10′ ～ Plr
P lr ～ P12′

P12′ ～ P13′

1.10

2.15

1.90

1.92

1.20
1 lfI

P13′ ～ P14′

P14ア ～́ P15′

P15′ ～ P16′

P17′ ～ P18ア

P18′ ～ P19ア

P19′  ハvT),0′

1.93

2.16

1.90

1.68

1.93

0。 92

第87号掘立柱建物遺構 (S B87)第 26図

第26図に示されたとおり,本建物はS B86と 隣接する。その平面形状をみると,北側の長さ

3.65m,南で3.60m,そ して西側で5.60m,東では5.82mの少々不整形方形プランをなす。な

お,その軸線を約22° 西方に向けて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。

第お図 第84号′85号′86号′87号掘立桂建物遺構平面実測図

SB-86   び。‐~ぴユ__壁
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第 108号掘立柱建物遺構 (S B108)第27図

第27図にあるように本建物はS B107と 重複している。その平面形状はその北側の長さ6.14m,

南で5.80m,そ して西側で3.35m,東4.00mの不整形方形プランをなす。そしてその軸線を約

74° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 107号掘立柱建物遺構 (S B107)第27図

第27図に示されたとおり,本建物はS B108と 重複 している。その平面形状は,北側の長さ

6.30m,南で6.15m,そ して西で4.05m,東3.10mの不整形方形プランをなす。

床面は平坦で少々固い。

第89号掘立柱建物遺構 (S B89)第 27図

第27図 に示されたように,本建物はS B88,S B107と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

6.20m,南で6.40m,そ して西側4.00m,東で3.70mの少々不整形の方形プランをなす。そして

その軸線を約10° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第88号掘立柱建物遺構 (S B88)第 27図

本建物は本エリアの東南部に位置し,S B87,S B108に隣接する。その平面形状は北側の長

さ3.58m,南で3.90m,そ して西側で6.10m,東側で6.58mの不整形方形プランをなす。そして

軸線を約25° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で固い。
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第27図 第88号′89号′107号′108号掘立柱建物遺構平面実測図

第92号掘立柱建物遺構 (S B92)第 28図

本建物は第28図に示されたように,S B90と重なる。その平面形状は北の長さ3.80m,南4.00

m,そ して西5.50m,東で5.80mの 方形プランをなす。そして軸線を約39° 東方に向けて建てら

れている。

床面は平坦で少々固い面もある。

第91号掘立柱建物遺構 (S B91)第 28図

第28図に示されるように,本柱はS B90と 重複して建てられ,その平面形状は北側で8.20m,

南8.00m,そ して西で10.20m,東 9.70mの 不整形方形プランをなす。そして軸線を約19° 東にむ

けて建てられている。

床面は平坦で軟らかく,床面北側に焼上の散乱をみる。

瑶
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第93号掘立柱建物遺構 (S B95)第 28図

第28図に示されたように,本建物はS B97,S B98と 隣接する。その平面形状は北側の長5。 44

m,南で5.52m,そ してその西側で4.00m,東で3.40mの少々不整形の方形プランをなす。そし

てその軸線を約56° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第90号掘立柱建物遺構 (S B90)第 28図

本建物はエリアのほぼ中央部に位置し,S B91,S B92と 重なる。その平面形状は本屋の北側

の長さ13.60m,南12.60m,そ して西9.70m,そ の東で9.60mの 規格のよい方形プランをなす。

本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ15.70m,南で12.60m,そ してその西で

9,70m,東で9.60mと なる。そしてその軸線は74° 東の方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

No 掘立柱住居址 ピッ の規格   SB-90 (屁 )

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10

43× 45

35× 37

33X37
33× 35

32× 23

45× 50.5

31× 30

32× 31

28× 28

29X35.5

P ll

P12
P13
P14
P15
P16
PV
P18
P19
P20

32× 25

33× 26

24× 29

33× 31.5
27× 28

33X27X28
29× 31.5

28× 27.5

26× 33

27× 32

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30

29× 29

28× 35

31× 42

27× 40.5

38× 36.5

30× 31

24× 29

27× 32

24× 35

32× 41

No 掘立柱住居址 ピッ の規格   SB-90 庇
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

29× 34

27× 25

28X36
27× 25

28× 23

26× 25

29× 25

31× 30

29× 29

P10ア

Plr
P12′

P13′

P14ア

P15′

P16′

P17ア

P18′

26× 25

29× 30

29× 33

29X31X315
31× 44

30× 42

31× 35

30× 36

29× 33_5

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26ア

26× 34.5

30× 33

28× 32

30× 35

26× 32

26× 32.5

24× 35

26× 26

配 掘立柱仁居址の柱間の長 さ (横) SB-90
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10´一P ll

2.17

3.40

2.50

2.77

2.80

2.20

3.20

2.40

2.74

P ll― P12
P13-P14
P14-P15
P15′～P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20～ P21
P21´～P22

2,76

2.23

3.10

2.50

2.60

2.70

2.70

2.50

2.60

P22-P23
P23-P24
P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30

2.47
2.53

2.60

2.60

2.70

2.20

2.52
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No 掘立柱住居址の柱間の長 さ G ) SB-90
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P2～ P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26

民
υ
　
つ
け
　
ガ
と
　
つ
Ｏ
　
Ｅ
υ
　
■
■
　
氏
υ
　
力
４

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28

６０

２７

４０

４５

７０

０４

・７

４５

P5～ P ll

P ll― P17
P17-P23
P23-P29
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30

＾
υ
　
つ
０
　
（
υ
　
医
υ
　
Ａ
Ｖ
　
Ａ
υ
　
（
υ
　
（
υ

７

１

９

Ｉ

３

６

１

８

９

留

２

２

２

２

２

２

２

２

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-90
Pl′ ～ P2′
P2′ ～ P3′

P3′ ～ P4′

P4′ ～ P5′
P5′ ～ P6′
P6ア ～ P7ア
P7′ ～ P8′
P8′ ～ P9′
P9′ ― P10′

００

・２

４ ０

６０

８ ０

７０

１ ５

０ ０

６４

１
■
　
つ
と
　
つ
０
　
０
と
　
う
る
　
０
と
　
■
上
　
ヽ
■
　
つ
浄

P10ア ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13ア

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15ア

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

０３

８２

０５

００

００

４０

２０

７０

ｍ

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ― P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26ア ～ P27′

０

０

０

２

５

５

２

５

８

０

０

３

４

４

０

３

２

１

１

２

２

２

２

１

―-98-―
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第28図 第90号′91号′92号′93号掘立桂建物遺構平面実測図
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第 103号掘立柱建物遺構 (S B103)第29図

第29図に示されたとおり,本建物は本遺跡のほば中央部にあり,S B95に隣接する。その平面

形状は北側の長さ3.80m,南で3.70m,そ して西で6.30m,東6.30mの 方形プランをなす。軸線

を約29° 西方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で固い。床面中央部に l m x 80cm× 2 cmの 灰と炭が散乱していた。

第95号掘立柱建物遺構 (S B95)第 29図

第29図 に示されるとおり,本建物はS B94,S B 103に 隣接する。その平面形状は北側の長さ

3.50m,南で3.90m,そ して西で6.22m,東は5,96mの 不整形方形プランをなす。軸線を約14°

東方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第94号掘立柱建物遺構 (S B94)第 29図

第29図に示されたように本建物はS B95,S B96に隣接し,全面に庇を有する割合に規格の大

きい建物である。その平面形状は本屋で北側の長さ7.67m,南で7.60m,そ して西の長さ7.35

m,東は7.74mの方形プランとなる。その庇は北側の長さ9.58m,南で9.55m,そ して西側は

9.28,東で10.15mと なる。軸線を約東へ15° かたむけて造られている。

床面は平坦で一般に軟らかい。そのピットの規格及び間尺については下記のとおりである。

血 掘立柱住居址 ピッ トの規格   SB-94
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

28× 31

30× 24× 33

28× 30× 20

33× 30

29× 31

33× 39

25× 29

28× 29
9R× n4

P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18

35× 33

30× 32

33× 35

27× 30X36
34× 34

29× X
27× 36

33× X
28× X

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25

25× 25

29× 39

29× 40

39× 37X37
29× 39

29× 40

29× 37

No 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-94
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

28× 21

28× 37

33× 34

29× 30

27× 32

24)(23

23× 34
28× 27

P9′
P10′

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

24× 27

25× X
27× 31

25× 31

25× 26

22× 29× 27

28× 30

26× 30

P17′

P18′

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24′

22× 36× 27

26× 34

27× 34

24× 21

23× 21

30× 26

26× 24

29× 29
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h 掘 立柱 住 居址 の の長 さ (横) SB-94
Pl～ P2
P2-P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9

０８

９２

９４

７４

９８

９４

９５

P9～ P10
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P16-P17
P17-P18

８０

９５

・３

８３

７３

９０

１５

１

１

２

１

１

１

２

P18-P19
P19-P20
P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24-P25

血 掘立柱住居址の柱間の長 さ (縦 ) SB-94
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P16-P21
P2～ P7
P7～ P12
P12-P17

７５

９５

５５

０７

７５

・０

５０

１

１

１

２

１

２

１

P17-P22
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P18-P23
P4～ P9
P9～ P14

０６

００

９０

６０

１０

００

００

P14-P19
P19´～P24
P5～ P10
P10-P15
P15-P20
P20-P25

血 掘立柱住居址の柱間の長さ  SB-94二
Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3′ ～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
P6′ ～ P7
P7′ ～ P8
P8′ ～ P9

１０

００

９０

８２

８０

９７

・０

３０

P9ア ー P10′

P10′ ～ P ll′

P ll′ ～ P12′

P12ア ～ P13/

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ― P16′

P16′ ～ P17′

９０

７２

８０

２３

９２

６０

６７

２０

P17ア ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P2r ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

００

１０

９５

・０

５２

０４

７０

９８

２

１

０

２

１

２

１

０

―-101-―



浄ド

?3

◎

騨
 58三ユ⑤?、3

、  ⑨
?｀2

◎?、 A

◎
P19

翠与
＼ヽ
辞    ^

＼
｀

秋 蚕 ´

ぎ 蝋
や

″
＼
亀

// ひ‐ダ
げヽ？

可

８

一

Φ
Ｏ
‐
口
∽普 名 」一 一 ― 帝u―∨′

― ―ひ
103
96

第29図 第94号′95号′96号′103号掘立柱建物遺構平面実測図

第99号掘立柱建物遺構 (S B99)第 30図

第30図に示されたように本建物は本遺跡のほぼ中央部に位置しS Bl15と 重なり,S B98,S

B97と隣接する。その平面形状は北側の長さ3.56m,南で3,90m,そ して西側5.66m,東は5。 87

mの不整形方形プランをなす。軸線を約48° 西にかたむけて建てられた割合に小規格住である。

床面は平坦で固い。

第98号掘立柱建物遺構 (S B98)第 30図

第30図の示すように本建物はS B97と 重複して建てられ,S B99に隣接する。その平面形状は

北側の長さ3.90m,そ の南で3.00m,そ して西側の長さ5.77m,東 5。 74mの不整形の方形プラン

となる。軸線を約40° 西方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で固い。

∽

∪
Ｉ

一囃
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第97号掘立柱建物遺構 (S B97)第 30図

本建物は本遺跡のほぼ中央部に位置し,第30図に示すようにS B98と 重なり,S B96と 隣接す

る。その平面形状は北側の長さ4.06m,南で3.80m,そ して西側で5,80m,東は5.80mの方形プ

ランをなす。軸線は35° 西方にむけて建てられている。

床面は平坦で回い。なお,床面中央部を東西に向かって道路が造られているが,本建物は道路

を造る以前に建てられたものであろうか。

第96号掘立柱建物遺構 (S B96)第 30図

第30図に示されるとおり,本建物はS B94に 隣接する。その平面形状は北側の長さ5。 72m,南

で5.46m,そ して西側の長さ3.74m,東は4.04mの不整形方形プランとなる。軸線を約64° 西方

にかたむけて建てられている。

床面は極めて平坦で軟らかい。
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第30図 第96号′97号′98号,99号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 H3号掘立柱建物遺構 (S BH3)(第 31図 )

第31図に示すように本建物はS B102の 西隣にある。その平面形状は北側の長さ3.77m,南で

3.80m,そ してその西側の長さ5.47m,東で5,50mの 少々不整形方形プランをなす。その軸線は

約34° 西方へかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第 H2号掘立柱建物遺構 (S BH2)第 31図

第31図に示されるように本建物は本遺跡の中央西側にあって,S Bl13の 西隣に存在する。そ

の平面形状は北側の長さ7.68m,南7.86mそ して西で5.24m,東は6.10mの 不整形方形プランを

なす。その軸線を約60° 東へかたむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。なお,床面北側の家屋外のコーナーに径2.00mに 亘る粘上の散乱がみ

られた。

第 102号掘立柱建物遺構 (S B102)第31図

第31図 に示したとおり,本建物はS B01と 重なり合つた状態で建てられていた。その平面形状

は北側長さ3.70m,南で3.84m,そ して西で5.40m,東6.10mの 不整形方形プランとなる。その

軸線を約 8° 東方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第 101号掘立柱建物遺構 (S B101)第31図

第31図に示すとおり,本建物はS B 102と 全 く重なった形で検出された。その平面形状は北の

長さ3.50m,そ の南側で3.90m,そ して,西側で6.■m,東で6.20mの不整形方形プランをなす。

その軸線を約40° 東方に向けて建てられている。

その平面形状は極めて平坦で少々軟らかい。
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No rB亙 41ィェ居址 ビッ トの規格  SB― ■ 1

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

37× 48× 42

36× 29× 36

54× 21× 43

22× 32

29× 32

31× 37

31× 36

31× 34

34× 37

P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18

29× 38

24× 35

36× 41

24× 32

29× 23

33× 28× 30

28× 33

31× 33

27× 32

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27

32× 26× 28

27× 29

24× 29

27X35× 33

36× 63× 40

23× 37

31× 33

28× 34
37× 37

ミ
０
中

ｒＯ
Ｔ
∞
の

第31図 第101号′102号′|12号′|13号掘立柱建物遺構平面実測図

第 HI号掘立柱建物遺構 (S BHI)第 32図

第32図に示されたとおり,本建物はS B04と 重なり,S B109に隣接している。本建物は庇を

有する建造物で,そ の平面形状は本屋で北倶Jの長さ7.65m,南 7.78m,そ して西で11.90m,東は

■.50mの少々不整形方形プランをなす。なお,庇の長さはその北側で9.70m,南9.80m,そ して

その西側12.80m,東 は12.50mと なる。そして各ピットの規格及び間尺については,お よそ下記

のとおりとなる。
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No :立柾 1王居 址 ビ ッ トの規 格   SB-111 匠

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

32X24× 24

27× 38

25X30
28× 38

31× 29

31× 32

24× 32

24× 31

27× 32

P10ア

P ll′

P12′

P13′

P14′

P15′

P16ア

P17′

P18′

26× 33

24× 26

27× 35

31× 30

29× 34

26× 41

29× 31

55× 55× 33

29× 28

P19′

P20′

P21′

P22ア

P23′

P24′

P25′

27× 29

26× 30

26× 28

25× 38

34× 28× 26

27× 24

27× 26

No 掘立極仁居址の柱間の長 さ (横 ) SB―■ 1

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P9～ P10

た
■
　
医
υ
　
（
υ
　
Ｏ
Ｏ
　
つ
０
　
う
る
　
ワ
ｒ

８

９

８

８

０

８

０

P10-P ll
P ll― P12
P12-P13
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18

８

５

０

２

３

８

∩

９

９

０

２

９

８

１

P19-P20
P20-P21
P21-P22
P23-P24
P24-P25
P25-P26
P'A― P'7

つ
な
　
つ
る
　
０
を
　
１
■
　
０
じ
　
ワ
ｒ
　
（
υ

２

　
８

　
７

　
１

　
８

　
７

　
１

配 掘立柱lIB址の柱間の長さ (横 ) SB-1■  庇

Pl′ ′～ P2ア
P2′ ～ P3′
P3′ ～ P4′
P4′ ～ P5′
P5′ ～ P6′
P6′ ― P7′
P7′ ～ P8ア
P8′ ～ P9ア
P9′ ― P10′

２

６

１

２

５

４

５

０

２

２

７

１

０

６

１

２

８

９

P10ア ～ Plr
Plr ～ P12ア

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′  ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17ア

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

９

７

１

１

０

６

９

０

０

１
■
　
つ
０
　
１
■
　
■
■
　
０
と
　
ヽ
■
　
■
■
　
●
る
　
１
■

P19′ ― P20ア

P20′ ～ P21ア

P2r ～ P22′

P22ア ～ P23′

P23ア ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ― Pl′

０

７

８

０

５

７

０

０

８

６

４

４

４

１

配 掘立柾仁居址の の長 さ SB-111
Pl～ P6
P6～ P9
P9～ P14
P14-P19
P19-P23
P2～ P7
P7～ P10
Pl∩― P可 氏

２

７

４

０

６

０

０

８

５

２

４

６

９

５

２

２

P15-P20
P20-P24
P3´～ P■
P ll― P16
P16-P21
P21-P25
P4～ P12
P12-P17

２

５

５

０

０

８

２

ｎ

６

０

５

０

８

０

６

Ｒ

ｌ

２

３

２

１

２

３

１

P17-P22
P22-P26
P5～ P8
P8～ P13
P13′～P18
P18-P27

６

０

６

６

６

８

９

０

８

９

９

７

１
■
　

ツ^
， 　

１
■
　
１
■
　
１
■
　
つ
υ

第 105号掘立柱建物遺構 (S B 105)第32図

第32図 に示されたように,本建物はS B104,S B106と 重複する。その平面形状は北側6.35

m,南で6.30m,そ して西で3.40m,東4.04mの不整形方形プランをなす。そしてその軸線を約

72° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 106号掘立柱建物遺構 (S B 106)第 32図

第32図 に示されたように,本建物はS B105,S Blllと 隣接する。その平面形状は北側の長さ

6.00m,南で5,74m,そ してその西側で3.74m,東で3.56mの少々不整形の方形プランをなす。

そして軸線を約63° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 109号掘立柱建物遺構 (S B109)第32図

第32図 にあるように本建物はSB■ 0と重複する。その平面形状は北側で3.42m,南で4.34m,

そして西側で5。 80m,東 5。 73mの少々不整形方形プランをなす。そしてその軸線を約35° 東方に

向けて建てられている。

床面は平坦であるが建物が重複しているから,その状況をとらえることが困難である。床面側

コーナーに1.5m× 80cln× 3 cmの 焼土と粘上が散乱していた。

第 104号掘立柱建物遺構 (S B104)第32図

本建物は本エリアのほぼ中央部に当り,第32図にあるとおり,S B105,SB■ 1と重複してい

る。その平面形状は北側の長さ6.45m,南側で7.00m,そ して西側3,95m,東4.63mの不整形方

形プランをなす。そして軸線を約79° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦であるが,他の建物が入りこんでいるため,はっきりとらえることはできない。

第 HO号掘立柱建物遺構 (S BHO)第 32図

第32図 に示されたように,本建物はS B109と 重なっており,そ の平面形状はその北側の長さ

4.38m,南で4.30m,そ して西側で5.67m,東5,78mの方形プランをなす。そしてその軸線を約

35° 東方にむけて建てられている。床面は平坦,少々軟らかい感じ。
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第32図 第104号′105号′106号′109号′110号′III号掘立柱建物遺構平面実測図

第 H8号掘立柱建物遺構 (S BH8)第 33図

第33図に示されたとおり,本建物はS Bl14の 西隣に存在する。その平面形状は北側の長さ

7.32m,南で7.52m,そ して西で6.56m,東6.33mの方形プランをなす。軸線は約10° 西にかた

むけて建てられている。

床面は平坦で軟らかく,床面北側コーナーに径1.5mの円形状に粘上の散乱をみた。

第 H4号掘立柱建物遺構 (SBH4)第 33図

第33図の示すように本建物は本遺跡西側面にある。その平面形状は,割合に規格の大きい,そ

して庇をもつ大型建物である。その本屋の北側の長さは7.40m,南で7.70m,そ して西側の長さ

8.00m,東 で7.80mと なる。庇の北の長さ9.42m,南 で10,00m,東9.84mと なり,方形状プラン

をなしている。軸線は約30° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい。床面西側に1.5m× 1.oOm× 2 cmぐ らいの粘土 と炭の散乱 したと

ころがあった。また,表彩として土師器片がみられた。なお,ピ ットの規格,及びその間尺につ

いては以下のとおりである。
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No 掘立柱住居址 ピッ トの規格   SB― ■4

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

27× 40

24X35
35X37
30× 43

44× 34× 56

27X38.5
27× 32

43× 35× 45

41× 37× 42

P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18

30X32
27× 43

31X33
30× 33

36× 28× 39

28× 30

45× 31× 43

39× 45

32× 35

P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25

33× X
37× 38

30× 35

26× 32

28× 33

32× 33

35× 51

No 厨立柱住居址 ピッ の規格  SB-114 屁

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

25× 21

23× 33

24× 41

27× 33.5

28× 22× 41

26× 32.5

30× 32.5
25× 35

P9
P10
P ll

P12
P13
P14
P15
plハ

30× 33.5

32× 26× 31

27X32
34× 31.5

30× 35

35X33X36.5

31× 35

23× 41

P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

28× 44

27× 36

33× 33

32X35.5
24× 33

25× 30

32× 24× 30

24× 22X31

No 掘立柱住居址の柱間の長さ SB-114
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9

７０

００

００

６８

８０

９０

瞭

P9-P10
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P16´～P17
P17-P18

５０

８０

８４

０６

５２

７５

９４

P18-P19
P19-P20
P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24′彰P25

５

０

０

０

０

０

９

９

０

８

９

０

血 掘立柱住居址の柱間の長さ SB-114
Pl～ P6
P6～ P ll

P ll― P16
P16-P21
P2～ P7
P7～ P12
P12～ P17

１０

００

８６

８６

・６

９０

９４

P17-P22
P3～ P8
P8～ P13
P13-P18
P18-P23
P4～ P9
P9′～P14

１０

２０

００

００

７０

２６

晰

２

２

２

２

１

２

１

P14-P19
P19-P24
P5-P10
P10-P15
P15-P20
P20-P25

０

０

０

０

０

０

８

８

４

０

８

８

No 掘立柱住居址の柱間の長さ (横 ) SB―■4 屁

Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3ア ～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
P6′ ～ P7
P7′ ～ P8
P8′ ～ P9

０５

７０

２０

９０

６８

９５

０５

３０

P9′ ― P10′

P10′ ～ Plr
P llア ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ― P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

９７

９０

８０

００

００

・５

８４

８２

P17′ ～ P18′

P18′ ′～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

８

１

８

９

９

９

１

１
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第33図 第114号′118号掘立柱建物遺構平面実測図

第 132号掘立柱建物遺構 (S B132)第34図

第34図に示すように本建物はSB■ 6を少々切りこんで建てられる。その平面形状は北側の長

さ6.20m,南6.74m,そ して西で8。 10m,東で7.50mの不整形方形プランをなす。その軸線を約

19° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦で固い。

第H7号掘立柱建物遺構 (SBH7)第 34図

第34図に示したとおり本建物はSB■ 7と 重なりあって建てられる。その平面形状は北の長さ

6.78m,南6.70m,そ して西側の長さ6.50m,東6.70mの少々不整形方形プランとなる。そして

その軸線を約21° 西方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。
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第 H6号掘立柱建物遺構 (SBH6)第 34図

第34図に示したとおり本建物はSB■7,S B132と 重なって建てられる。本住は庇をもつ大型

建物で,その平面形状についてみると,本屋北側の長さ9.76m,南9.92m,そ して西側で9。 46

m,東9.66mと なる。なお庇の形状を計測すると,その北側の長さ11.80m,南 11.60m,そ して

西11.70m,東で12.20と なり,本建物の形状は不整形の方形プランとなる。軸線は約88° 西方に

かたむけて建てられる。なお,床面の少々中央部に粘土,炭の散乱をみる。

床面は平坦で軟らかい。なお,ピ ットの規格と各ピットの間尺については下記にあげたとおり

である。

No 掘立柱住居址ピットの規格  SB一 唖

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12

28× 34

31X34
32× 36

30× 41X31.5

33× 31

34X36X35
31× 26.5

31× 36

28× 33

32× 35× 43

35× 36.5
30× 30

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

34× 32

31× 33

27× 33

31× 33

34X36.5
29× 31.5

29× 31

29× 38.5

37X34
31X32
27× 33

35× 35.5

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34

30× 32

33× 32

37× 34

37× 32

31× 33.5

31× 30.5

31× 34

38× 33

34× 30.5

37× 40

No 掘立柱住居址ピットの規格  SB-116塑
Pl′
P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

34× 33.5

25× 31.5

31× 37

27× 27

28× 37.5

37× 33.5

42× 34× 32

34X34X33.5

31× 29

29× 26.5

Plr
P12′

P13′

P14ア

P15′

P16′

P17′

P lg
P19′

P20′

26× 28

40× 28× 26

27× 27

30× 31

32× 37

31× 30.5

27× 29

30× 30

29× 31

26× 30

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

26× 24

32× 36.5

29× 29

26× 31.5

26× 29

25× 32

25X27
24× 35

血 孤立柱住居址の柱間の長さ ( ) SB-116
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P ll― P12
P12-P13

1.94

1.84

2.30

2.02

1.72

2.18

1.86

1.78

1.90
1 90

P13-P14
P14～ P15
P15-P16
P17-P18
P18～ P19
P19-P20
P20″彰P21
P21´ヤP22
P2卜 P24
P24-P25

2.08

1.80

1.94

1.88

1.88

1.94

1.78

1.96

2.10
1 9R

P25´～P26
P26-P27
P27-P28
P29-P30
P30-P31
P31-P32
P32-P33
P33-P34

1.74

1.72

2.00

2.12

1.80

1.80

1,70

1.92
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No 掘立柱仁居址の柱間の長 さ (縦 ) SB-116
Pl～ P ll

P ll― P17
P17-P23
P23-P29
P2～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30
P3～ P7

０８

・２

９０

８６

９５

９５

００

９０

７５

P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P4～ P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26
P26-P32
P5～ P9

ｎ
υ
　
民
υ
　
０
０
　
（
Ｖ
　
（
Ｖ
　
Ｅ
υ
　
７
ｒ
　
（
Ｖ
　
（
υ

P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27-P33
P6～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34

０

０

０

４

４

０

６

６

２

３

８

１

７

１

１

６

０

８

Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3′
P3′ ～ P4′

P4′ ～ P5ア
P5′ ～ P6′
P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8′

P8ア ～ P9′
P9′ ～ P10′

1.08

1.74

1.96

2.04

2.20

1.74

0。 90

0.90

2.05

P ll′ ～ Pl
P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P2r

1.75

2.10

1.76

1.16

0.96

2.08

1.62

1.90

1.92

P2r ～́P
P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24ア

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～́ P27′

P27′ ～ P28′

P28′  ～ Pl′

0.98
1,08

1.84

2.02

2.10

2.26

1,70

1.18
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第34図 第|16号′117号′132号掘立柱建物遺構平面実測図

第 H9号掘立柱建物遺構 (S BH9)第 35図

本建物は本エリアの少々中央部を占める。第35図にあるとおりS B129と 隣接している。その

平面形状は北側の長さ7.60m,そ の南で7.60m,そ して西側で7.30m,東は7.70mの不整形方形

プランをなす。軸線を72° 東の方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。床面北側コーナーに約径 3mの亘るおびただしい灰の散乱があった。

第 128号掘立柱建物遺構 (S B128)第 35図

第35図のとおり本建物はSB■9,S B129に隣接して建てられる。その平面形状は北の長さ

4.00m,南で3。 70m,そ して西で5.50m,東側では5.30mの 方形プランをなす。そして軸線を約

23° 西方へかたむけている。

床面は平坦で固い。
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第 129号掘立柱建物遺構 (S B129)第 35図

第35図 に示すように本建物はSB■9,S B130と 重複する。その平面形状はその北側の長さ

5.60m,南で5.55m,そ して西で7.40m,東は8,00mの少々不整形方形プランをなる。その軸線

を約22° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。床面に灰と炭とが厚さ 3 cmに 亘って散乱していた。

第 130号掘立柱建物遺構 (S B130)第35図

第35図の如く本建物はS B 129と 重複する。その平面形状は北側長さ5.60m,南で5,75m,そ

して西5.00m,東4.45mの方形プランをなす。軸線を約30° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦で固い。

第35図 第I19号′128号′129号′130号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 120号掘立柱建物遺構 (S B120)第36図

第36図に示されたとおり,本建物は本遺跡中央部の少々西側に存在しS B124に隣接する。そ

の平面形状は北側の長さ5.80m,南で5.75m,そ して西で3.60m,東は3.70mの方形プランをな

す。軸線を58° 西にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 121号掘立柱建物遺構 (S B121)第 36図

第36図の示すとおり本建物はS B122に 隣接する。その平面形状は北側の長さ7.22m,南 7.72

m,そ して西側で5.56m,東で5.43mの 不整形方形プランとなる。軸線を約22° 東にかたむけて

建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 122号掘立柱建物遺構 (S B122)第 36図

第36図の示すように本建物はS B121の 西隣にある。その平面形状は北側の長さ7.88m,南 で

8.26m,そ して西側の長さは7.97m,東で8.15mの 不整形方形プランをなす。軸線はほぼ52° 東

方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 124号掘立柱建物遺構 (S B124)第 36図

第36図の示すように本住はS B122と 重複する。その平面形状は北側7.30m,南で7.60m,そ

して西狽1で5。 60m,東は5.50mの少々不整形方形プランをなす。軸線を約22° 西方にかたむけて

建てられている。

床面は平坦で少々固い。
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第 125号 掘立柱建物遺構 (S B125)第37図

第37図に示されたように,本建物はS B123と 隣接する。その平面形状は北側の長さ4.00m,

南で3,90m,そ してその西側で5.50m,東で5.70mの 少々不整形の方形プランをなす。そしてそ

の軸線を26° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 123号掘立柱建物遺構 (S B123)第37図

第37図に示されたように,本建物はS B122,S B124,S B125と 一部分重なっている。その平

面形状は北側の長さ7.75m,南で7.60m,そ してその西側9,95m,東 10.60mの 少々不整形方形プ

ランをなす。そしてその軸線を約 5° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 126号掘立柱建物遺構 (S B126)第37図

第37図に示されたように,本建物はエリア中央部に位置し,S B123の 南に存在している。そ

の平面形状は北側の長さ4.00m,南で3.75m,そ して西で6.10m,東で6.00mの規格のよい方形

プランをなす。そしてその軸線を約56° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

∽
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第 140号掘立桂建物遺構 (S B140)第38図

第38図に示されたように,本建物はS B139と 重なる。なお,S B128と 隣接する。その平面形

状は北側の長さ6.10m,南で5,90m,西側で8.30m,東で8.30mの 少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約16° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 139号掘立柱建物遺構 (S B 139)第38図

第38図に示されたように,本建物はS B138,S B140と 重なる。その平面形状は北側の長さ

3.60m,南で3.70m,西側で6.30m,東で5,75mの少々不整の方形プランをなす。そしてその軸

線を約60° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 138号掘立柱建物遺構 (S B138)第38図

第38図に示されたように,本建物はS B137,S B139と 重なる。その平面形状は北側の長さ

5.50m,南で5.27m,西側3.20m,東で3.50mの 少々不整形の方形プランをなす。そしてその軸

線を約82° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 127号掘立柱建物遺構 (S B127)第38図

第38図に示されたように,本建物はS B128と 隣接する。その平面形状は北側の長さ5.50m,南

で6.20m,そ してその西側で3,80m,東で4.10mの少々不整形の方形プランをなす。そしてその

軸線を約35° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第38図 第127号サ138号′139号′140号掘立柱建物遺構平画実測図

第131号掘立柱建物遺構 (S B131)第39図

第39図に示されたように,本建物はエリアのほぼ中央部よりやや南方に位置し,SB■ 7,S

B130,S B136に 隣接する。

その平面形状は本屋の北側の長さ10.60m,南で10。 10m,そしてその西側で8.24m,東で7.40

mの規格のよい方形プランをなす。本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ12.90

m,南で11.80m,そ してその西側で10.50m,東翻 .60mと なる。そしてその軸線は約40° 西の

方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については以下のとおりとなる。
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No 掘立任仁居址 ビッ トの規格   SB-131
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

28× 32

27× 30
29× 29

29× 33
30× 37

28× 45

25× 27

28× 33

29× 33

25× 40

5
′
P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20

30× 30

28× 32

27× 28

27× 32

35X26X39.5

27× 33

26× 32

26× 29.5

25× 25.5

30× 30_5

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29

34× 45

28× 38

30× 30

28× 20

31× 32.5

24× 37

28× 29

29× 29

29× 30

No 孤豆任任居址 ビッ トの規格  SB-131 庇
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

34× 38

28× 36

33× 27

27× 29

25× 26

27× 28

31× 30

31× 32

29× 36

５

５

　

　

５

５

　

　

　

　

　

５

P10′

P ll′

P12′

P13ア

P14ア

P15′

P16′

P17′

P18′

30× 30

29× 35

27× 32.5

27× 32

24× 24

26× 22

25× 21

24× 23

31× 33

P19′

P20ア

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

27× 31.5

27X29.5
36X37
28× 27.5

36× 33

23× 22

26× 20× 24

29× 37.5

配 掘立柱住居址のたと間の長 さ q) S13-131
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10

０

０

８

８

０

１

８

２

８

３

２

８

３

９

２

つ
る

P10-P ll
P ll― P12
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P18-P19
P19-P20

И
仕
　
Ａ
Ｖ
　
Ｏ
υ
　
０
０
　
●
０
　
刀
４
　
●
ｂ
　
〔
υ

８

３

７

６

７

２

８

２

１

２

１

４

１

２

１

２

P20-P21
P21-P22
P22´～P23
P24-P25
P25-P26
P26′～P27
P27-P28
P28-P29

２

８

０

８

０

３

７

２

陥 掘立柱住居址の i間の長 さ SB-131
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P18
P18-P24
P2～ P8
P8～ P14
P14-P19
P19-P25

０

５

２

６

２

０

３

５

１

９

１

０

４

６

２

０

P3～ P9
P9～ P20
P20-P26
P4～ P10
P10-P15
P15´～P21
P21-P27
P5～ P ll

４

６

０

０

９

９

０

０

P ll― P16
P16-P22
P22-P28
P6～ P12
P12-P17
P17-P23
P23-P29

７

９

９

７

０

７

９
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配 己立柱住居址の柱間の長 さ  SB-131 屁

Pl′ ― P2′
P2′ ― P3′
P3′ ― P4′
P4′ ～ P5′
P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7′
P7′ ― P8′
P8′ ～ P9′

P9′ ― P10′

1.10

1.84

2.40

2.27

1.80

2.40

1.04

1.13

1.78

P10′ ― Pll′

Plr～ P12′

P12′ ― P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16ア

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

PlR′ ～ P10′

1.35

2.35

1.82

1.14

0.94

2.20

1,70

2.20
2 00

P19ア ～ P20′

P20′ ～ P21′

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ′～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ Pl′

1.80

0.90
1.04

2.18

2.00

1.98

2.07

1.24

第 136号掘立柱建物遺構 (S B136)第39図

第39図に示されたように,本建物はS B131,S B 137と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

3.54m,南で3.55m,そ してその西側で5.80m,東で5.60mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約10° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々軟らかい。そのピットの規格及び間尺については第39図のとおりである。

第 137号掘立柱建物遺構 (S B137)第39図

第39図に示されたように,本建物はS B136,S B138と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

3.75m,南で3.90m,そ してその西側で5.42m,東で3.23mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約33° 東の方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 :33号掘立桂建物遺構 (S B133)第40図

本建物はエリアのほぼ中央部に位置し,S B134,S B133と 重なる。その平面形状は本屋の北

側の長さ10.40m,南 10.00m,西 9,70m,東9.50mの 規格のよい方形プランをなす。本建造物は

庇を有する大建造物でその庇の北側の長さ10.40m,南10.00m,西 11,90m,東 ■.50mと なる。

そしてその軸線は55° 東の方向にかたむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

血 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-133
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12

26× 29.5

36× 26

30× 31

28× 29.5

28× 28.5

29× 28.5

30× 29.5

31× 31

28× 29.5

32× 29.5

33× 31.5
Rl×£∩

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

37× 32

26× 28

32× 30

31× 31

32× 29

28× 29

38× 31

37× 30

29× 28

32× 29

31× 28

33X28

５

　

　

　

　

　

　

　

５

５

　
　
　

５

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36

34× 31

35× 30

31× 28

49X36× 33

27× X
28× 27.5

31× 28

36× 28.5

33× 26

32× 26

33× 30.5

28× 29

血 掘立柱住居址 ピッ の規格   SB-133 屁

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

28× 30.5

28× 29

28× 27

30× 61× 26.5

28× 30

29× 30

29× 28

33X30.5
27× 29

P10′

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17ア

P18′

29× 29

26× 29

29X30
83× 32× 35

33× 32.5

39× 29

31× 26

29× 26

38× 29.5

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

29× 26

30× 27.5

31× 30

27× 32

27× 33

28× 30

27× 27.5

28× 27

No 裾 立 梓 住 居址 の柱 間 の長 さ SB-133
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll″彰P12

２０

２０

３０

０３

８５

２０

１４

・２

９２

０５

２

２

２

２

１

２

２

２

１

２

P13～ P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

２０

９０

１８

８４

・０

・６

・５

８３

８０

Ｍ

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31′～P32
P32-P33
P33-P34
P34´～P35
P35-P36

６

５

０

０

６

８

５

２

８

０

０

９

１

８

９

２

９

８

７

２
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No 掘立任仁居址の ≧間の長さ (縦) SB-133
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P25-P31
P2～ P8
P8～ P14
P14～ P20
P20-P26
P26-P32

０５

００

９０

２０

４５

・０

００

９０

２０

ｍ

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27-P33
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34

０５

・９

８５

００

６４

００

０８

９７

８８

７８

P5′～P ll

P ll― P7
P7～ P23
P23-P29
P29-P35
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24～ P30
P30-P36

８３

２０

２０

７０

５０

７０

１３

２０

９０

６０

配 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横) SB-133 庇

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10

２０

９０

００

２６

８５

０４

０７

９０

８０

１

１

２

２

１

２

１

０

１

P10-P ll
P ll― P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P18-P19

０

５

０

０

７

６

２

６

∩

３

８

５

１

８

３

８

７

∩

P19-P20
P20-P21
P21′～ P22
P22-P23
P23-P24
P24-P25
P25-P26
P26-Pl′

０

７

６

８

５

６

２

０

２

０

２

１

２

１

２

１

第 i34号掘立柱建物遺構 (S B 134)第40図

本建物はエリアのほぼ中央部に位置し,S B133,S B134と 重なる。その平面形状は本屋の北

側の長さ3.55m,南3.80m,西5.00m,東 5。 25mの不整形方形プランをなす。そして軸線を約

44° 東にむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかく,床面北側に灰の散乱をみる。ピットの規格,及び間尺については第40

図のとおりである。
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第 135号掘立柱建物遺構 (S B135)第41図

第41図に示されたように,エ リア中央部よりやや南方に位置し,S B133, S B 134と 隣接す

る。その平面形状は北側の長さ11.60m,南で■.75m,そ して西側で9,62m,東 で10.20mの規格

のよい方形プランをなす。本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ13.40m,南 で

14.00m,そ して西側で11.35m,東で12.20mと なる。そしてその軸線は80° 東の方向にかたむけ

ている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については以下のとおりとなる。
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配 掘立柱fIM址ピッ トの規格  SB-135
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

・４

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

33× 34

36× 34

28× 30

23× X
28× 34

26× 35

26× 50

34× 33

31× 27

27× 28

28× 16

29× 33

29× 41

28× 30

P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27

'9R

32× 30

28× 34

29× 33

26× 18

28× 30

28× 27

26X31
29× 28

30× 31

28× 25

27× 28

28× 34

27× 30

25× 31

５

　

　

　

　

　

５

　
　
　

５

５

　

　

　

　

　

　

　

５

５

P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36
P37
P38
P39
P40
P41

34× 29

33× 29

26× 38

28× 30

25× 24

28× 34

30× 29

28× 30

25× 35

28× 34

28X33
27× 33

26× 38.5

配 掘立柱住居址ピットの規格   SB-135 尻

Pl′

P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
P10′

32X38
30× 30

31× 28

24× 26.5

27× 24

27× 28

25× 46

27× 24

26× 29.5

26× 26

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

P,∩′

27× 27

25× 25

28× 31

26× 25

26× X
23× 34

26× 27

28× 32

28× X
26× 25

５

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

P21′

P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

P29′

P30′

26× 26.5

30× 28

28× 34

25× 41

24× X
35× 29

28X28.5
83× 31× 33

29× 28

49× 36× 33

血 掘 立柱 住 居址 の の長 さ ( ) SB-135
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12
P12-P13
P13-P14

・３

７６

９５

０４

８５

９０

９５

９０

００

０４

９０

９２

P15-P16
P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19-P20
P20-P21
P22-P23
P23-P24
P24-P25
P25-P26
P26-P27
P27-P28

90

2.63

1.50

2.10

1.90

2.10

1.85

2.00

2.05

2.17

1.78

2.10

P29-P30
P30-P31
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P35-P36
P36-P37
P37-P38
P38´～P39
P39-P40
P40-P41

８０

００

１０

０５

９４

８０

００

１０

２０

８０

８４

１

２

２

２

３

１

２

２

２

１

１
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配 掘立柱住居址の柱間の長さ SB-135
Pl～ P8
P8～ P15
P15-P22
P22-P29
P29′一P35
P2-P19
P19′～P16
P16-P23
P23-P30
P30-P36
P3～ P10
P10-P17

３５

５０

３５

７０

２８

２５

４０

６６

７０

１０

２０

７５

２

２

１

１

２

２

２

１

１

２

２

１

P17-P24
P24-P31
P31-P37
P4～ P■
P ll― P18
P18-P25
P25-P32
P32-P38
P5´～P12
P12-P19
P19-P25
P25-P33

４０

７７

・０

・０

３０

７７

８０

１０

００

２５

９０

８０

P33-P39
P6～ P13
P13-P20
P20-P27
P27-P40
P7～ P14
P14-P21
P21′一P28
P28-P34
P34-P41

００

８５

・５

００

８０

７２

０４

・６

８５

８５

つ
々
　
１
■
　
つ
る
　
０
る
　
Ｏ
υ

「
上
　
の
と
　
つ
ね
　
■
■
　
■
■

血 居址の柱間の長さ  SB-135 庇

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll

９０

１０

７２

８５

０５

９０

８０

００

８２

３０

P ll～ P12
P12-P13
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P18-P19
P19-P20
P20-P21

９０

１６

００

７５

８５

・０

７０

９５

２０

３０

P21-P22
P22-P23
P23-P24
P24-P25
P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P30-Pl′

００

７０

１０

９０

２５

６５

３５

５０

７０

００
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第 141号掘立柱建物遺構 (S B141)第42図

第42図に示されてたように,本建物はS B142,S B204,と 隣接する。その平面形状は北側の

長さ3.85m,南で3.70m,そ してその西で6.10m,東で6.20mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約10° 東の方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 142号掘立桂建物遺構 (S B142)第42図

第42図に示されたように,本建物はS B141,S B 143と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

5.80m,南で5.60m,そ してその西側で4.04m,東で3.70mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸約55° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 143号掘立柱建物遺構 (S B143)第42図

第42図 に示されたように,本建物はS B144と 一部重なりS B145と 隣接する。その平面形状は

北側の長さ6.50m,南で6.20m,そ してその西側で3.86m,東で4.20mの少々不整形の方形プラ

ンをなす。そしてその軸線を約78° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 144号掘立柱建物遺構 (S B144)第42図

第42図に示されたように,本建物はS B143,S B145と 重なる。その平面形状は北側の長さ

4.20m,南で4.02m,そ してその西側で5.80m,東で6.10mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸約10° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 145号掘立柱建物遺構 (S B145)第42図

第42図に示されたように,本建物はS B144と 重なりS B143と 隣接する。その平面形状は北側

の長さ5,94m,南で5.70m,そ してその西側で3.84m,東で3.80mの少々不整形の方形プランを

なす。そしてその軸線を約72° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々回い。
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第204号掘立柱建物遺構 (S B204)第 42図

第42図に示されたように,本建物はS B141と 隣接する。その平面形状は北側の長さ4.10m,

南で4.18m,そ してその西側で5.90m,東で6.38mの少々不整形の方形プランをなす。そしてそ

の軸線を約20° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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イ‐訴キ

第42図 第141号′142号′143号′144号サ145号 ,204号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 150号掘立柱建物遺構 (S B150)第43図

本建物はS B148,S B 149の 近 くにある。その平面形状は北の長さ3.66m,南で3.88m,そ し

て西5.80m,東の方で5。 82mの方形プランをなす。そしてその軸線を32° 東の方に向けて建てら

れている。

床面は平坦で固い。

第 149号掘立柱建物遺構 (S B149)第43図

第41図に示されるように本建物はS B148と 重複する。その平面形状は北の長さ5.84m,南 で

5.80m,そ して西7.82m,東で7.90mの 方形プランをなす。そしてその軸線を約58° 西方にむけ

て建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 148号掘立柱建物遺構 (S B148)第43図

本建物はエリア中央の北側に位置する。そしてS B149と 重なっている。その平面形状は北の

長さ7.94m,南で7.84m,そ して西7.78m,東7.70mの方形プランをなす。そしてその軸線を約

33° 西方にかたむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

-131-



めい
一が

謬
0   1   2m

―

第43図 第148号′149号′150号掘立柱建物遺構平面実測図

第 155号掘立柱建物遺構 (S B155)第44図

第44図 に示されたように,本建物はS B151,S B152と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

8.54m,南で8.12m,そ してその西側で5。 74m,東で5.64mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約39° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 152号掘立柱建物遺構 (S B152)第44図

第44図 に示されたように,本建物はS B151,S B155と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

8.68m,南で8.76m,そ してその西で5.52m,東で5,64mの 少々不整形の方形プランをなす。そ

してその軸線を約32° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 151号掘立柱建物遺構 (S B151)第44図

第44図 に示されたように,本建物はS B152,S B155と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

7.68m,南で7.76m,そ してその西側で5,74m,東で5.82mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約56° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第151号′152号′155号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 153号掘立柱建物遺構 (S B 153)第 45図

第45図が示すように本建物はS B210,S B154と 重なる。本建物は全面に庇を有する建物で
,

その平面形状は本屋で北側の長さ7.00m,南で6.00m,そ して西9.50m,東は8,70mの 不整形方

形プランをなす。そしてその軸線を約70° 西方に向けて建てられている。なお庇の北側の長さ

9。 10m,南で7.90m,そ して西側で11.50m,東 10。 70mと なる。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格及び間尺については下記のとおりとなる。なお,床面表

彩で鉄片と須恵片がみられた。

配 犯立柱仁居址 ピッ トの規格  SB-153
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7

40× 35

40× 35

40× 33

40× 38

37× 34

36× 33.5
R氏 ×RR

P8
P9
P10
P ll

P12
P13
P14

38× 30

48× 37

32× 36

34× 34

40× 30

40× 28

31× 32

P15
P16
P17
P18
P19
P20

30× 34

35× 30

40× 30

43× 32

40× 32

35× 30

No 立柱住居址 ビッ の規格   SB-153 庇

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

43X33
42× 30

37× 31

40× 35

34× 27

39× 35

37× 30
37× 32

P9′
P10′

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

Plハ
′

38× 33

35× 28

38× 30

40× 32

35× 29

37× 30

35× 30

32× 28

P17ア

P18′

P19ア

P20′

P2r
P22′

45× 37

32X29
38× 30

35× 29

37× 28

38X30

No 掘立柱仁居址の柱間の長 さ (横) SB-153
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P5～ P6
P6～ P7

2.30

2.50

2.20

2.15
2 R5

P7～ P8
P9～ P10
P10-P ll
P ll´一P12
PlR～ P14

2.30

1.90

2.20

2.20
2_00

P14-P15
P15´～P16
P17-P18
P18-P19
P19-P20

2.10

2.10

2.12

1.80
2_07

No 掘立柱仁居址の柱間の長 さ (縦) SB-153
Pl～ P5
P5～ P9
P9～ P13
P13-P17
P2～ P6
P6´～P10

2.25

2.30

2.10

2.00

2.50

2.23

P10-P14
P14-P18
P3～ P7
P7～ P ll

P ll― P15
P15-P19

2.05

2.05

2.60

2.20

2.30

2.00

P4～ P8
P8～ P12
P12-P16
P16-P20

2.20

2.70

2.30

2.20
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血 SB-153 屁掘立柱住居址の柱間の長さ (横 )

Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3′ ～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
P6ア ～ P7
P7′ ～ P8

９０

３４

６０

２０

００

００

３０

０

２

２

２

１

１

２

P8′ ～ P9′

P9′ ― P10′

P10′ ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

３５

２３

００

・２

２０

７０

８６

２

２

２

１

１

１

１

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17ア

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P2r
P21′ ～ P22′

００

０５

０５

００

・５

３０

１５

ｍ

Ｎ
′
で
Ｆ
‐
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第 161号掘立柱建物遺構 (S B 161)第46図

第46図に示されたように,本建物はS B160と 重なる。その平面形状は北側の長さ4.60m,南

で3.80m,そ してその西側で6.35m,東で6.35mの 少々不整形の方形プランをなす。そして軸線

を約39° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 160号掘立柱建物遺構 (S B160)第46図

第46図に示されたように,本建物はS B158,S B159,S B161と 隣接する。その平面形状は本

屋の北側の長さ■.60m,南で11.50m,そ して西で8.05m,東で10.40mの規格のよい方形プラン

をなす。本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ13.80m,南 で13.50mそ してその

西側で9。 80m,東で10.40mと なる。そしてその軸線は約88° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格及び間尺については下記のとおりである。

配 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-160
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll
pl,

40× 36.5

33× 29

36X38
37× 38

33× 37

35× 35

36X33.5
32× 31

33× 32

30× 29

31× 32
q打 )(Ra

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

34× 36

32× 39

38× 37

36× 32.5

37× 38

34× 29.5

35× 36

34× 40

33× 32

31× 34

30× 29

31× 29

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34

30× 30

32× 38

86× 34

32× 34

33X32
34× 29

33× 38

29× 36

33× 35

33× 36

配 掘立杜仁居址 ピッ トの規格   SB-160 比

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10

26× 29

28× 29

32X30
31× 34

29× 34

33× 34

30× 30

31× 32

40X32
31× 28

P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20

30× 29

31X32.5
30× 31

29× 29

28× 26

23× 29

30× 31

32× 34

32× 34

39× 28

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28

33× 32

31× 28

30× 30

31× 32

33× 29

34× 32

31× 29

30× 27
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No 掘立任仁居址の 象の 岳 さ  (橋 ) SR― 司6f〕

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7
P8-P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12

1.95

1.85

2.00

2 05

1.87

1.90

2.05

1.92

4.27

1.53

P12-P13
P14-P15
P15-P16
P16´～P17
P17-P18
P18-P19
P19-P20
P21´彰P22
P22-P23
P23-P24

1.83

2.00

1.90

1.72

2.05

1.88

2.00

2.03

1.90

1,90

P24-P25
P25-P26
P26-P27
P28-P29
P29-P30
P30-P31
P31-P32
P32-P33
P33-P34

2.07

1.27

2.30

2.07

2.10

1.80

1.70

2.20

1.60

No 掘立柱住居址の の長さ 9 ) SB-160
Pl～ P8
P8～ P14
P14-P21
P21～ P28
P2～ P9
P9～ P15
P15-P22
P22-P29
P3～ P10

1.90

2.14

2.10

1.90

1.92

2.10

1.96

2.10

2.05

P10′一P16
P16-P23
P23-P30
P4～ P17
P17-P24
P24-P31
P5-P ll
P ll´～P18
P18-P25

2.04

2.06

2.03

4.17

2.08

2.00

2.30

2.20

1.85

P25-P32
P6～ P12
P12-P19
P19-P26
P26-P33
P7～ P13
P13-P20
P20-P27
P27-P34

2.10

2.30

2.15

2.10

2.00

2.45

2.10

2.05
l RII

配 掘立柱fIS址の柱間の長 さ (横) SB-160 庇

PIア ～ P2ア
P2ア ～ P3′
P3ア ～ P4ア

P4′ ― P5ア

P5′ ～ P6′
P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8′

P8′ ～ P9′

P9′ ― P10′

P10′ ～ P ll′

1.03

1.95

1.80

2.13

1.87

2.06

1.85

1.10

1.08

2 28

Plr ～ P12′

P12ア ～ P13′

P13′ ～́ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ― P2r

2.20

2.00

1.84

1.00

1.10

1.60

1.90

1.96

2.00

2.04

P2r～ P22′

P22′ ～ P23′

P23ア ～ P24ア

P24′ ～ P25ア

P25′ ― P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ P29′

1.93

1.00

0.82

2.00

1.94

2.45

1.66

1.13

第 159号掘立柱建物遺構 (S B159)第46図

第46図に示されたように,本建物はS B158,S B160と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

4.00m,南で4.00m,そ してその西側で6.30m,東で6.20mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約49° 西にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 158号掘立柱建物遺構 (S B158)第46図

第46図に示されたように,本建物にS B 159,S B160と 重なる。その平面形状は北側の長さ

5,90m,南で6.00m,そ してその西で3.80m,東で4.10mの 少々不整形の方形プランをなす。そ

してその軸線を約65° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 157号掘立柱建物遺構 (S B157)第46図            ｀

第46図に示されたように,本建物はS B156と 重なる。 S B 158と 隣接する。その平面形状は北

側の長さ6.20m,南で6.40m,そ してその西側で4.10m,東で3.60mの少々不整形方形プランを

なす。そしてその軸線を約34° 東方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 156号掘立柱建物遺構 (S B156)第 46図

第46図に示されたように,本建物はS B157と 重なる。その平面形状は北側の長さ3.94m,南

で3.97m,そ してその西側で6.00m,東で5.90mの少々不整形方形プランをなす。そしてその軸

線を約74° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第46図 第156号′157号′158号′159号′160号′161号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 162号掘立柱建物遺構 (S B162)第47図

第47図に示されたように,本建物はS B 163,

6.20m,南 で6.06m,そ してその西側で8.56m,

そしてその軸線を約26° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

S B164と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

東で9.04mの 少々不整形の方形プランをなす。

第 163号掘立柱建物遺構 (S B163)第47図

第47図に示されたように,本建物はS B164と 重なる。その平面形状は北側の長さ6.10m,南

で6.00m,そ してその西側で8.40m,東で8.10mの 少々不整形の方形プランをなす。そしてその

軸線は約43° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 164号掘立柱建物遺構 (S B164)第47図

第47図に示されたように,本建物はS B163と 重なる。その平面形状は北側の長さ4.05m,南

で3.95m,そ してその西側で6.10m,東で6.00mの少々不整形の方形プランをなす。そしてその

軸線を約13° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第47図 第162号ザ163号,164号掘立桂建物遺構平面実沢J図
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第 174号掘立柱建物遺構 (S B174)第48図

本住はS B172,S B173と 重複している。その平面形状は北側の長さ6.06m,南5.98m,そ し

て西3.78m,東で3.74mの少々不整形方形プランをなす。なお,その庇は北側で9.80m,そ の南

は10.00m,そ して西側で7.60m,東は8,20mと なる。そしてその軸線を約80° 東方に向けて建て

られている。

床面は平坦で軟らかい。

第 173号掘立柱建物遺構 (S B 173)第48図

本建物はS B172,S B171,S B 174と 重複する。本建物 も両面に庇を有する建造物で,その平

面形状をみると,本屋の北側の長さ9.80m,南で9。 16m,そ して西10.10m,東 は10.80mの不整

形方形プランをなす。そしてその軸線を約20° 西方にむけて建てられている。

床面は平坦で軟らかく,床面からは表彩で土師器片がみられた。ピットの規格や間尺について

は,下言己のとおりとなる。

No 掘立柱住居址 ピッ トの規格   SB-173
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12

27× 30

29× 29.5
29× 22

29× 27.5

28× 28.5

28× 33

29× 37.5

29× 28.5

28× 22

29× 44

28× 17

28× 24.5

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

26× 22

34× 33

30× 19

28× 28

29× 19

26× 30

32× 29

28× 29

31X18
27× 31

27× 32

28× 29

5

5

5

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36

30× 29

27× 28

28× 26.5

30× 26

28× 32

27× 27

26× 23

26× 26

26× 15

29X20
26× 19.5

30× 25

27× 22

26× 25

28× 26.5

26× 24.5

27× 26.5

26× 23.5

28× 22

27× 23.5

P10′

P ll′

P12′

P13′

P14ア

P15′

P16ア

P17′

29× 30

29× 32

30× 28

28× 26
29× 28

32× 26

28× 30

27× 27

P19′

P20′

P21′

P22′

P23′

P24′

P25ア

P26ア

30× 22

30× 30

30× 32

29× 30

29× 23

30× 22

30× 21

44× 37× 35

Pl′
P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
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No 掘立任仁居址の柱間の長 さ (横 ) SB-173
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12

医
υ
　

７
‘
　
（
υ

　
（
υ

　
ｎ
υ
　

民
υ
　

民
υ
　
Ａ
ｖ

　
つ
υ
　
Ａ
υ

８

１

４

３

１

９

８

５

７

７

１

２

２

２

２

１

１

２

１

２

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

０

０

５

７

５

０

０

０

０

７

８

９

１

２

２

７

２

１

１

１

１

一１

２

２

２

１

２

２

２

２

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34′～P35
P35-P36

３

０

５

８

０

０

７

７

７

２

８

２

０

０

１

９

１

９

１

９

血 掘立柱住居址の柱 FHFの長 さ (縦 ) SB-173
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P25-P31
P2～ P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26
P26´一P32

０

５

０

５

５

０

０

５

０

６

９

８

１

０

９

７

９

２

０

９

P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21´一P27
P27-P33
P4´～P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34

７

６

０

８

５

０

５

０

０

５

４

３

７

０

９

７

９

４

５

０

１

２

１

２

１

１

１

２

１

２

P5～ P ll

P ll― P17
P17-P23
P23-P29
P29-P35
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30
P30´一P36

７

０

０

７

８

７

８

０

７

９

No 掘立柱倒 腎址の柱間の長 さ (横 ) SB-173 屁

Pl′ ― P2′
P2′ ～ P3′
P3ア ～ P4ア
P4′ ～ P5′
P5′ ～ P6′
P6′ ～ P7′
P7′ ～ P8′
P8ア ～ P9′
P9′ ― P10′

０

５

２

０

５

５

０

８

∩

２

７

２

５

８

８

１

７

０

P10′ ～ Plr
Plr～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15/～ P16′

P16′ ― P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

５

５

２

０

０

５

４

０

２

９

，

１
■

■
■

「上

「上

「上

ツ^

一

９

，

つ
々

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P2r
P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ― P25′

P25′ ～ P26′

P26ア ～ P27ア

P27′ ～ Pl′

０

０

０

５

５

４

６

０

０

８

２

１

６

０

４

８

９

０

第 172号掘立柱建物遺構 (S B172)第 48図

本建物はS B173,S B171と 重複している。その平面形状は北側の長さ3.94m,南 も3.94m,

そして西,東共に4.60mの規格の整った方形プランをなす。そしてその軸線を約30° 西にかたむ

けて建てられている。

床面は平坦で少々固く,床面表彩で土師器片がみられた。
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第 171号掘立柱建物遺構 (S B171)第 48図

本建物は本エリア東南部に存在する。そしてS B172,S B 173と 重複する。本建物は全面に庇

を有する大建造物で,その平面形状はその本屋で北側の長さ12.00m,南 11.92m,そ して西側の

長さ8.40m,東側8.00mの 不整形方形プランをなす。軸線を約80° 東方にかたむけて建てられて

いる。

床面は平坦で軟らかい。なお,床面に径 2m,厚 2 cmの 灰,炭の散乱がみられた。ピットの規

格及び間尺については下記のとおりとなる。

No 掘立柱住居址 ピッ トの規格   SB-171
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10

29× 44

26× 36

30× 36

28× 30

26× 27X38.5

25× 24.5

38× 31× 33

23× 20

26× 25.5

27× 31

P ll

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20

29× 28

29× 42

24× 23

29× 30

29× 21

27× 27

25× 30

29× 29

24× 27.5
,A〉〈R4 5

P21
P22
P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29

27× 25

28× 31

26× 28

28× 30

28× 26

26× 30

25× 31

27X30
29× 32

５

　

　

　

　

　

５

５

　
　
　

５

　

　

５

詭 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-171 屁

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
PR

28× 29

29× 24

26× 45

28× 23

27× 29

24× 32

25× 28

26× 27

５

　

　

　

　

　

５

５

P9′
P10′

Plr
P12ア

P13′

P14′

P15ア

P16′

27× 22

27X33
25× 26

27× 33

28× 21

26× 27

28× 30

25× 22

P17ア

P18′

P19′

P20′

P21′

P22ア

P23′

25× 25

29× 23

30× 31

27× 33.5

29× 34

28× 28

30× 29.5

血 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-171
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9-P10

６２

８７

２０

３６

９２

７２

００

如

１

１

２

２

３

１

２

２

P10-P ll
P ll― P12
P12-P13
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17″一P18
P18-P19

２０

１６

７８

５０

９４

８０

９０

９０

P20-P21
P21-P22
P22´～P23
P24´～P25
P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29

４

０

６

５

０

０

５

４

６

０

８

１

１

１

０

５

刀
４
　
（ツ
ク
　
医
υ
　
つ
る
　
つ
々
　
つ
な
　
つ
る
　
Ｏ
υ

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ (縦 ) SB-171
Pl～ P7
P7～ P14
P14-P20
P20-P24
P2～ P8
P8′～P15
P15-P25
P3～ P9

８５

６０

１６

９０

８８

８４

７０

蛹

P9´～P21
P21-P26
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P27
P5～ P■
P ll― P17

２４

・４

８５

４０

６２

４０

００

９６

つ
０
　
●
υ
　
■
■
　
●
る
　
ヽ
よ
　
う
る
　
０
と
　
■
■

P17-P28
P12-P18
P6～ P13
P13-P19
P19-P23
P23-P29

２

２

０

１

８

９
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血 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-171 庇

Pl′ ～ P2
P2′ ～ P3
P3′ ～ P4
P4′ ～ P5
P5′ ～ P6
P6′ ～ P7
P7′ ～ P8
P8′ ～ P9

１０

６５

・０

２５

・５

００

００

・０

１

１

４

２

４

２

２

２

P9ア ー P10′

P10′ ～ Plr
Plr～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ ― P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17ア

８５

９５

５０

８５

７０

８６

２５

９５

１
■
　
１
■
　
１
■
　
（
υ
　
Ｏ
υ
　
ｌ
■
　
う
と
　
■
■

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19′ ～ P20′

P20′ ～ P21′

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

５

４

０

２

２

０

３

９

１

４

１

１

７

８

１

１

１

２

４

１

０

‡す

Ｊ

に
―

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

Ｉ

Ｊ

竹

‐
―
―
―
Ｉ

Ｊ
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―

―
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園
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第48図 第171号′172号′173号′174号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 180号掘立柱建物遺構 (S B 180)第 49図

第49図に示されたように,本建物はS B178と 隣接する。その平面形状は北側の長さ3.86m,

南は不明,その西側は不明。南で6.40mの 少々不整形方形プランをしている。そしてその軸線を

約75° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 179号掘立柱建物遺構 (S B179)第49図

第49図に示されたように,本建物はS B177と 重なっている。その平面形状は北側の長さ5。 90

m,南で5.84m,そ してその西で3.80m,東3.40mの 方形プランをなす。そして軸線を約84° 東

方に向けて建てられている。

床面は平坦で少々固い。

第 178号掘立柱建物遺構 (S B178)第 49図

第49図に示されるように,本建物はS B177と 重複する。その平面形状は北側の長さ3.94m,

南で3.84m,そ して西で6.12m,東6.04mの 方形プランをなす。そしてその軸線は約33° 東方に

向けて建てられている。

床面は平坦で少々軟らかい感じ。

第 177号掘立柱建物遺構 (S B177)第49図

第49図に示すように本建物はS B178と 重なる。その平面形状は北側本屋で8.00m,そ の南側

で8.12m,そ して西側で8.00m,東7.44mの 方形プランをなす。本建物は全面に庇を有するが ,

その北側の長さ9.80m,南側S.90m,そ して西で10.20m,東9。 60mと なる。なお,本建物は軸

線を約44° 東方に向けて建てられている。

本建物はS B178と 重複しており,床面は少々平坦で軟らかい。なお,ピ ットの規格及び間尺に

つていは下記のとおりである。

No 弼豆任41E址ビッ トの規格  SB-177
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
PR

30× 26

31× 28.5

30× 26

33× 26.5

30× 25

36× 32

25× X
32× 26

P9
P10
P ll

P12
P13
P14
P15
P16

31× 28

34× 29

32× 27

30× 25.5

39× 32× 31

28× 26.5

31× 26

31× 30.5

P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23

30× 27

33× 28.5

34× 25.5

35× 41

32× 28

28× 24

30× 25.5
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No 二居址 ピッ の規格   SB-177 屁
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8

30× 30.5

32X31
33× 29

34× 29

27× 26.5

31× 25.5

29× 26.5

31× 35.5

P9ア
P10′

P ll′

P12ア

P13′

P14′

P15ア

P16′

30× 28

30× 29

30× 26.5

28× 22

31× 25.5

30× 25

32X27
33× 24.5

P17′

P18ア

P19′

P20′

P2r
P22′

P23′

P24′

41× 35× 28

35× 32

30× 24

32× 24.5

30× 28

30× 29

32× 31

32× 29

No 掘立柱仁居址の と間の長 さ ( 煮) SB-177
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P6～ P7
P7～ P8

1.40

2.28

2!20

2.04

2.02
2^38

P8～ P9
P10～ P ll

P ll～ P12
P12-P13
P14-P15
P15-P16

1.92

3.90
2.60

1.84

1.50

2.54

P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23

2.20

1.82

2.02

2.00

2.14

1.96

No 掘立柱住居址の 主間の長 さ 9 SB-177
Pl～ P10
P10-P14
P14-P19
P2～ P6
P6-P15
P15-P20

4.60

2.02

1.76

1.96

4.03

2.10

P3～ P7
P7～ P ll

P ll― P16
P16-P21
P4～ P8
P8～ P12

1.74

2.16

2.12

1.96

1.76
, lA

配 掘立任仁居址の柱間の長 さ (横) SB-177
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P6～ P7

1.00

1.50

2.30

2.30

1.85
0 90

P7´～P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12
P12-P13

0。 90

1.90

1.75

2.10

2.10

0.90

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17′～P18
P18-P19

0。 90

1.74

2.30

2.05

1.95

1.02

第 176号掘立柱建物遺構 (S B176)第49図

第49図に示されたとおり,本建物はS B175と 重複する。その平面形状は北側の長さ3.98m,

南で3.58m,そ してその西側で4.66m,東4.38mの不整形方形プランをなす。その軸線を約41°

西方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々画い。

第 175号掘立柱建物遺構 (S B175)第49図

本建物は本エリアの北東部に存在し,S B176と 重複する。その平面形状は北側長さ3.40m,

南で3.72m,そ してその西側で5.72m,東5.54mの割合に小規格の方形プランである。その軸線

を約44° 東方にむけて建てられている。

床面は平坦で少々固い。ピットの規格及び間尺については,お よそ第49図のとおりとなる。
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第49図 第175号サ176号′177号′178号′179号′180E掘立柱建物遺構平面実測図

第 181号掘立柱建物遺構 (S B 181)第 50図

第50図に示されたように,本建物はS B173,S B179と 一部重なる。その平面形状は本屋の北

側の長さ10.00m,南 で9。 90m,そ して西で9.70m,東で9.00mの規格のよい方形プランをなす。

本建物は庇を有する大建造物で,そ の庇の北側の長さ12.10m,南 で12.15m,そ してその西で

12.25m,東で11,35mと なる。そしてその軸線は約 5° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

配 掘立柱住居址ピットの規格  SB-181
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

P12

33× 19

31× 22

31× 26

31X39X24.5

31× X
30× 20

29× X
31× 20

30× 25.5

27× 30.5

28× 27

27× 27

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

28× X
29× 29

32× 21.5

31× 31

30× 19

34× 20.5

30× 21

33× 24

32× 24

28× 25.5

30× 20

32× 20_5

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36

33× 32.5

33× 24

33× 23

29× 26

28× 23

27× 23

32× 25

30× 20

28× 25.5

32× 25

27X30
31× 35
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No □立柱住居址ピットの規格  SB-181 屁

Pl′
P2′
P3′
P4ア
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
Pl∩′

32× 24

31× 23

29× 22

31× 31

29× 28

30× 32

32× 19

31× 25

32X27X255
30× 36.5

Plr
P12′

P13′

P14ア

P15ア

P16′

P17′

P18′

P19′

P20′

32× 20

28× 30

31× 20

26× 15

30× 18

28× 24

31× 18

30× 28

31× 24

33× 26

P2r
P22ア

P23′

P24′

P25ア

P26′

P27′

P28′

29× 31

30× 23

32× 24

30× 27

31× 25

30× 20

29× 20

31× 23.5

配 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-181
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll′～P12

５

０

５

０

０

０

０

０

０

０

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17～ P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

０

０

０

０

０

８

８

６

３

０

９

０

１

８

２

８

７

１

０

２

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34´～ P35
PR氏′ヽャP RFl

０

０

４

２

７

０

０

０

０

４

８

１

９

０

０

９

０

０

１

９

No 掘立柱住居址の 主FHDの長さ (縦) SB-181
Pl～ P7
P7～ P13
P13´～P19
P19-P25
P25-P31
P2-P8
P8～ P14
P14-P20
P20-P26
P26-P32

刀
生
　
Ｏ
Ｏ
　
つ
と
　
つ
る
　
０
じ
　
Ｏ
Ｏ
　
（
υ
　
（
Ｖ
　
盗
υ
　
刀
■

９

０

９

９

８

９

９

８

０

９

P3～ P9
P9-P15
P15-P21
P21-P27
P27-P33
P4～ P10
P10-P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34

５

０

０

０

６

０

２

０

４

６

９

０

７

１

７

０

９

５

０

７

P5´～ P ll

P ll― P17
P17′～ P23
P23-P29
P29-P35
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30
P30-P36

・２

６６

５５

０７

８０

９８

８４

３３

００

８４

配 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横) SB-181 庇
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

～ P2′

～ P3′
～ P4′
～ P5′
～ P6′
～ P7′
～ P3ア
～ P9′
～ P10′

～ P ll′

００

１０

００

９４

２０

７０

１０

１８

・５

５０

Plr～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14ア ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17ア ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19ア ～ P20′

P20′ ～ P2r

氏
υ
　
０
０
　
（
υ
　
（
Ｖ
　
ｎ
Ｖ
　
Ｅ
υ
　
（
υ
　
（
Ｖ
　
ｎ
Ｖ
　
（
υ

５

２

７

１

０

０

０

２

９

８

P2r ～ P22′

P22′  ～ P23/

P23ア ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26ア

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ Pl′

０

５

４

０

４

５

０

４
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第50図 第181号掘立柱建物遺構平面実測図

第 184号掘立柱建物遺構 (S B184)第51図

第51図に示されたように本建物はエリアの中央部より北西部に位置し,S B182,S B 183と 重

なる。その平面形状は本屋の北側の長さ9.70m,南で9.98m,西 10.10m,東で9。 44mの規格のよ

い方形プランをなす。本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ11.56m,南で12.20

m,西で12.64m,東 で12.14mと なる。そしてその軸線は約18° 西の方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については以下のとおりとなる。

○
?24

?い

弊 い   ?虫
毘

?ゼ
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配 掘立柱住居址 ピッ トの規格   SB-184
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

34× 35

31× 25

34× 29

43× 38

38× 27

33× 32.5

30× 27

30× 26

30× 26

48× 32

32× 30

31X33

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

32× 26

34× 28

30× 28

30× 34

30× 28

29× 27

28× 28

35× 28

30× 46

33× 30

29× 29

30× 27

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35

32× 26

30× 25

33× 24

31× 26

30× 28

29× 25

32× 26

28× 27

31× 40

33× 29

31× 30

血 孤立柱仁居址 ピッ の規格   SB-184 屁

Pl′
P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8ア
P9′
P10′

34× 31

34× 37

33X30
35× 29

33× 26

33× 24

32× 23

31× 29

25× 30

33× 33

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

P20′

28× 25

31× 29

29× 30

26× 29

33× 27

32× 30

29× 28

27X33
28× 26

28× 30

P21′

P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

29× 24

32× 28

29X33
28× 29

29× 33

25× 30

30× 33

33X36

No 掘 立 任住 居 址 の 鋼の長 さ 百)   ヽ H-1呂 4

Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9′～P10
P10´～P ll

P ll´～P12

４

０

４

９

賃

Ｕ

４

０

９

え

υ

０

８

８

８

１

１

９

８

９

２

１

１

１

１

２

２

１

１

１

２

２

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P18-P19
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P24-P25

８

４

０

０

０

４

６

２

６

８

７

７

５

７

８

０

８

１

０

８

１

１

４

１

１

２

１

２

２

１

P25´～P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P30-P31
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34-P35

６

０

４

０

２

６

４

０

４

９

１

０

０

９

７

１

１

０

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ (縦 ) SB-184
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P18
P18-P24
P24-P30
P2～ P8
P8～ P14
P14-P19
P19-P25
P25-P31

１０

９０

９６

・８

８２

８４

９２

９０

２４

７２

P3～ P9
P9～ P15
P15-P20
P20-P26
P26-P32
P4～ P10
P10-P21
P21-P27
P27× P33
P5′～ P ll

８４

・０

９０

８４

９８

２４

７０

９６

００

０５

１

２

１

１

１

２

３

１

２

２

P ll― P16
P16-P22
P22-P28
P28-P34
P6～ P12
P12-P17
P17-P23
P23-P29
P29-P35
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h 立柱住居址の柱間の長 さ  SB-184 庇

Pl′ ～ P2′

P2′ ～ P3′

P3′ ～ P4ア
P4′ ～ P5′

P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7′

P7ア ～ P8′

P8′ ― P9′
P9′ ― P10′

P10′ ～ P ll′

1.00

1.80

1.60

1.90

2.25

2.00

1.10

1.00

2.30

2^30

P lr ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′  ～́ P15′

P15′ ～ P16ア

P16′ ～ P17′

P17ア ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19ア ～ P20′

P20′ ′～ P21′

1.94

1.72

2.00

1.30

1.10

2.00

2.10

2.10

1.70
1_90

P2r ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ― P24′

P24′  ～ P25′

P25ア ～ P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ P29′

1.30

1.45

2.00

2.10

1.70

2.15

1 42

1.00

第 183号掘立柱建物遺構 (S B183)第51図

本建物はエリアのほば中央部より北西に位置し,S B182,S B 184と 重なる。その平面形状は

本屋の北側の長さ4.04m,南で3.94m,そ して西5.36m,東で5,16mの少々不整形の方形プラン

をなす。そしてその軸線を約22° 西方にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 182号掘立柱建物遺構 (S B182)第51図

第51図に示されたように,本建物はS B183,S B184と 重なる。その平面形状は北側の長さ

7.80m,南で7.60m,そ してその西側9,06m,東で8.56mの 規格のよい方形プランをなす。本建

物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ10,76m,南で11.56m,そ してその西で12.64

m,東で■.90mと なる。そしてその軸線は20° 西の方向にかたむけている。

床面は平坦で軟らかい。そのピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

血 掘立柱住居址 ピッ トの規格  SB-182
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
P ll

34× 30

30× 29

36× 37

33X34
33× 28

33X30
29× 25

35X32
33× 27

32× 29

31× 35

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22

28× 22

32X34
32× 32

30× 30

32X33
29× 25

27× 23

34× 37

34× 33

34× 29

43X38× 37

P23
P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32

31× 27

31× 26

34× 26

48× 32× 41

30× 30

31× 29

31X27
32× 28

32× 30

31× 37
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No 掘立柱住居址 ピッ トの規格  Sと -18Z

Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9

30× 32

29× 32

35× 34

35X32× 35

32× 32

32× 28

52× 33× 42

31X30
31X35

P10′

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

33× 29

34× 25

35X26
38× 40

30× 34

31× 35

31× 33

37× 43

28× 28

P19′

P20′

P21′

P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

31× 2&

31× 27

34× 30

28× 26

28× 25

27× 27

28× 27

28× 25

33× 29

No 掘立柱住居址の柱間の長 さ 鷺) SB-182
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll

９２

６４

６０

７４

９０

９６

８８

９６

・０

P12-P13
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16′～P17
P18-P19
P19-P20
P20-P21
P21-P22

０６

９０

９２

００

００

４４

０４

７０

９４

P22-P23
P24～ P25
P25-P26
P26-P27
P28′彰P29
P29-P30
P30-P31
P31-P32

８０

２０

８２

７６

・２

０６

４４

９８

１

４

２

１

２

２

２

１

No 掘立柱住居址の柱間の長さ C 〔) SB-182
Pl～ P7
P7～ P12
P12-P18
P18-P24
P24～ P28
P2～ P8
P8-P13
P13-P19
P19-P29

８４

８０

９８

８８

・０

８４

９８

８０

１０

P3～ P9
P9′～P14
P14-P20
P20-P25
P25-P30
P4～ P15
P15-P21
P5～ P10
P10～ P16

８４

９６

９０

１０

６５

５０

６０

８４

９０

P16-P22
P22-P26
P26-P31
P6～ P ll

P ll― P17
P17-P23
P23-P27
P27-P32

０

４

４

８

６

２

２

０

０

２

８

１

０

０

０

９

２

２

１

２

２

２

２

１

No
~~~下

歴函葺覇引匝頑話両眼さ (横 ) SB-182 屁

Pl′ ～ P2′

P2′ ヘンP3′

P3′ ― P4/
P4′ ～ P5′

P5′ ～ P6′

P6ア ～ P7′

P7′ ～ P8′

P8ア ～ P9′

P9′ ～ P10′

１０

８０

７０

５８

６６

７５

・０

９５

３２

P10ア ～ Plr
P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13′

P13′ ～ P14′

P14′ 一́ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ― P17′

P17ア ー P18′

P18′ ～ P19′

０２

８０

２０

９２

４０

９０

２０

３０

１３

２

１

２

１

１

０

２

２

２

P19′ ～ P20′

P20′ ― P21′

P21′ ～ P22′

P22′ ～ P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26ア ～ P27′

P27′ ～ P28′

・２

８４

９０

９０

９０

１４

７０

７２

０８

２

０

０

１

１

２

１

１

１
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第51図 第182号′183号′184号掘立柱建物遺構平面実測図

第 185号掘立柱建物遺構 (S B185)第52図

本建物は本エリアの東北部に位置し,S B186と 重なっている。その平面形状は北側の長さ

9,74m,南で10.22m,そ してその西で10.02m,東 9。 72mの不整形方形プランをなす。その軸線

を約75° 東に向けて建てられる。

床面は少々軟らかい感じで,床面の表彩で土師器片をみた。建物としては少々大型建造物の部

類に属する。
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第 186号掘立柱建物遺構 (S B186)第52図

第52図に示されたように,本建物はS B185と 重なっている。その平面形状は北側の長さ9.94

m,南q.64m,そ してその西で12.22m,東 11.74mの 割合に規格の大きい不整形方形プランを

なす。

床面は平坦で少々軟らかみをもつ。床面表彩で縄皮土器類や石器がみられた。

~卜 」η
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k_ぅ_∩ _=雅日G

とo心
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コヽツ
ヽ

島 留
◎?28

挿

ピ
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第52図 第185号′186号掘立柱建物遺構平面実測図
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第 187号掘立柱建物遺構 (S B187)第 53図

第53図に示されたように,本建物はエリアのほぼ中央部より北方向に位置し,S B188と 重な

る。その平面形状は本屋の北側の長さ9.60m,南で9,85m,そ して西で9.50m,東で9.60mの 規

格のよい方形プランをなす。本建物は庇を有する大建造物で,そ の庇の北側の長さ■.70m,南で

12.10m,そ してその西で11.30m,東 で12.00mと なる。そしてその軸線は25° 東の方向にかたむ

けている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

配 掘立柱仁居址 ピッ トの規格  SB-187
Pl
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
Pll

28× 30.5

29× 33

29× 26

28× 28.5

30× 24

29× 25

32× 27

26× 22

30× 24

32× 23
,R× 2Б

P12
P13
P14
P15
P16
P17
P18
P20
P21
P22
P23

30× 21

32× 22

28× 25

30× 28

32× 25

30× 22

29× 29

33× 31

32X30
28× 27

35× 25

P24
P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32

32× 25

30× 27.5

28× 23

27× 28

31× 28

27× 22

30× 24

27× 21

30× 23

No 立柾 仁 居 址 ビ ッ の溺 格   SB-187 庇

Pl′
P2′
P3′
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
Pl∩′

40× 34

31× 23

34× 25

30× 25

30× 26

28× 28

32× 29

32× 37

30× 23

29× 23

P ll′

P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18′

P19′

P,n′

31× 24

29× 30

29× 24

30× 23

33× 24

30× 30

31× 27.5

30× 28

31× 27
R∩ XR∩

P2r
P22′

P23′

P24′

P25′

P26′

P27′

P28′

29× 24

24× 29.5

24× 29

31× 25.5

31× 25

29× 28

31× 26

28× 23

醜 裾 立 枢 住 居址 の柱 間 の長 さ (橋) SB-187
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll

1.85

1.90

1.72

2.00

2.00

1.95

2.00

1.85

2.10

P ll― P12
P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P18-P19
P19-P20
P20-P21
P21～ P22

1.75

4.00

1.90

1,90

1.86

2.00

2.05

2.05

3.65

P23-P24
P24-P25
P25-P26
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P30-P31
P31-P32

2.20

3.85

3.82

2.15

2.00

1.80

1.90

1.56
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配 掘立柱住居址の柱間の長 さ (縦 ) SB-187
Pl～ P7
P7′～P13
P13-P18
P18-P23
P23-P27
P2～ P8
P8～ P19
P19-P24
P24-P28

５

５

０

５

６

０

４

７

６

一１

６

４

０

１

０

４

９

１

９

〕

１
■

１

一

９

，

９

ｖ

９
を

つ
け

■
■

６Ｚ

P3～ P9
P9′～P14
P14-P20
P20～ P29
P4～ P10
P10-P15
P15-P21
P21-P25
P25-P30

５

０

５

０

０

２

４

０

０

０

８

７

１

０

９

８

９

２

P5-P ll
P ll´～P16
P16-P31
P6～ P12
P12-P17
P17-P22
P22-P26
P26-P32

３

６

０

５

５

０

４

０

０

９

８

７

８

３

６

０

第 188号掘立桂建物遺構 (S B188)第53図

第53図に示されたように,本建物はエリアのほぼ中央部より北側に位置し,S B187と 重なる。

その平面形状は本屋の北側の長さ9.90m,南で9.25m,そ して西側で9.55m,東で9.90mの規格

のよい方形プランをなす。本建物は庇を有する大建造物で,その庇の北側の長さ12.60m,南で

12.30m,そ してその西で12.50m,東 で12.50mと なる。そしてその軸線は30° 西方向にかたむけ

ている。

床面は平坦で軟らかい。ピットの規格や間尺については下記のとおりとなる。

No 立柱イ主居址の柱間の長さ  SB-187 庇
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

～ P2′
～ P3′
～ P4′
～ P5′
～ P6′
～ P7′
～ P8′
～ P9′
～ P10′

～ P ll′

０

２

０

５

６

０

５

０

０

４

１

８

９

８

０

８

１

３

７

Ｒ

P ll′ ～ P12′

P12′ ～ P13/
P13′ ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15ア ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19/
P19′ ～ P20′

P,∩′ ハΨ平),1′

０
じ
　
盗
υ
　
〔
υ
　
ｌ
■
　
０
々
　
盗
υ
　
Ｏ
と
　
Ｏ
Ｏ
　
ｎ
υ
　
つ

・，

P2r ― P22′

P22ア ～ P23/
P23′ ～ P24ア

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28ア ～ P29′

０

０

５

０

０

４

０

５

血 狙立柱仁居址ピットの規格   SB-188
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

30× 25

30× 19

33× 27× 26

29× 26

29× 26

29× 22

27× 25

30× 26

36× 25

31× 27

30× 24

30× 27

P13
P14
P15
P16
P17
P18
P19
P20
P21
P22
P23
P24

29× 25

28× 24

34× 26

32× 24

28× 25

30× 24

29× 28

35× 29

32X26
32× 28

30× 28
,R× 2と

P25
P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35

28× 25

35× 24

31× 25

30× 25

27× 24

29× 26

30× 29

29× 20

26× 22

28× 22

27× 21

―-155-―



No 掘立柱住居址 ピッ の規格   SB-188 屁

Pl′
P2′
P3ア
P4′
P5′
P6′
P7′
P8′
P9′
pl∩′

32X24
35× 28

30× 25

28× 22

34× 31

29× 25

33× 23

30× 28.5

29× 21

28× 20

Plr
P12′

P13′

P14′

P15′

P16′

P17′

P18ア

P19′
pヮ n′

30× 22

32X23
31× 22

30× 24

33× 30

35× 38

31× 29

25× 24

31× 26

29× 21

P2r
P22′

P23ア

P24ア

P25′

P26′

P27′

P28′

25× 23

29× 30

30× 29.5

30X25
29× 29

32× 26

32× 23

34× 30

配 掘 立柱 仁 居址 の の長さ (横) SB-188
Pl～ P2
P2～ P3
P3～ P4
P4～ P5
P5～ P6
P7～ P8
P8～ P9
P9～ P10
P10-P ll
P ll― P12

・５

９４

８５

９０

０６

８０

００

７４

００

‐０

P13-P14
P14-P15
P15-P16
P16-P17
P17-P18
P19-P20
P20-P21
P21-P22
P22-P23
P23-P24

８５

８０

９０

９０

１０

８０

８０

９０

９５

ｍ

P25-P26
P26-P27
P27-P28
P28-P29
P29-P30
P31-P32
P32-P33
P33-P34
P34-P35

６２

８０

９５

９５

０７

５０

９５

８０

００

No 掘立任仁居址の柱間の長 さ SB-188
Pl～ P7
P7～ P13
P13-P19
P19-P25
P25-P31
P2～ P8
P8～ P14
P14-P20

１０

８０

９０

９４

８０

３０

８８

９０

P20-P26
P3～ P9
P9～ P15
P15-P21
P21-P27
P27-P32
P5～ P ll

Pll～ P17

９４

２０

９０

００

９４

８５

・０

・０

P17-P23
P23-P29
P29-P34
P6～ P12
P12-P18
P18-P24
P24-P30
p RnハャP RБ

２０

７０

６６

９５

８２

０５

８３

７０

２

１

１

１

１

２

１

１

配 掘立柱住居址の柱間の長 さ (横 ) SB-188 屁

Plア ー P2′
P2′ ～ P3′
P3′ ～ P4′
P4′ ～ P5′
P5′ ～ P6′

P6′ ～ P7ア
P7′ ～ P8′
P8′ ～ P9′
P9′ ― P10′

P10′ ～ Plr

・０

・８

・０

８０

０５

６５

７０

２５

８８

蠣

１

２

２

１

２

１

１

１

１

２

Plr ～ P12′

P12′ ～ P13ア

P13′  ～ P14′

P14′ ～ P15′

P15′ ～ P16′

P16′ ～ P17′

P17′ ～ P18′

P18′ ～ P19′

P19ア ～ P20′

P20′ ～ P21′

２０

６０

８０

４２

３０

１０

８４

９８

７０

５５

P2r～ P22′

P22′ ― P23′

P23′ ～ P24′

P24′ ～ P25′

P25′ ～ P26′

P26′ ～ P27′

P27′ ～ P28′

P28′ ～ Pl′

７３

２０

９０

９６

９６

７０

２０

５５
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第53図 第187号′188号掘立柱建物遺構平面実測図

第189号掘立柱建物遺構 (S B 189)第54図

第54図に示されたように,本建物はS B190,S B186と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

13.85m,南で13.05m,そ してその西側で16.65m,東で15。 50mの少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を25° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々軟らかい。

第 190号掘立柱建物遺構 (S B 190)第54図

第54図に示されたように,本建物はS B189,S B186と 重なる。その平面形状は北側の長さ

18.10m,南で17.60m,そ してその西側で17.60m,東で17.10mの少々不整形の方形プランをな

す。そしてその軸線を約 9° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々軟らかい。
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第54図 第189号′190号掘立桂建物遺構平面実測図

第 191号掘立柱建物遺構 (S B191)第55図

第55図に示されたように,本建物はS B192,S B198と 一部重なる。その平面形状は北側の長

さ3.60m,南で3.90m,そ してその西側で5.80m,東で5.40mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約49° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 192号掘立柱建物遺構 (S B192)第55図

第55図に示されたように,本建物はS B191,S B193と 一部重なる。その平面形状は北側で

12.74m,南で11.25m,そ してその西側で8.80m,東で7.85mの 少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約88° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 193号掘立柱建物遺構 (S B193)第55図

第55図に示されたように,S B192と 重なる。その平面形状は北側の長さ4.05m,南で3.62m,

そしてその西側で6.00m,東で6.30mの 少々不整形の方形プランをなす。そしてその軸約 6° 東

方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 194号掘立柱建物遺構 (S B 194)第 55図

第55図に示されたように,本建物はS B196,S B198と 隣接する。その平面形状は北側の長さ

3.86m,南で4.05m,そ してその西側5,95m,東で5.95mの 少々不整形の方形プランをなす。そ

してその軸線を約10° 東方にむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 196号掘立柱建物遺構 (S B 196)第 55図

第55図に示されたように,本建物はS B194,S B197と 重なる。その平面形状は北側の長さ

3.84m,南で4.40m,そ してその西側で6.12m,東で6.00mの少々不整形の方形プランをなす。

そしてその軸線を約16° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 197号掘立柱建物遺構 (S B197)第55図

第55図に示されたように,本建物はS B194,S B196と 重なる。その平面形状は北側の長さ

3.90m,南で4.04m,そ してその西側で6.10m,東6.10mの 少々不整形の方形プランをなす。そ

してその軸線を約 5° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。

第 198号掘立柱建物遺構 (S B198)第55図

第55図に示されたように,本建物はS B191,S B195,S B197と 隣接する。その平面形状は北

側の長さ10.45m,南で10,70m,そ してその西側で7.60m,東で7.40mの 少々不整形の方形プラ

ンをなす。そしてその軸線を約87° 西方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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第 195号掘立柱建物遺構 (S B195)第55図

第55図に示されたように,本建物はS B198と ~部重なる。又S B192と 隣接する。その平面形

状は北側の長さ3.64m,南で3.80m,そ してその西側で5.55m,東で5.40mの 少々不整形の方形

プランをなす。そしてその軸線を約 5° 東方向にかたむけている。

床面は平坦で少々固い。
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r i5..・ 遺物について





遺 物 につ い て

遺物については,その出上が極めて少量で,しかも完形品とか半形品は皆無に等しく挿図にも

記載出来ないものばかりであった。

前述したように遺構が検出されないのに縄反土器片の出上が多かった。

なおこれについて掘立柱建物遺構の中から検出されたものについては,それは主体土器ではな

いにしても一応参考として掲げておいた。

203棟の掘立柱建物遺構より検出をみたその主体遺物は,奈良期,平安期 (前 ,中 ,後),鎌倉

期に亘る土器片と須恵器片とからなっていた。

図面にとれるものはなるべ く図面化し,それぞれの解説を加えておいた。以下これらについて

述べたい。

渦降 本〕
5 on

6-v
第62図 第 I号掘立柱建物遺構出土遺物

5 on

Ecml渤 さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

ユ 厨含イ寸始

底部片

(銅

①  l.9
② 5.5

⑪ ,3判 .4

高台部から真機に張り出し、胴部は垂直に立

ち上がっている。高台はつけたし。ロクロ整

脇

胎土は緻密である

力＼ 榔 胡
さイtる。

應 色

稜 中

糊

2 語 聞

底部片

(鎌 )

① 5.0

② 5.5

働 .3判 .4

胴部は高台部から斜方向に張り出している。

高台はつけたし。ロクロ整形。

粘土質が多 くrH央

粒子散見される。

灰自色

平安中

糊

聯
鎌

①
②

③

ロクロ整形。 粘土質

灰白色

4 石片 (チ

ャー ト)

チャー ト

髄
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Ⅶ

日

用
一 あ ―ひ

0   2.5   5 Cm

第63図 第 4号掘立柱建物遺構出土遺物

第64図 第 8号掘立柱建物遺構出土遺物

5 cm

(第63図 ) (法量 高さ 2.幅 3

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

l 深刻中

(濡毛と夢寂〔)

①
②
⑥

鉢 的に組 を施す。 褪褐色と淡黒色

2 磨石片 ①
②
③

触鵬
叶
無

①  5.5
② 4.7

⑪ .3司 .4

胴部は底部から斜上方に立ち上がる。ロクロ

整形。
腑
庭

渤 (第64図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 脳 中 ①
②
③

11.5

2.7

0.9
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第65図 第11号掘立柱建物遺構出土遺物

遣挙―

'
0    2.5    5 cm

遺物 (第65図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ lcm3)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 聯
無

①
②

③

倶1壁は不鮮明な波状文を有する不の類であろ

つ。

粘上期

灰髄

平安中

期 ]

石片 (チ

ャー ト)

①
②
⑥

チャー ト

‐
　

　

図

イ

⑥

0    2.5    5 cm

第66図 第 12号掘立柱建物遺構出土遺物

1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 管玉片 ①
②
確

絶

2 長頸瓶口

縁部片

(須蕉)

①
②

⑥

口縁部は垂直に立ち上がった頸部から90° 外

傾する。ロクロ整形。

良好

鱗
陪灰角

平安期
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第67図 第 14号掘立柱建物遺構出土遺物

第68図 第 15号掘立柱建物遺構出土遺物

鼈 マ

0    2.5   5 cm

遺物 (第67図 ) (法量 高さ 2.幅 3.厚さ

請 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。 整 形 技 法 好 成・ 胎 土・ 角 調 備 考

1 砥司守 ①  4.0
② 3.2

③ 2.1

瞬

2 高台付

躯 菩呂

片 (須

恵)

① 4.8

② 2.0

⑪ .3判 .5

高台部から斜上方に 1.1側張 り出し、垂直に

立ち上がっている。高台はつけたし。
ロクロ整形。

断舶
醐

o     2.5    5 cm

高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 阿質土誇

片

①
②
⑥

外倶」は凹繰帯を施し内側は凹凸がはげしい。 固くしまる灰白色 脚

石 鏃 ①  3.5
② l.1

⑥  O.4

チャー ト
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5 an

第69図 第16号掘立柱建物遺構出土遣物

遺物 (第69図 )(第69図 ) 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1

船
触

①
②
③

中期阿玉台様式に属するものであり、太い隆

線文を勤 死夕こ刺突により施されている。

醜

石茨翻務 多ゞい。

随

紳 回 縁

縁部片

(緻 )

①  5.0
② 5.5

⑪ .3判 .5

上部に 2条の平行沈線文、その下方膨らみ部

分に半さい竹管文を横に、更にその下方に 2

条の平行沈線文、胴部は懸垂沈線が施されて

いる。

餅籐畿
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1

甕
至

重怠【

「

~~‖

o   2.5  5 cln

第70図 第 17号掘立柱建物遺構出土遺物

渤 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 針
無

①
②
③

外壁は束」突文を施す。 醜

雲母及び石英微粒

子

黒褐色

2 析
無

①  6.1
② 5.5

働 ,3判 .4

口縁部は複合し、胴部はやや下部膨れ気味、

底部は水平。ロクロ整形。 断鱗醜3 磨石 ①
②
⑥

凝灰岩
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第71図 第20号掘立柱建物遺構出土遣物

第72図 第21号掘立柱建物遺構出土遺物

0    2.5    5 cn

0    2.5    5 cln

図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 郷口縁部

片

(須恵)

① 2.8

② 2.0

馘 。2判 .3

薄手の邪。ロクロ整形。 断
籐
庭

2 叫

片

r組寸Ⅲ

①  5.5
② 9.5

⑥l.5判 .8

楕円の周囲を隆起させ、外周に刻み目、内狽1

に束峡実を施す。

断

絶

lcml遺物 (第72図 )
1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 磨石 ①
②

⑥

花闇岩
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③―サ  <≦釜ゝ―輝
0    2.5    5 cln

第73図 第郷号掘立柱建物遺構出土遺物

0    2.5   5 cn

(法量 1.高 さ 2.幅 3.厚さ )

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 片
，岬鎌

①  2.8
② 3.0

⑪ .2司 .3

薄手の小型イ底部。ロクロ整形。

鱗籐鶏片
恵

餐
須

①  3.0
② 4.5

③ O.9

外壁は僅かに凹帯文を残す。 細

軸 子散見

黒灰色

(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ lml)

|

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 潮 キ ① 8.0

② 4.5

⑪ .7-l.1

横に上下に刺突文帯を施し、その内側に半円

形の刺突による文様を施す。

餅

胎土中に雲母片及

び石英粒子が多い
(

絶

阿玉台

献

角裂懐造

父」

①  5.1
② 3.2

③ l.5

滑石

磨石片 ①
②
⑥

安山岩
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1

Q―
ら

5 cm

第75図 第27号掘立柱建物遺構出土遺物

0    2.5    5 gn

第76図 第30号掘立柱建物遺構出土遺物

|

鶴 凪
奄

ハ
^

|

一

lcml幅

法量 1高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 釧 守 ①
②
⑥

(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

的贈触

①
②
⑥

断面三角形の隆帯と結節沈線文の阿玉台様式

を具備している。

魏

粒子細かい

絶

磨石 ①
②
③

鵬

磨石 ①
②

③

鵬
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Q―G
5帥

第77図 第 1号掘立柱建物遺構出土遺物

(第77図 ) 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 磨石 ①
②
⑥

買岩

o    2.5   5 cln

第78図 第32号掘立柱建物遺構出上遺物

(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ tcml)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

曲絣触

① 4.5

② 62
③ l.8

三角形の隆線帯に爪形文を施した阿玉台系に

属するもの。

良好

雲母、石英粒子が

多い。
鞘
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0      2.5      5 cm

第79図 第35号掘立柱建物遺構出土遺物

第80図 第36号掘立柱建物遺構出土遺物

) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

ユ 縁
　

ナ
卿絣鰊

①  6.0
② 5,8

③l.0～1.5

四角形の隆線帯の内狽1にそって 2条の刺突文

を施す阿玉台系のもの。

純

大粒の石英粒子 も

混 じる。

細

ハ
は
日
Ｈ
υ

遺物 (第80図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 打製石斧 ①
②
③

鵬

2 磨石片 ①
②
③

鵬
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2.5 5 an

第81図 第42号掘立柱建物遺構出土遺物

観―
呻

0   2.5  5 cm

第82図 第43号掘立柱建物遺構出土遺物

第81図 ) (法量 1.高 さ 2.幅 3.厚さ lcm3)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

研触
①
②
③

楕円形浮文を貼付し、その下方に山形の沈線

が施されている。

罰

軸 子

雲母粒が多い。

鵬

さ 2.幅  3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

ユ 縁
　

ナ
御絣繊

①  4.5
② 5.5

⑪ .6～1.8

口縁部は=董
に合わせ、夕限」|こ外反した隆帯

文様とし、その凹部に円形状に末」穴文を施す。

良好

石英糧子及び雲母

微粒子。

黒髄

磨石 ①
②
③

麟
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第83図 第46号掘立柱建物遺構出土遺物

1

暫 呵

0    2.5    5 on

第84図 第47号掘立柱建物遺構出上遺物

遺物 (第83図 ) 1.高さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土 。色調 備 考

1 縁

　

ナ
榊緋徹

①  3.6
② 4.6

働 .4判 .6

四角形の睡繰帯にそって三条の束J突文を施す

阿玉台系。

覇

石英粒子目立つ

暗黒色

2 石器 ①  7.5
② 3.3

⑥  O.9

鵬

(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ )

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

帥蹴卿

①
②
⑥

高台部から直角に張り出す。 餅

柳 詩 。

灰色

鞍 中

剌 ]

翻 阿器

片

①
②
⑥

外側上部に凹線帝、内側縁に凸起を施す。内

夕桂異〔に絹孫猛

艮好

鱗

糎鷹

"ゞ

かりの深肇
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0    2.5    5 an

第85図 第62号掘立柱建物遺構出土遺物

第86図 第64号掘立柱建物遺構出土遺物

2.5 5 cm

勘 (法量 1.高 さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 磨石 ①
②
⑥

頁岩

(第86図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ Ecml)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

帥蹴鰤

① 3.1

② 85
⑪ .3判 .5

ロクロ整形。高台はつけたし。 固く緊まる

榔 子散見

濃灰色

平安末
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0    2.5    5 cln～

第87図 第65号掘立柱建物遺構出土這物

第88図 第67号掘立柱建物遺構出土遺物

(第87図 ) 1.高さ 2.幅 3.厚さ

勢 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

獣鱒
①
②
③

内外に自然釉かかる 固い

鱗

難

醐

品台何掛

底部片

r娼蕉 )

①
②
⑤

不側は高台部から直接斜上過多に立ち上がる
ロクロ整形。高台はつけたし。 断醐緻

靱

静 1菅
0    2.5    59n

(法量 1.高さ 2.幅 3厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 研
片

論
螂

①
②
③

邪側は高台部から僅かに張り出し立ち上がる

高台はつけたし。ロクロ整形。 範鱗鵬

醐
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第89図 第68号掘立柱建物遺構出土遺物

遺物 (第89図 )

第90図 第78号掘韓 物遺構出鋤

遺物 (第90図)

‐
⑬
‐◎
２．５

(法量 高 さ 幅 3.厚答

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 隔 ①
②
⑥

勝

2 石片 ①  5.0
② 6.2

0 2.5

鵬

59n

59n

法量 高 さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 古銭 ①
②
③

代

明

年

不
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o    2.5    5 Cm

◎
◎

0    2.5    5 an

第91図 第79号掘立柱建物遺構出上遺物

第92図 第30号掘立柱建物遺構出土遺物

勘 (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成 。胎土 。色調 備 考

1 跡 口縁

部

`縄

▼Ⅲ

①  5.5
② 5.5

⑥  l.0

口縁部はLR、 胴部はRLを全面に施された

厚手の器。

良好

石英粒子が多い

泌里親角

(第92図 ) 1.高さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・ 胎土・色調 備 考

1 古銭 ①
②
⑥

寛永通宝
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捩ヲー『 ―
(

0   2.5   59n

第93図 第馴号掘鰈 物離 出鋤

・勘 1.高さ 2.幅 3.厚さ Ecml)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎上・色調 備 考

不口翻

片

(+師 )

３

０

３

①
②
③

善 のパ■路

断鱗難邪ロー朋

片
(im

①
②
⑤

内外側にヘラ磨きのかかつた丁寧な住上幌 朗
鱗
絶
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Ⅵ

＝

＝

用

0     2.5    5 cm

第94図 第82号掘立柱建物遺構出上遺物

(濾 l さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 片

恵

甕

須
① 7.9

② 8.5

③ l.0

格子目叩き目の大甕。 艮好

石英粒子が多い

灰色

2

研触
①  7.5
② 8.6

③ l.0

頸部、胴部に山形沈線文を施す。内外壁共に

こねの状態悪 く、亀裂、凹凸、虫喰い発

悪い

荒目の石英粒子が

多い

黒褐色

3 磨石 ① 6.5

② 8.5

③ 3.7

花蘭岩
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い“９

一

5 cm2.5

第95図 第88号掘立柱建物遺構出土遺物

渤   ( 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎上 。色調 備 考

1 石 鏃 ①
②
③

黒曜石

謹

2.5

第96図 第iOD号掘立柱建物遺構出土遺物

(法量 1高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土 。色調 備 考

1 片
＞卿鰊

①
②
③

狽lleは底部から緩やかに立ち上がる。ロクロ

整形。

餅

僅かに石英微粒子

を見る。

灰自色

稜 中

糊

聯
無

① 5.3

② 6.1

馘 。3～1.0

側壁部において底辺から口縁にかけて極端に

厚みが異なる。即ち下が厚く上が薄い。

良

鱗
濃 |ア得
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0    2.5    59n

第97図 第104号掘立柱建物遺構出上遺物

⑬

-0

第97図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ Ecm3)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 浅鉢片

(緻 )

① 5.0

② 3.1

⑥  O.8

口縁部外側に刺突による横帝沈線模様となり

更に縦とこ刺突文を施す。 駆顕魏2 磨石 ①
②
⑥

石灰岩

第98図 第112号掘立柱建物遺構出土遣物

( 1.高さ 2.幅 3.厚 さ Ecm3)

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 石 鏃 ①
②
⑥

チャー ト
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1

欝 |マ
|

内面底部

第99図 第li4号掘立柱建物遺構出上遺物

0     2.5    5 cm

第100図 第I18号掘立柱建物遺構出土遺物

一q

o    2.5    5 cm

渤 )
(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 椀 (陶質

端 )

①
②
⑥

積浩遊珂ti野郡は高台から緩やかに立ち上

がる。内面底部に牡丹の穂膜様を線刻。緑釉

イ上LI九

良好

籐

髄

齋期
2 片

潮

甕

常
① 4.2

② 5.0

0 0.8

ロクロ整形。 断

籐

小豆色

中泄

遣物  (
(法量 1高さ 2.幅 3厚

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土 。色調 備 考

1

麟触
①
②
∩

口縁外側はLR、 胴部はRLを全面に施され

ている。

魏

碑 鰺

鵬

2 石器

(石包丁)

①
②
⑥

鵬

-184-



―

　

揃

第101図 第131号掘立柱建物遺構出土遺物

(法量 1.高さ 2. さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1

脚片鰯

①
②

⑥

薄手の器。ロクロ整形。 餌
籐
庭

0    2.5    5 cm

第 102図 第 134号掘立柱建物遺構出土遺物

渤 1.高さ 2.幅 3.厚

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 ン,リヤ

(無 )

①
②
⑥

外側は軽い網目の叩き目。

財鱗醜片

恵

甕

須

①
②
⑥

大型の器。ロクロ整形。

閉籐醜
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-3-△

鰯 ―H

2.5    5帥

第103図 第13碍胡立柱建物遺構出土遺物

第104図  第I蜘 立柱建物遺構出土遺物

帥

伺
日
Ｈ
日
日
日
日
用
　
　
５

一

　

２

．

５

(法量 高さ 2

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・ 色調 備 考

1 石片 ①
②
③

チャー ト

針
無

①

②

③

夕限Iは平行日「 き目痕かすかに残る。 普通であるが内壁

に虫喰い状。

榔 翻
潅匠色

(法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ Ecml)

誘 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

跡

(緻 )

①
②
⑥

縁端に刻み目を入れ斜縄文を施す。

艮鱗鵬
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5 cm

第105図 第137号掘立柱建物遺構出土遺物

la105図)
1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 鵬 ①
②
③

全面に羽状縄文を施す。 翻

石英粒子細かい。

黒と裾泡

石片 ①
②
③

俗に赤石と呼ばれ

る光たくのある石
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0   2.5   5 ctl

第106図 第14窮胡立柱建物遺構出土遺物

鵜 f掌

日
Ｈ
川
用

一

法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ E94〕 )

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

深鉢片

(緻 )

①
②
③

全面RLを施した厚手の器 断

石英粒子が多い

触

船触
①
②
③

夕憾旨に鱒 を酉己し下方に山形沈線を施す

削帳睡磨石 ①
②
③

花蘭岩
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Ч

＝

Ｈ

ＩＩ

用

0     2.5    5 cn

第107図 第144号掘立桂建物遺構出土遺物

勲 (第107図 ) ( さ 2.幅 3

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土 。色調 備 考

1 掛
無

①
②

③

平行叩き目の施された大甕。 艮好

罐

濃灰色

奈良期

2 齢
無

①

②

③

外壁はロクロ整形時の条痕残る。内壁は手な

全 麟鱗噸

奈良期

1

曰 ―
P

0    2.5    5 cm

第108図 第 153号掘立柱建物遺構出土遺物

遺物 (第 法量 1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土 。色調 備 考

1 不口縁部

片

(無 )

①
②

③

ロクロ整形。 細

籐

暗灰色

2 妍
∽

①

②

③
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第109図 第154号掘立柱建物遺構出土遺物

第110図 第171号掘立柱建物遺構出土遺物

遣物 轡釧0図 )

脚一‖
2.5 5 cln

1.高 さ 2.中呂 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成 。胎上・色調 備 考

1 摂鋼中

(器罵と夢寂〔)

①
②
③

上方に数条の沈練文を配し、その直下に爪型

文を回らす。 駆厩難磨石 ①
②
⑥

買岩

10図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚 さ にm〕 )

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 邪キ

(須恵)

①

②

③

口縁部が僅かにタト反する。ロクロ整形。 翻

粒子細かい

外、灰色

内、黒色

奈良期
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□―‖
第III図 第172号掘立柱建物遺構出上遺物

第112図 第173号掘立柱建物遺構出土遺物

59n

巡 団

1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 不口縁部

片

(上協市)

①
②
③

ほぼ垂直に立ち上がった胴部。ロクロ整形。 既

籐

夕帥

内蝶

1.高さ 2.幅 3.厚 さ lcml)

謗 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 片
ナ岬鎌

①
②
③

胴部は斜上方に立ち上がる。ロクロ整形。 馳

軸 翻

灰色
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鵞 ―掌 警

―

)

0    2.5   5 cln

第113図 第181号掘立柱建物遺構出土遺物

〕 (法量 1.高 さ 2.幅 3厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎上 。色調 備 考

ユ

帥蹴帥

①
②
③

不部は高台部から僅かに斜上突き出して立ち

上がる。ロクロ整形。高台はつけたし。

駆

粒珈

外、赤褐色

内、黒

半安甲

糊

2 船
無

①
②
③

胴部の立ち上がりは殆ど垂直と思われる。ロ

クロ整形。外壁は凸線模様となる。 餅鱗随
槃片

右
剣

①
②
⑥

瀞

o    2.5    5 cm、

第114図 第184号掘立柱建物遺構出土遺物

遺物 (第1 1.高 さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 片

恵

壷

須

①
②
③

口唇部はクト方に斜下に削り縁取られている。
ロクロ整形であるが、河傷 S多い。 魏輯雁射

鰤
①
②
③

外壁はヘラ磨きかかるが、小傷散見される。 良好

石英粒子及び雲母

微粒子

絶
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o    2.5    5 an

第115図 第185丹掘立柱建物遺構出上遺物

第I16図 魏 01号掘立柱建物遺構出土遺物

(第115図 )
1.高さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成 。胎土・色調 備 考

1 片

師

甕

土

①
②
③

縦のヘラ削り 翻
石英粒子が多い

褐色であるが外側

は雌

2 岡 守 ①
②
⑥

鵬

1                                    乙

0    2.5    59n

渤
1.高さ 2.幅 3厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎上 。色調 備 考

1 刀子中子 ①
②
③

2 鮮 ①
②
⑥
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幾@
第I17図 第朋号掘立柱建物遺構出土遺物

遺物 la117図)

円
日

――

用

一 群藝観―V

H7図) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴・整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 釘 ①
②
⑥

潮 守

(緻 )

① 5.5

② 5.0

⑪ .4判 .7

上方に爪型文を、下方 |こ廉」突文を横帯する。 範

雲母、石英粒子が

多い

黒鶴色

3

珊
触

① 2.5

② 4.1

9.4司 .6

餓 の肺 を櫛書 き

馳籐髄
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0    2.5    5 cm

第I18図 知 07号掘立柱建物遺構出十滑物

渤  (剰1図 ) (法量 1.高さ 2.幅 3.厚 さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 離 ①
②
③

チャート

2 石片 ① 6.4

② 3.8

③ 2.5

麟

1

茶謹一‖

第119図 魏 |]号掘立桂建物遺構出土遺物

―
―

(法量 1.高 さ 2.幅 3.厚さ

需 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 。整 形 技 法 焼成・胎土・色調 備 考

1 浅鉢

(緻 )

①
②
③

沈線により円形に区画し、その外枠に羽状縄

文を施す。 調籐睡2 石刃 ①
②
③

チャー ト

3 磨石 ①
②
⑥

麟
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6.お わ り に





めとま

(― )

大字上安居,字中平の台地より203棟 に及ぶ掘立柱建物遺構が検出されたが,そ のエリア外ま

で調査したとしたら,その遺構は更に拡大することであろう。この中平の台地は標高28m～29m

となり,凹凸の極めて少ない平坦なる台地で,大集落を形成するには好条件を備えているところ

である。

現在までの段階において203棟の掘立柱建物遺構が一応まとまった形で検出されたことは本県

では初めてのことと思われるが,同時にこのことは,古代の遺構においては,掘立柱建物は竪穴

住居と混在するのが通例であつた。したがつて竪穴住居を伴なわないで,203棟の掘立柱建物の

みが確認されたことをもって,こ れらの遺構は中世的所産とみる先学もいる。

なおこの掘立柱建物遺構は多いものになると8棟 も重複しているので,相当長い年代に亘って

建て替えを繰り返して来たものであろう。それらの建物の方位方向を第 2図全体図においてみる

と極めて雑然と造られたように見受けられるが,実際はその時代 ,その年代においてある一定の

方向性をもって建てられたものと考えられるのである。ただ,どの建物がどの年代に属するもの

であるかは,こ れを知ることはできなかった。

さらにピットについては一般にその規格が小さいが,こ の中の割合大型建造物のピットについ

ては80cm～ 100cmに及ぶものもあった。また各ピット間の間尺について,それぞれにつぶさに調

査をしてみたが,飛鳥尺にも,ま た和銅尺にも該当するものではなく各建造物にもそれぞれに違

いがあった。

そのようにみるとこの建造物は平安時代以降鎌倉時代にも及ぶものではないかと想像される。

(二 )

本建物をその構造,規格のうえからみて,おおよそ二つに分類することができるが,このこと

については遺構の最初の部において細かい分類を付したとおりである。

ここで先ず注目さるべきことは庇 (縁)を四方にめぐらした掘立柱建物遺構が検出されたこと

である。とにかくこれは 7種類27棟に及ぶものであるが,四面に庇をめぐらしたその様式は,四

方を廊下,縁等に使用されたものであろうが,そ の本屋は何れも大型の規格で,その最大のもの

は267.9m2と なっているが,その他は100m2級のものが一番多かつた。

庇をめぐらすという構浩 卜から恐らく住居として用いられたものであろうが,それはどのよう

な人が何の目的で使用していたものなのか,こ れらの点については建てられた時代 との関連にお
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いても検討さるべきことと思われる。

なお庇を有する大型掘立建物については平成元年10月 の歴史読本においてその例が示されてい

た。「四面庇をもつ大型建造物初検出」として,こ のほど奈良県優原考古学研究所が吉野宮滝遺跡

を調査して発表したものを歴史読本に掲載したものである。これによると本建造物は飛鳥時代か

ら平安時代に存在した吉野宮ではないかと言われている。とにかく四面庇建造物は初めてという

記事を例にあげたものであるが,本遺跡から検出された四面庇建造物は 7種類27棟 に及ぶもの

で,その内部構造上の点などについては吉野遺跡のものと比ぶべくもないが,その規格について

はまさに匹敵するものがあろう。

また庇をもたない掘立柱建物遺構の中でも大型に属するものがあったが,こ れも遺構の解説の

最初のところで細部についてあげておいた。それはその規格からして 6種類 7棟に及んだ。その

中には300m2級 の建造物もあったが大部分は100m2級の建造物であった。

さらに中型に属するものは6種類33棟 となりそれは平均して60ポの規格となる。

小型 (2間×3間)に属するものが最も多 く,こ れは全確認陳数の65%を示し136棟の多数を占

めるものである。

尤も建造物は極めて長い年代に亘って築造されたことはその建物遺構の重複することによって

判明するのであるが,それではどの建造物がどの時代に属するかということをその構造上により

判別することは大変に至難の業であった。

なお136棟に及ぶ小型掘立柱建物はこの集落の大部分を占めるが,それらはその規格にいくら

かの違いはあるとしても殆ど同じ構造様式のものと考えられる,そ うするとこれは公共用として

建てられた一般人の舎宅,宿舎,又は宿泊施設等に類するもではなかろうか。

(三 )

更にまた建造物の上部構造については,こ の中に火災等による建物が検出されないだけにそれ

を知ることは困難であった。

屋根は茅か板葺なのか全く不明であった。床面は先ずその硬軟を調査したが竪穴住居のように

床面が極めて固いところは確認できず一般に軟らかい方で,こ のような点からみると板とまでい

かなくともそれに近い細木を並べるとかの方法で床があげられていたものか。

(四 )

本遺構の編年については,先学によって意見の相違をみた。

遺構をつぶさに精査,検討を加えた結果,こ の遺構は中世的所産ではなかろうかというのであ

る。それらの先学はその理由として

①古代の建物としては,その方向がまちまちである。②ピットが一般に小さい。③古代の建物

としては今までに関東にはなかった。
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④これが古代的所産とするならば掘立柱建物と竪穴住居が混在する筈である。⑤遺物の出上が

極めて少ない,も う少しあってもよいのではないか等の意見であった。

なおこれについて別な観点をもつ先学もあった。それらの人は,①遺物の出上がすくないのは

掘立柱建物遺構の特色である。そして遺物の出土は極めて少量ではあるが,遺物の編年は,奈良

期,平安初 ,中 ,後期に及ぶもので,こ の遺構はすくなくとも,平安中,後期に設定してもよい

のではなかろうか。②これらの遺騰のピットは一般に小さく,こ の間尺は飛鳥尺でもなければ和

銅尺にも該当しない。そして各ピットの間の間尺もその長さがまちまちで,一見中世建築様式に

も見えるが,こ れが地方でのものとすれば,平安中,後期の所産としても差支えないのではある

まヤゝか。

とにかく以上のような見解もでたが,こ れを別観点からも検討されねばならないc

それはこの遺構がどのような歴史的要請によって造られねばならなかったものかと言うことで

ある。例えば鎌倉,室町期に何故にかかる集落を作る必要性があったのか。またここは安侯郷と

して駅家が設置されたところである。そして本遺構は駅家のあった場所なのか,それとも駅家と

何等かの関連性があるものなのかどうか,と いう問題である。しかしながらこれらのことはあく

まで推論に当るから別に付録の部を設け解説を試みたいのである。

(五 )

ここに約 5ヶ 月に亘る発掘調査は,一応の完了をみた。

203棟 に及ぶ掘立柱建物遺構は果して何を物語るものであるかは先学の研究指導に待つや切な

るものがある。

この発掘調査に当たっては県開発公社の物心両面の援助や指導があったが,そ の他本県教育庁

文化課,歴史館,教育財団の諸先生の熱意あふれるご指導助言をいただいたことである。

特に先生方には現地まで数回も足を運ばれご指導をいただいた事を重ねてお礼を申し上げたい

のである。

更には地元作業員の方々のご協力に心から感謝の意を表する次第である。
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7.図





遺跡景観 図版 1

(1)遺跡全景 (東南方向)

(2)遺跡全景 (南方向)

(3)遺跡全景 (南西方向)
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図版 2 遺構確認状況

(4)遺構確認状況 (5)遺構確認状況

(6)遺構確認状況 (7)遺構確認状況
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掘立柱遺構 図版 3

(8)SB-10,SB-11,SB-09

(9)SB-02
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(10)SB-03

(11)SB‐ 05,SB‐ 04,SB‐ 03

(12)SB‐ 03,SB‐04,SB‐05
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(13)SB-05

(14)SB‐ 08,SB‐ 07,SB‐06

(15)SB‐ 10,SB… 11,SB‐ o9
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(18)SB-18,SB‐ 19

(19)SB-21,SK-05,SB-20

(20)SB… 18～ SB21,SK‐ 05
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子とど蕉三I曳監漏基

(21)SB-14～ SB-20,SK-05

(22)SB-12(呵 ヒ東言Б分)

(23)SB-61～ SB-68

;孝工|三二

く
塩・

一
　

一
一　
一

一

一　
〓

一矛
斑

珪互垂::
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(24)SB‐ 65を 主体とした複合状況

(25)SB‐ 64を 主体とした複合状況

(26)SB‐ 34～SB-36
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岬 T
:―     !  ||:  ―

| |十
1 1-

1寺■|■
=■

|

(30)SB-29

(32)S辟 46,SB-47

(31)SB-33

(33)SB-66

(34)SB-70
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(35)SB-97～ 99,SB-114



(37)SB-96

(36)SB-94

(39)SB-111

-216-

(38)SB‐ 101,SB‐ 102



(42)SB-01～②

柱穴断面

(41)SB-01～①

(40 SB-08～①

図版 4
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生‐麟

(46)SB… 12～〇

'す
|    .pr●こ江  乱

(48)SB‐ 12～①

(4⊃ SB-12～〇

(49)SB-12～⑩

IFI::整

な鷺蛋甚
'1柱

|

6ω SB‐ 12～②
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(Ы )SB‐ 28～①



(5つ SB‐ 100～①

(50 SB‐ 64～②

(50 SB-127～①

“

O SB‐ 152～②
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(57)SB-152～③



(58)SB‐ 153～①

(60 SB-153～③

“

9)SB-153～②

01)SB‐ 154～①

(62)SB-159～③
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(60 SB-161～①



64)SB-158～ ①

籍.「

60 SB-170～ ④

SB‐ 187～②

一
　

６７

(6働 SB‐ 188～①
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(69)SB‐ 189～①



(70)SB-189～②

(72)SB… 199～② (70 SB-199～④

υつ SB-199～⑩
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(70 SB‐ 200～①

(7働 SB‐ 201～○

(77)SB-200～〇

(79)SB-202～④
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(8の SB-205～②

●O SB‐ 205～〇

(83)SB‐ 205～③

(35)SB‐ 206～④

(80 SB‐ 206～③
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:滋錢 鰤 i孝純 駆 こ

(8⊃ SB-207～①

俗9)SB‐ 208～①

(88)SB-207～②

⑬O)SB‐ 208～②

(91)SB‐ 208～③
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(9D SB‐ 208～④



争:i

(94)SB‐ 209～①

03)SB-208～ ⑤

⑬O SB‐ 209～③

(96)SB‐ 209～④
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(9⊃ SB‐ 209～⑤



(98)SB-209～①

(100)SB‐ 209～①

(99)SB-209～⑦

(101)SB‐ 210～①
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図版 5

(102)SK‐ 01

(103)SK-01断 面

土壊状遺構

(104)SK‐ 02

(105)SK‐ 03
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藝磯

(107)SK‐ 08

(106)SK‐ 03断面

(108)SK… 12
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図版 6 溝状遺構

図版 7



出上遺物 図版 8

γ盈諄
a

ｒ

ｎ

一

4酪
■

(112)各遺構出土縄文土器片②

7  ,

鳴
(111)各遺構出土縄文土器片①

(113)各違構出上高台付郭底部片 (須恵) (114)各遺構出土郷片

0'■ )01石
A ■卜■ ,

(115)各遺構出土甕片 (須恵)

―-231-―

(116)各遺構出土郷片



P,
(117)各遺構出土陶質土器片

(119)各遺構出土鉄器類

(118)SB‐ 114出 土灰釉画花文陶器片

(120)各遺構出土石鏃

「

(122)各遺構出土打製石斧及び石製模造剣一部(121)SB-207出土石槍
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(123)各遺構出土石槍及び石飽丁 (124)各遺構出土磨獅⑦

U轡

0■ご鶏
(125)各遺構出土磨獅②
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図版 9 周辺遺跡

(128)道標 を兼ねた二十三夜講碑

(129)道標 を兼ねた道祖神
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(127)鍬入れ神事



(130)上安居塙家曲家

(132)安居の駅舎跡と伝えられる地

(131)御前塚古墳群の一つ

~｀
、 :____ ___ _ド

、

(133)竜泉院本堂

-235-

(134)延 喜式羽梨山神社



(135)愛宕山

(136)愛宕神社

(137)作業従事者全員
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安 侯 駅 家 考

平成 2年 5月記

(1990・ 5)

河 野 辰 男

(― )

今回、発掘調査を実施した中平遺跡は、岩間町大字上妾き字中平に所在する。 この安侯 (安

古)往 1)の地は律令時代には安侯郷と称し駅家の置かれた所だと言われている。しかしながらそ

の駅家は安古地区のどの辺にあったものか、今のところそのたしかな所在は判明していないので

ある。これについて諸先学がこの所在をめぐって種々の論議をなしており、今回、発掘を実施し

た中平遺跡も、安侯の駅家のあったところとその地元では主張する人もある。

今回、調査をなした中平遺跡より203棟に及ぶ掘立建物遺構群が検出されたが、その編年は律

令時代の遺物が検出されることから律令時代の遺構と判定されるが、これを鎌倉時代に位置づけ

る先学もある。本遺跡から遺物として奈良期より平安期に亘る土器片等が検出されたが、その数

は極めて貧弱で中には鎌倉期の上器類も見られた。更にまた建物遺構も粗雑なものが存在し、集

落遺構が鎌倉期に及ぶものもあろうかと判断されるのである。

中平遺跡の問題については何れ後で論議することにして、ここでは先ず安古の地に駅家があっ

たことを踏まえて

① 駅家とは如何なるものなのか。

② 駅家は現在安古のどの地点に推定されているのか。

③ その推定されている駅家跡と、今回発掘を実施した中平遺跡とは何等かの関連性があるも

のかどうか、もしあるとすればどのような点が指摘されるであろうか等々、これらの諸問題につ

いてその推論を述べてみたいのである。

(二 )

駅家は一般には「うまや」と呼ばれているが、その他に、「やけ」とか「えきか」という読み方

もある。大化改新の詔によって初めて駅馬、伝馬を置くことが見えるが、実際にその制度が実施

されたのは、 7世紀末の天武 。持統両朝以降のことであると言われている。

付
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大化改新の詔命によって、中央より地方を結ぶ官道が設置された。そして、その官道には原則

として30里 (約16km)ご とに交通施設が置かれたが、これがいわゆる駅家である。しかしながら、

実際にはそれらの地方の地勢やその他の状況から、原則どおりにいかなかったことは常陸国の駅

家の設置状況を見ても理解されることである。なおまた、駅家は水陸交通の要地と、物産の豊富

な所を選んで設置されたようである。

駅家は公用で旅行する人々に、宿舎と人馬を提供することを任務とした。駅家の長を駅長とい

い、その下に駅子 (駅丁)がおり、それらの費用は駅田収穫をもって賄う定めになっていた。駅

馬の数は大路 (山陽道)で20頭、中道 (東海道)10頭、小路 (その他の諸道)5頭であった。な

お、駅家は国司の監督のもとに置かれ、駅田や駅戸 (駅子の家)を合わせて一つの行政単位とさ

れた。更にまた、駅鈴が給せられたが、それは官馬の頭数と同じであった。

このような駅伝の制度は中央集権的律令国家の神経にも相当する重要なもので、中央と地方と

の連絡、経済交流、文化の移植等、それは集権体制の維持発展に不可欠のものであったが、これ

らは律令制度の衰退と運命をともにしたものであった。

なお、付記したいことは、律令制度の崩壊によって駅家の制度は衰えたが、鎌倉幕府の成立に

より駅に変わって宿が発生した。

(三 )

常陸国における駅家の存在について、特に記載した記録は残されてはいない。そこで、諸本に

よってこれをしらべてみると、先ず常陸国風上記があげられよう。

それによって見ると、東海道より相慎、武蔵の国を通り、下総国の最終点船賦の駅家から水航

で常陸国の玄関口の榎の浦の駅家に入り、信太郡家を通過して現在の霞ケ浦を横断し出島の牛渡

に上陸し国府に至るのである。官道はそれから陸奥方面に向けて造られたが、その路線上の河内、

平津、助川の各駅家をあげている。国府に入る官道は更に下総国庁より香四駅方面に出て安是湖

を横断して対岸に上陸し、鹿島神宮に参拝して板来の駅家に立寄り、行方地方の現在の霞ケ浦沿

岸で北上し曽尼 (曽祢)駅家に至り、しかる後に国府に入る路線もあった。また、常陸国風上記

の逸文に、安侯より下野国方面に至る官道の路線上に大神駅家があったと記されている。 ∝2)

また、日本後記弘仁 3年 (812)の 条によると、「安侯、河内、助川、石橋、藻島、棚橋の駅家

を廃して小田、雄薩、田後の駅家を置く」。

とある。この頃になると海岸道から駅路が内陸部に変更になっているようである。陸奥に行 くに

はこの方が便利であったものか。また、常陸国風上記に記載を見なかった安侯、石橋、棚橋の駅

家が出てくるが、これらの三駅は駅家設置の当初からすでに設けられていたものであろう。これ

らの駅家の増廃は蝦夷対策の急務のためと考えられる。

その後に作られた延喜式兵部省の条を見ると、前者のうち安侯、河内の駅家は復活したと記し

てあるが、これらは廃止されて余り間を置かないで直ちに復活したものと考えられる。特に安侯

-240-



――― 官道

○  駅家

。  藻象
く置かれた

(注)信太郡家が君山に移転

すると榎浦駅,掛馬,

下大津の路は官道から

はずされた。
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律 令 時 代 の 重 要 路 線

駅家は陸奥に行 く官道 と、下野国へ行 く官道との分岐点を占める極めて重要ポイントをなしてい

た所である。

(四 )

駅家の長を駅長 と言った。それはその地方の豪族の中から国司によって選ばれたことは前述し

たとおりである。そうすると、安侯郷の場合にはこの郷の郷長か、それともそれに準ずる人が選

ばれたものと思われる。この駅長のことを一般に長者 とも言っているが、例えば安侯の駅長のこ

とを「あずま長者」とか、「持丸長者」と言う言葉を使っている。したがって安侯の長者である駅

長は、安侯郷全域の長でもあったのではあるまいか。また、見方によっては安侯郷は安侯駅家の

Ｒ
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里ではなかったか。(例えば信太郡に「駅家の里」があり、そこには榛谷駅家があったようであ

る。そのことは和名抄に記載されている。)に 3●注4)

なお、このこともすでに述べたのであるが、駅長は駅家の経済源を確保するのに、駅丁を使っ

て田畑を耕作させたとあるが、駅家を維持、管理していくためには、そのような安易なものでは

なかったものであるまいか、例えば、駅長、駅丁、その他に支給する給料、駅家の建物、駅馬等

の管理、公用官人への宿舎の世話等、その役務は多かった。これらの財源を確保するためには駅

田の耕作だけではとてもまかなえるものではなかろう。それではその財源を常陸国庁が負担した

かと言えば、数多 くの駅家への支給はそうたやすいものではなかったろう。それにしても駅長は

長者として権勢を誇ったことは、駅家そのものに何等かの特殊な経営があったものと思わざるを

得ないのである。

ここに、延喜式兵部省を見ると、常陸国駅家として、「安例駅家馬 2疋」とあるが、これは発足

当時を言ったもので、律令政治の変遷に伴ってその状況は変化した。例えば、奈良期から平安前

期にいたる頃、蝦夷が度々反乱をおこし、その情勢は極めて逼迫した。政府はその対策として関

東各国の兵を動員したがヽ中でも下総国と常陸国の軍団は殆ど毎年の如く動員された。その他、

軍船・甲冑等の建造・製作・食糧の輸送等それに要する費用は莫大なもので、「坂東諸国大いに

疲れる」と続日本紀にはその状況がつぶさに記載されている。鱒 )

常陸国もそれによって陸奥国へ通ずる官道を整備し、駅家の統廃合を急務として実施したが、

その駅家路線の変更については前述したとおりである。

なおまた、これを律令制度の進展という観点から考えると、大化改新による律令制度は、唐制

を全面的にとり入れた極めて整備された制度として発足したが、その経済政策等に欠陥を内蔵し

ていたがために、その発足から僅か50年 も経過しない奈良初期の養老 7(723)年 には墾田私有令

を発令し、天平15(743)年 には遂に土地永代私有令を出し、律令制の原則たる土地公有制から私

有制へと次第にその移行を余儀なくされた。それが奈良朝末期になると荘園の数が俄かに増大し

たので、遂に平安遷都を実施し律令の再編成に踏みきった。しかしながら、その私有の芽を摘む

ことが出来ず、平安末期には遂に崩壊のやむなきに至るのである。これらの大土地私有の傾向は

有力者による地方の開発を促進し、中央から地方へ、また、地方から中央への文化、経済交流が

頻繁となっていった。各荘園からの物資も数多くが中央へ と運搬されたので、そのため多 くの

人々の動きがあった。駅家はそれらの人々のため利駅馬を用意し、宿舎等の設備も整えねばなら

なかった。前述したように安侯の駅家は陸奥国や下野国へ往来する分岐点に当たり、また、涸沼

川を利用して水路によって外海にも進出が可能であった。かくして安侯の駅家は栄え、駅長を世

襲したあづま長者 も大いに繁栄を極めたのもあろう。
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(五 )

それでは、その駅家の拠点は安古のどの辺にあったものか。先ずここを伝承等によって調査し

てみると、ここは現在の上安古の地、持丸芳久氏宅周辺一帯を指すものと言われている。この地

は位置的に見て、涸沼川がすぐその下を流れ、そしてそれは府中道の街道筋に当たる。そしてこ

こは大神の駅家を経由して下野国へ行く分岐点でもある。なお、この府中道は助川駅家を経て陸

奥国に至る当時の一級官道に当たるのである。そのような点から見ると地理的にはここに駅家が

あってふさわしい場所と思われる。第 2に、この地は当時「あずま山と称しており、あずま長者

の居宅のあった所だと地元の人々は言う。そしてここは現在は平地となっているが、当時はいく

らか高かつたものであろう。そのあずま山の一角に現在梨の木戸、梅の木戸、西の台等の地名が

残されているが、これは当時の駅家に関連のある地名かどうか。またこのような名称は中世の城

館等にも使用されているようであるが、地形的に見て中世城館に該当する場所とは考えられず、

かつまた、ここからは中世遺物の片鱗をも検出を見ないのである。

更にまた、あずま長者のことを一名持丸長者とも言つているが、持丸家は現在もあずま山付近

に数軒も残されており、その先祖がその当時持丸長者 と言われたものなのだろうか。

第 3に、このあずま山周辺一帯は遺物の散布が極めて多く、持丸氏等が農耕作業の際、土師器

の完形品を数多く拾集している。五領式上器の甕、高不、

鬼高武士器の室、杯、平安期の椀、高台付杯等、その出

土は多い。それらの一部は持丸氏がそれを保管し、また

町の資料館にも保存されている。このあずま山周辺は古

くから人々の住まいに当てられており、集落もあったこ

とが理解される。発掘調査でも実施されるとしたら、数

多くの遺構と遺物が検出されることであろう。

なお、ここに特記すべきは、持丸芳久家周辺の畑から

ふ

ち

う

み
ち

下
野
方
面

に
至
る

推安
定候
地駅

家

安侯駅家推定地安候駅家跡推定地と中平遺跡
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多量の燒米が検出され、その一部は町の資料館にも保管されてある。燒米は多くの上器片ととも

に畑周辺に散布しているから、容易に拾集することができる。この多量の燒米は今までに郡家の

倉庫跡等から数ケ所も検出されているが、持丸家周辺の畑に散布する燒米も、駅家の穀倉等が焼

けたものと判断される。ただ、この倉庫がどの辺にあって、焼米がどれほどの量になるかは今後

の発掘調査にまつほかはあるまい。

第 4と して、数年前のこと梨の木戸周辺の耕地整理を実施したところ、径 1メ ー トル程のピッ

トの酉己列を発見した。この畑の地主は柱穴であることに気付き、あわてて埋めもどしたと言う。

勿論、このピットの配列がどれぐらいあったものか、また、各ピット間の間尺がいか程あったか

も不明である。恐らくこの建物が梨の木戸に当たっていたものか。

大体、以上の諸点から安侯駅家をこのあずま山の場所に推定してみた。ただ私たちが知りたい

のは、ここを全面的に発掘調査をして駅家の全ぼうをとらえることである。建造物の配置はどの

ようになっていたものか、馬舎の構造は、また、この中に宿舎の用意があったものか、遺物はど

のようなものが使用されたか等々、実に大きな課題を内蔵していると言わねばならぬ。

(六 )

さて、今回発掘調査を完了した中平遺跡は、さきほど安侯駅家と推定されたあずま山の地から

約600m離れた旧府中街道筋に所在する。

そうすると前者と同じ上安古にあるこの中平遺跡は、あずま山所在の駅家と何等かの関連があ

るものかどうか。これらの問題が追求されねばならない。先ず関連があろうかと見られる点は、

駅家とは極めて近い上安古の地にあること、どちらも当時の官道筋にあたる府中道と奥陸道をつ

なぐ路線上にあることがあげられる。

中平遺跡 より203棟の掘立柱建物遺構が検出され

たことは、細部に亘って解説をなしたとおりである

が、ただその建物は多くの重複が見られるところか

古道に建てられた二十三夜講碑 (左碑と同じ)

(右▼き、ちうみち、左おがわみち)府中、安侯を結.ゝミ古道 (上安古)
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ら、極めて長い年代に亘って建替えがなされていたものであろう。ここに推量を退しくするとし

たならば、同年代に平均50～70棟は建てられていたものではあるまいか。したがって建物の方向

等もある程度は一定していたものと思われるが、建造物の下部構造が極めて類似しているだけに、

これを年代別に識別することは極めて至難な業であった。なお、この種の建造物は柱穴の酉ラJが

不規則で、柱の規格も極めて細いことなどから、これを鎌倉期に位置づける考え方もある。その

ことを主張する先学は、平安期頃までの集落には必ずと言ってよいほどに、掘立柱建造物にま

じって竪穴住居が検出されると説く。そして中平遺跡はそれがないから鎌倉期の建造物ではない

かと言うのである。筆者もかつてこの種の遺跡 (竹来遺跡、立切遺跡、奥原遺跡)を発掘したこ

とがあるが、この種の遺跡は平安中、末期に集落として存在することは事実である。しかしなが

ら、中平遺跡の場合は、最初から何等かの意図をもって計画的に建造されたものではあるまいか。

しからばその何等かの意図とはどのようなことなのか。筆者が前述したことを再三繰返すならば、

その頃になると陸奥の情勢が急迫したり、また、寄進地荘園も俄かに増大する傾向をたどり、地

方の開発が急速に進展したので、中央と地方との人的、物的交流は次第にはげしくなっていった。

安侯の駅家もそれらの時代の要請によってその宿舎等の施設、設備を整備せざるを得なくなった

ものではあるまいか。そして造られる施設は政府方針で計画されたものだけではなくて、その大

半は私的な性格も強かったものではなかろうか。ことに安侯駅家は交通路の重要ポイントを占め

ていたので、その人的、物的交流は大変頻繁であったものと思われる。その要請に応えたものが

中平遺跡における掘立柱建造物 となってあらわれたものと考えざるを得ないのである。その掘立

建造物の一応の構造、規格等については本論において記述したとおりであるが、それらの規格に

は大小の違いはあっても、その構造は同一で最初から意図的に建造されたものと推定したい。そ

れらの建物にはカマドは造られていたとしても井戸等の施設はなく、またそれは建物周辺にもな

い。生活用水は全て付近の湧水池から運ばれてきたものであろう。その周辺に清水と称する地名

が残され、今でも湧水のあるところからそれが理解されるのである。遺物等の出上の少ないのは

掘立柱建造物にありがちであるが、それにしてもひどく少ないのは宿舎等に当てられ、個人住と

異なる性格を持つからではあるまいか。中平遺跡は平安の中、末期に安侯駅家の宿舎として一応

の繁栄を極めたが、それは街道筋に当たっていたので鎌倉期になっても宿場等として残されたも

のではあるまいか。ただ少し付言したいことは、鎌倉以降になると集落の本舞台は愛宕山周辺の

山間部に移行 したもののようである。
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